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日米特許一二個・賞用新案整鎌四六個併用

ブミ野武務災鋒也1ヒイ7 F

〔特許大野式シヤヴター〕

主 要 製 品

大 野 式 シ ヤ ヲ タ ー

大 野 式 ル ー プ J L シャ・7 タ ー

大 野 式 工 場 周 紬 承

大 野 式 穂 子 入 制 佳

大 野 式 穂 子 入 戸 事

大 野 式 廻 樽 軸 抵 抗 測 定 機

各 種 防 火 原

日英米錦特許三一個・賞用新案五九個併用

特 許 木 ヱ サ り き 〆

托 魚 舟
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会 主 大 野 製 作 所

東立市芝医三回国国町J 二番地・電話三回 ( 45) 13E Zヨ

. t t 閃J l t UaJ J i ' ・大阪市 l t 花 厄 上 回 烏 中 二 ・Til Vo弱 ぬ( 45 ) l i.ヘヘ



曾 告

創立満十五年記念事業第二期計董に就て

我日本建築協曾は創立満十五年記念事業として昨秋来紘ヶ正保健住宅博覧合、

大美野田園都市住宅博覧曾、住み良い家の展覧合、通俗建築大講演曾、建築巡

回講演曾、記念祝賀大曾其他見皐に出版に大々的各種事業を遂行し何れも幸に

多大の御同情を以て好成績を得まし? こ段は本舎の最も欣主主とし、多謝する次第

であります。

就ては橡て御披露致しまし 1=逼新春と共に 51縞き記念事業第二期計量として下

記の通開催の橡定であります糞〈は大方各位の熱心なる御賛助と懇切なる御後

按に依り最も有意義に有終の美を修 めんこ とを熱望するもので あ ります。

1. 阪和沿線上野をに於ける住宅1尊覧曾開催

2. 京阪沿線千里山に於ける住宅博覧曾開催

3， 建 築 巡 回 講 演 舎 の 開 催

4. 東京，商事 ｉｾ 其の他の見堕旗行

5. 国 書 の 出 版

6. 建 築 曾 館 建 設 の 企 重

枇 開

法 人

昭 和 8 年 2 月

日 本 建 築 協 曾
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傍 花 閤

工皐博士 天 沼 俊

緒
-=-
-c:ヨ

昭和七年十一月 ，日本建築協合創立十五i四年記念講演舎に，私は酔返したカ 2許されす・し

て，日本の枇守司建築の将来といふ題で，約三十分間講演する事になったが，時間の闘係上

短縮して 二十分間でやめにし1: 。と ころが後に其講演筆記を詰ってきて， 昭和八年の一月

放に殺せる の? ごから，是非一通り目を通して直に返送せよとし、 ふ手紙 も来? こが，遂に池凶

副合長殿の諒解を得て菟除される事を得1: 。そこで今度は其埋合はせに何か書かねばなら

なくなった。考へてみ 1: ところ， まるで無関係のものでは， どうも工合がよくない ので，

京都市飢穀邸内にある 「傍花開.1 eいふ建物に就き，例の闘を多 〈文句を成るべく 少な〈

して，一通り記して責をふさぐ事にし1: 。

咋年十一月四日，貨は初めて i恨穀邸主? 非槻し? 二時，此建物に出 あひ， 少なからす感心を

したが，更に一日隔いに十二月六日， ここ で京都林泉協舎の ｕｾ 四回見ｾ嬰舎を開き，専門 家

三四名の講演があっ 1: ので，私もそれ等の講演を奔聴すベ <m，'末に侍 してゐ? ことき，偶 ま

雨が可なりひどく降ってゐ 1: が，問中大勢の見取闘がきにのをみて， どこの人達であらう

と思つ? こ のであっ 1=。 ところが後に なって， それが日本建築協舎の見事圏であっ? こ事を知

つ? このであっ Tこ。

雨降り の頗る不愉快な日であっ 7こから， 大勢のうち には或は瞥見に止めておーいに人も，

或は全然注意せすにすましに人もないともいへぬ。 さういふ人人，及び不参し1=人人のた

めに ，此建物の事でもかげば，いくらか閥係がな〈もないし，まに思ひ出の種にもな らう。

?こ 1:' 充分観察しに 人には拘にきのど〈で，何の役にも 1=つまいと思ふのである。とにか〈

この事を編輯係員に相談したところ， これでよからうといふ訴になっ 1=。

おl できうなってみると窮民が少し不足なので， ｬｬＧ ｬ ｾ 年 十 二月 八日に足し前を＿とりに行て み

? こら叉間にあひ，止むを得十字分で蹄り，最後に十二月二十二日 には，宗務総長阿部窓水

師の厚意で，卒生しまってある金剛力士や熊谷敦盛の額，共他貨物類若干を陳列して見せ

て< - r ごされた ので，其金剛力士を下居東側の己主: 上に安置して寝耳を? とり，第 2 0・2 1 1@! に

それを挿入 し，次の四闘に それ念大きくにし， 先づ一通り闘が揃つ? こから ， それ等 に簡単

な解訟を加lへる 事にしたのである。

釈 殻 邸

【卒安通志】 には「渉成閤」 の題下に

大谷誠本願寺ノ別竪ニシテ，寛永中徳川家光の宣如上人ニ附奥シ，伏見桃山ノ 奮構テ
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移シ，石 川丈山小堀達州等ニ命ジテ，材、園泉石ヲ修築セシモノト云 . 7 ，国中ニ稲j翠4i:T- .  

傍花開・印月池 ・臥龍堂・五桧鳩・侵雲橋 ・縮遠亭・紫藤岸 ・偶仙楼 ・挫梅主主・噸枕居・回悼廊・

丹十嵐渓ノ十三景ア リ，之テ 渉成ノ十三勝ト桝ス。

とあ り。 【大谷守・誌、】 には同じ< i 沙成闘」と題し

位置… … 下京li 相穀馬場東玉水町= 在 リ昔ハ其周囲ユ根穀ア環楠シタ リシヲ以テ世H乎テ

松穀御殿ト 日 ヒ叉タ本寺ノ 正東ニ在ル テ 以テ東殿 ト 干 ￭ｾ ス総坪驚高六百霊安 ｆ 徐アリ

沿革往昔河原左大臣源融公別業 ノ遺跡 エシ テ相体フ陸奥千賀 ノ盟龍ヲ模シ構津難波ノ

iill ヨリ湖水テ運ヒ之テ焚テ幽輿 ニ備へタリト後チ融公ノ 長子湛卿之テ 克卒法皇 ニ献 シ

法皇ノ崩後ハ融公ノ ｕｾ 三 子此地ニ於テ祇陀 林 寺テ建テ五時講テ修セ リト 云フＨ共願文

ハ大江匡術ノ書スル所ナリ) 中古以後京師喪筒L桐距キ久 シグ 荒駿 = 委シ タリシカ寛永八

年六月家光公新ニ二十六ケ Ilt) テ宜主f1上人へ寄附セラルルニ方リ本邸モ其中ニ在 リ後チ豊

何大間 ノ伏見桃山城 ノ奮; 隣テ拶 シ叉石川丈山 テシテ林困泉石ノ風趣テ作ラシメ高樹jlll ヨ

リ流水テ引用セシカ首今ハ本1- J
・ノ火防用水テ 分 '11 セリ問中 = 十三景ア リ

として芸大に%J 記と同じ順序に十三景を掲げ，共後に

… 傍花関ハ樫林ノ中 ニ発へ槌r'j ノ)1予ナ リ二階 ノ天井ハ磁石ff. b ノ十二支テ闘ス丈山ノ fi lJ

意 ニ出ツ左右ノ袖階 エ ハ狩野永 Ｊｉｾ ノ ｷ ニ成ル熊谷敦盛締結ノ額テ掲ク……

とある 。

机穀邸といふ名は，元共周閣に釈般を梢え 1: ので. ぞれからでに名 fごといふ事力; ｾ ｉ Ｇ ｉｊ つに

と同時に，共沿革の慨11浴も知ることができに のである。 【者11名所園舎】には「東殿」 として

奮此所は河原院の琶湖、にして池誕の出島に九重ヰあり是則融 大臣の古墳なり

とある 』此塔は今では八重 を存し，一番上に賀隆印粧の笠がのせである。基礎の四方に格

狭間を刻し，初重の四方を背光型にほり 凹め， 内に D_q怖を陽重IJ しであるが，様式より雄倉

時代と倣定するのが最も rB . 蛍の棋である o i 九霊塔」といふ のが事笹と すれば，現在は段

上霊と相!I命とを失つにことになる 。 1"融大l:l の古域」かどうか知らぬが，石J芥は遁に時代

が降る様である。【都林泉名所悩|合】には「融大臣塔」として八重にかいであるが， ;J、さ

い闘で元より? こ1:: 共位置と形とを示し? 二に過ぎぬ程度のものである。

{完 花 閤

邸内には多〈 の建物があり， それを 全部みにのでは なし、 から， めっ? こな事は言へぬがー

伏見桃山域の奮構は残ってゐないゃうである 。 元治元年に兵焚にかかったといふから， そ

の時焼けてしまっ仁のかも知れなし、。傍花開も令っと新しいもので，明治年間の 1'' 1. 建で‘ は

あるが，奮闘 によ っ仁さうであり ，調立してゐるのと ，形が特殊なので，殊更目立つので

ある。夫れで此建物を記す前に， - - @ 1) ｾ聞はゆる雨 前宗建築 の三門に就 いて記す必要が ある

のである。

111 2  
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鎌倉時代に宋固と交通の結果，新し〈輸入せられ仁 「唐様J のnH，! 宗伽7114は，三門・悌殿・



法 ｽ 宣 ・ 方 ､ 二 Ｇ ［ ｾｉｾ 事 ｬＩ E  Ａｴｬ ｟ ｾ寝具ほ ｴ l) Ｍ Ｚ ｅ ｃ 泉 Ｑ Ｍ Ｎ こ ￬ｦ ｾ ＺｦＮ m.. I i 連主・ j成主 . Ｎ￬ ｾｬ＠ 't・ tl: t 司事主 ・

共 1r . 右泊首なる佐世に持配されてゐることは，大徳 ・妙心・持j 'liiil . )+.!J 高等の諸大寺をみれば

直に知ることができるが，共三 I"J と桝肢との意{ ! ' : ' とり， ' 巧に I，fM';J1j したのがこの「傍花| 制」と

「闘林堂」とである。 即 ち傍fE; I H. J ¥ま東出し，共 iF . 西に同じく止とl白i して「闘休堂」が遣ってゐ

るのである

第 1 1品| は傍花l持! の上唐からま附をみ 1こところで，三角形の桟瓦子1:の産機は園林掌のでゐ

る。岡林堂とは持( 弗;草' の核なも ので， ここ のは他の建物の一部分をなしではゐるが， それ

でも須鋪出も fi fT も脇も11 もあり， どうしに つて{ 弗{ 象を安置するにめの建物Tこる事は明らカ'

である。出荷1fp.・m内にも同名 の建物があり . これは樹立して建ってゐる 。

第 Ｒ 凶は共 正 陥 ｪ 中ゾとか ら ま止とをみたところで，傍花ｼ組 の 西 耐 力［ｾ￯ｅ国 ｩ に 見 える。 ＮｬＡ ｦｊ ち叫

宗 ｗ ｮ ｬｾ ｬｦＮに於いて市 Ｚ Ｑ む の Ｍ｟ Ｎｵ￯ 線 上 に並べ ｦ 二主要なる建築は ， ここでは場所の闘係上東西のー

i f : ! 制上に並べ7このである 。 浩し夫れ第 1 ｾ＠ 1剖左上の二階鐙の上滑なる J 風月桜」の橡から東

をみるなら ｾｦ ， ここに Ｑ Ｇｩ ｔｩ 入しに凶 の ｾｮ <  ， ; ) . 5: <闘林堂の尉長ーー其大械には鬼瓦と鴫尾 と

{!':'lJj=mし， 而 も呉常に小さい叫屈が ｱｾ ｾ 挙の 様についてゐる の は世 Ｑ ｾ ￯ｭ 告である ー ー を見 ，

胤月担ｾＩｉ｛微 よ り ｊｬＺｾ林堂及ｻ 多 花閣 を 望む 〈背景・は)1[ 山〉

〈昭和ヒ年十二 月 +二 日〉

jさく傍花閣を隔てて均年来樹の問から東山を眺めることができる ので，中中うま〈考へてゐ

る。 7こに耳障りになる のは向動車と '道草の背とで， これは時的附どうも lr. む を得ぬ。

*  *  *  *  

当長

第 3 闘は東方から みにところで，これを一見したも のは，共:古Ifr の巧妙 なのに感心せす・

には居られぬであらう o ffir.w京建築の三ドうといへば， 鍬合五山の ｕｾ ー と か第二とか い っ て ｪ 或

江戸時代 のit 昔話一一ーとい って失 Ili:1T> も9211れねが一一ーな三張 ってゐる建長IU卜花岡子J: できへ，

Iti1二面の椴1'''1があるばかりで，門医11等 は 勿 論 な し 上層へ霊堂るにめには，. 門内 に? こに. - ケ

所説( 111: キIl末な附段があるばかりにか ら，千十の仲はないが，dL 京芝増上寺の等は，五間三

3  111 



111 4  

南方より傍花閣の; 志望 〈日百年七年十 二 月八日〉

戸一一ー三耐 とし、ふ貼に 注意せよ一一一丹塗 本瓦茸の堂堂? こる建物に， 三間二 l白. の門惨さへ添

へであるから，先つ江戸時代の もの としては，東京附近でf ; f } - . 流であ らう 。 そこへ行〈と

さすがに京都で，J1i i に記しに聞大寺 を初 め，ｩ ｾ ｻｩＺ 土宗 の総 本山＿ニる匂 ｬ 胤ｼ佐の 夫れまで，貨に

市 腕 寺 山 門 正 立 面 面l

大きな美事な建築であるが，これ等の第一流三門を頭においてこ れをみる主きは ，何快 な

きゃ しゃな二階建の雨方に階段をつ付たもの で， ほんも のの三1" 1¥こ1情示を得， ｵ 見 Ｇ 目Ｎｾ胎 ｉ し

て住宅風別手びさせーーたとし、ふよりは平ろ亭とか離座敷風にっくりかへ一一ー にも の とし、

ふ事 に無がつ〈であらう c

*  *  *  

当長

*  

一間一戸川脚門で，下居床は瓦凶字放。東側本紅の脇には， J 二下に惟，隅に 1誌があ り，聞

の羽目は網代ぱりとし，上端は奴ではりつめに小さ いつ〈 りつけの華がある( 第 1 7 ・1 9 ・

2 0・2 1 闘) 。此華は金剛力士を のせる? こ めの もので，現在は盗難又は悦慢の虞があるにめ，



しま ヮてあるから，イ"I の1こめか併 らない。 腰掛L ' らう等と推定する と大間違に なる。

去る十一月四日に初 めてみたとき ，何の目的で この様な哀がつ くられて ゐるのかを係員

にたづねに所，仁王がおい てあったの?ごといふ答を得，大凡二尺徐 りの高 さのものであ っ

たらうと L、ふ想、像 をして ゐ7こが，十二月二十二日に共仁王を見ることができたとき ，共飴

りに小さい のにー鴬を喫し? こ のであ っ1=。 而j もそれは木彫と思ひ込んでゐ? このに， さうで

はなくて焼物で，小型? ごから! i -rlP. ru:にな らす，作者の頭のよ さがl減に感服してしま っ?こ。

金剛力士なるものは，大概は南大門 とか中 門と かの左右に置かれる。ところが用車宗では

おかなし、。臨構宗でも黄紫宗でも ，此宗旨の三門は し、つも 何もないので ある 。 同じ大きな

門でも， 東大寺の様な華 ｉｾｈ［ 三では ， 例の南大 門 の左右に蓮 昌 ｦ 堪慶左甚五郎 の 作 ｔ ごとい っ て ，

案内人が間合も のを畑に各ーいてゐる 214大な像があり，同寺中門や法相宗の大本山法隆寺 中

門 には， めの美事な現像力: 安世しである。京都のq{P恩院や東京芝の増上手r三門には， あれ

ば浄土宗 ＱｾＧ がやはり金剛力士はない Ｐ Ｑ ごからみの手の門にはおかねのが普通かも知れぬが，

其型を自由にゃぶり，門般のない三間一戸叉は.1i. ltn主戸の椴1"] と同 じ様にJl jz倣 ってゐるみ

1= 1 ) は，自由自在なも のである。

中央ー聞の出入口に は聞折開聞の伐府戸が吊込んである 。此扉は王極簡単なもので，軌

柄の上の方は略式の議I!Hに入 り，下は他の DY' ドの瓦と同じ様に凶角な石を埋 めて，其 石 lこ

廻特車Ihの入 るべき 孔 をあげであるっ この不[は普通の場合なら由尉敷に古;る のであ るが，大

きも高さも四ｾｾ の瓦と全く同じ ｦ ごから ， うっかりしてゐると瓦と誤認す る似で ある。 蹴 放

も亦床と同んと同じ高さであり ，土は相の代 りに花開型に訪日伝つく ってあるめに1 ) ，興味

のつ き ぬ も のがある ｣ｴ￭ｾ 2 7・2 8 1@J) 。

本 位と ｈｬ 入口雨ブ ｊ の キド の聞の ｾｾ目板にはＡ収似 ｉｊ に のみ ヰ Ｑ Ｚ 月Ｏ［ＡＺｦ車を ｬ 享肉に彫刻しにのを取

っげ である( 第 1 7 . 1 8・1 9 闘 )。 大きなも ので，高さ約乃 .2 (為rL1立尺。以下同断) ，幅最

も庚いところで1 . 05，ｬｩｉ は Ｒ Ｐ Ｐ ほんの 飾りで 一 二 本より 亥 ｉｪ みにし， 中央に 花 ｗｾ 1 8 1品Iｾ ，＠

最 t 部に 普あり，めと全部は業にしである。北側と南側と向きが反針なにげで，金 〈同 じ

性質のもの，つまり 州入口 に劃して左右向ひ合ひにから ，治ーと左 とは物惜と共; 忍像 との女n

くにしである ｯｾ は左 Ｑ Ｔ でもないが，中央の花は殊に傑作であると思ふ コ

一関牡丹唐)';1: ｾま鎌倉時代も ｉ か ら ｩ 後計 ｭ ひられにしにものの 如し 須禰型等の洞目板 に，

殊に/;百様のに於い てあの品川長い ところに 入れて あるのをよ〈みる。 桃 01・江戸に於いて，r

羽田 板や 櫛間 等の大きな商積に ＭＭｌＡｾ 、入れ Ｗ こ例は ， 徳 川 家の ＩＧ［ �ｪ 建築等 に於いて普通に み る

ところで ある。 併し何れ も全面積を充j質してゐるのであ るが， この様にまん 中に ほそ く入

れで あるのは，珍らしい取扱ひ方? ごと思ふ。

柱 は総て方針 Ｚ に凡帳商取 。主 ＱＺ上は大村肘木 ＱｾＧ が， それは総て絡線肘木である。本荘上も

按柱上も，南北の方向に大町 梁を架渡し，共 中央に恭肢をおく o 此等の総様)Jサ木 . !l rr. 梁柑i

切の給様 ・暮 lJ 交の月三等， さす がに時代 をよく現はしてゐる。すべ て雛形本そ っ くりまる潟

しで， きのど くなカ; ら褒められな し、。他がうまいのに ，これ等でぶち壊 して ゐ るのは， ま

ことに。惜しいものである。

5 川
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天井は金剛力士京の羽目と同じ〈網代ばりで， jl 可は木針ー謀にしで ある( 第 281泊1)。 此

等も 亦住宅 とか茶室 とかに相際しい やり方である。

*  

一〉争
' L 争守

*  

これ ｴｾ けな ら感 心はしでも， さう大し1= こと はないが， 質は この本屋は南及び北{III Jに，

深さ殆んど 2. 0，ー1-.が弧形をなしに附属の袖犀がついてゐる( 第 1 2・1 4. 15・16 問)コ 到!f:

t ても少しも 差支がな いのに ，何 の7こめにつりである力、といふ ことを付度して みる と，正

筒( 東) の 方では金問IJ 力士;哀 をつ〈る 1= oか 背間( 両) の方では腰かけ 即ちー千軒な休憩所をつ

くる? こめらし〈。 其j院かりの部分は， 下が'j 1遼ひの戸棚にな ってゐて，内に小さいものな

ら入れることができる様にしてゐる。 さうして共戸板には格狭間を 入れて接的I しである

f 第 1 5・16 1日1) 0 故に江っかりみ仁ので! ; t 'j 1泣といふことに気がつかぬ仰である o よ〈寺

など で須欄間の哀をあけるやうにしてあ っにり ， ｩｬｩｬ ＱＱ ￱ｈＺ ｩｴ 築に於いて 同 じ〈制 Ｚ 肢の誕をｾ )  '¥"; I  

j寸であげ る様に っくり ・イ11) れも物入として役立ワてゐるの と同 じである o 妙心咋俳肢の IIrJ
J

i 'i! lの 下 も 亦 絡 狭 間 営 入 れ て 猿 飾 しTこ) ，;・';1戸をにてて tちる力 ，丁皮此建物の場合と |司じ者

へである。

此附属納l f も亦可なり意III: が{動かしである。第 13・14. 1 5 1前|の女nし 上 端 が 弧:1. 1¥をな

してゐるから商白い のである。新し この 卜幼idJ 球! にき つであり， さうして尿ＮｦＺｦｾ が［ ［流れに

かけてあるのなら，丁皮下岸に常るので，l 、〈らでも例がある コそれなら平凡でつまらない

のみならす，見 られにものではあるまし、。凶いがにめにおそろし〈縫って見える のである 。

其雨端， 即 ち東聞と西国 ｉ とは切要にしてあり，上に ｬ ｩｬ ｬ 窓 ， 下にｾからできに Ａｨ 車がつけ

てある D 者h犀の外側， つまり市町と 北市i. 即ち 外か ら見 える il!i Jは， ＺＭｊＭＡＮ方に ［ 絡 ご ｲｾ ， IJq方に

花開窓を? 設け( 第 1 Ｑ ・ Ｑ Ｓ ・ ＱＴＮＱ Ｕ Ｑ［ 九 Ｑ Ｉ ，絡子窓 の 上には市 ｉｉｉ 長い木 ｊａ 型 内に，ヰｉＺｊｾ ! 川市を入

れにものをつりであるが ｗｾ ＱＳＩＱ 品卜此は ｾ ｉ｜ 央 に花があ っ て ， 左右に来がでて ゐ るもので

ある 。但し牡丹入は外il !lJt.: ( 1で，e'l部は陥;:; 11のみにしてあり ， ｲ～Ｑ は Ｑ ＡＱｾ 地で あ る 。

壁は下見板をはり，タトか ら作子てお「 さへで ある D つまり訂iはゆる「砂子 F比」である o

一般に下見ばり の監は l伶i東 に 多 し 閥 刊 で は 的 ど 常 に 後1¥金日! : で，こ の棋なやり ) j はi徐り見

つけぬ ところ である。京都あ? こりでは珍らしい r1: 1-.である。

唐 草。雨端に用ひ? ニ! 川 Jt は柴ばかり? ごから( 却 14・15 1尚1) ，ｩｴ は 何 の ｾｴｾ Ｇ ｪ［Ｇ よ｜ ｾ￲ ｬｊ らな

いが，前 記の通り肝の阿脇の初日板に牡 J'J .J ，i: ・E.' i ｻｴ＾ 川 ひ ｦ こ の にか ら ， 此も亦さうみて Ｎ ［ ￧ｾｾ な

いと思ふ o 花 や官をつけすに諜ばかりにしにのは，つりる場所が内程背が高〈ないのと，

同じ様に なる 34をj控げる 1= め，態とかうし? こ のであらう。

囲 窓o -' 二部の 1m窓は黄柴建築に於いてよ〈みるところである。 fylJ へば宇治の黄柴山山相

寺 のf弗殿を初め，大阪 ・長崎等の有名な* 守: の建築 lこ1引 II II Jひであるが，これ等がもとと

な り， あもらこち らに流行しにのかもT .flれなし、 o ｻｩＧ うちら こち ら とい っ ても多〈は ｽｦｩｬｲ ｴ ［ｴｾ控訴さ・

性宅 ・茶室等で，他 の先行の千Jー- r . ¥( 誕ー等は別 一ーや Jl illlI¥U: 一 枇 務 所 は別 一一控訴さ等には ，

先づ見ない と い っ ていい 。そ れで ｉｬｩＺ｜ ｾ Ｎ 寺のも 古い所にない のでみると ， 恐らく黄紫の影響で

はなし、かと思はれるのである。古いところで ｉ ｑ ｉ ｾ の 川 ひてある 例を ＿＿良いて探せば，鎌倉時



代石燈の火袋イ立のものである。周問に運抑止を刻ん?ごもの，即ち満開延長花の子尻t をくり抜い

て悶 窓にしたも の，例へば元徳三年在銘の談 山lf，11'n吐石煙火袋窓の虫fI きものは，飛鳥時代に

はど うか知 らぬカマ 少な 〈とも奈良時代以降存在し? 二と 思 はれるがs 質例は鎌倉以前にま

に見附 されて ゐな いの?ごから 仕方がな い。 併 しながら 例へ鎌倉からにせよ 3 共 時代 の建築

物には ｊ ＧｉＧｊ ひ で ある とい ふ事を ， ま ＱｾＧ 見てもきい てもゐぬコ

私の知ってゐ るIAI ! t f . を用ひ 1: 建築の最古の例は， 愛生 ＱＡ Ａ 係 中 島 ｭ［ 大和村の妙興寸 Ｇｽｬ ｩ ｾＱ 唆につ

いてゐるものでＨ本誌ｾｾ ｾ )  5 車112布5 蹴 特別附鍬第 22 n2{i  il6 闘参!!(O，見かげは随分古い様

である。姉搬は室nlr 時代 のところがあると 思はれるから，悲し共時のものとすれば首然JI (・

ｱ｣ 建築のＩｾ仰なんかし、けなくなるが ￰Ｎ＾ の寺は京在 ｦｾ 花刷妙心 ｜ 干 の 末寺で臨附 ｾｩＧ ［ ＱｾＧ か ら Ｎ 貨

はもう少し調べぬ とはっきりいへない。

Ｎ Ｑ ＭＮ 述 の通り建築 に月 Ｑ ひられＱＺ｛ ｭ ｾ の起 原 は ， 我闘の古建築を Ｍｪｦｦｩｾ み にところでは ， ど

うも新しい様な祭がする o 何 れにしても其舷 j行は I i  1 戸時代に入りて流行を側め ，イ|三む!i l l

築や茶宗えn築に 入 り込んできて限iJ IJf 利 IjJ せられ， さうして現在に及んにのでめる o 1ごから

それにげの事を闘に置いて此場合の夫れをみる時lム か う い ふ 窓 が こんな所へ1nH1' t 作に月l

ひられてゐるのかと考へると ，此処物はさう古いものではないと L、ふ見詰がつ〈であらう。

格子窓。格子窓は古くか らある o 飛鳥以降枇手r建築にt - I J ひ られ てゐる 辿子窓をfii i単にす

ればこれになる。鎌合の ｬ ｩｾ Ｑ 究 ミ 』 ＱＲ 合利殿 の 花頭窓内に丹 ｪ ひである 絡子は， 今のは材料力Z経 っ

てゐるやうであるが，首初か らやはりあの通りであ つにとすれば，鎌倉からめの腕のは行

本し? このである。りれどもこ の椋にき苧し干 にな っにのは，これもヲj; ! t : 宅や茶渋等の建築カ;

d主主主してからである事勿論である 。

花頭窓 。 花頭窓に就いては，師に光年 五 侍寺 の記事 Ｂ，に記し Ｑｾ から Ｈ本誌第 ＱＴ 判ｾＺ［ 8 批

特別附録第 8 -
9
ri 参J f( i ) ， ここには略するが，今でもあの時と同じ械に， サラ セン建築 j;;

部分的に影響し1: のfごと思 ヮてゐる o 此窓等は新しし、持IJ に純な形をも ってゐる のは ， もの

がかういふ風? ごから 態態かうし1: のかも知れぬ。

木瓜型o i格子窓の上の，幾分弧il 止をなしてゐるところの内外に，木) . f . ，型がつりである o

下 見板も修二了も持この倫) . ; i ii のと ころでとま ってゐる この形も亦烹制新しいもので，桃山

以前に共有無を知らぬコ鎌倉時代? ごといはれて ゐる納在物 のうちに，此形の窓をつりに 吊

煉簡がかいであるが ， 私は Ｗ こ ＱＺｾ 吉良でみにばかりにか ら ，ぶして それが仁しかに鎌倉かと

うか ｾ ｉ 司らぬ Ｎ 11立にさうとしても， それは{ 革に nj(; ..- の例で， 他には対ん どないと いってよろ

しい。共内に入れてある牡丹J，'f:;' 引ム中央に花があり，共左布に相倒的に J主力 ;J ，ff ifiil 止を?な

して/ ' 1¥てゐる o 尤もこれは外部ピげで，内側の方は倫Wrl 1 ごげにしである( 第 1 3 1品;' 1)。

次に此牡 ｐｴ に就いて考へてみる ｄ 此臨の牡丹は鎌介 ｬ 時代 の Ａ汗掠 ｾｽＴｲｪｦｦｩ もそ の作 ｩ 狭き 長 い澗長 ｼ

板の接的i として初めて用ひられにもののまf I <  ， まに同時代の悲股内の彫刻として少なから

す志賀例を見出し得るのである 。ゑj論共以降にある事いふ迄もない o 丁j立この様 なのは. 桃 山

時代へくると・楼唐戸の吹寄桟の間一一ぞれは帆の5郎、細長い入子板の部であるが ーー に

用ひられるのである。一例をめぐれば， 日光東ＡＡｾｾ宮府門の入子板や，同廻廊謀 ｉｉ 支内の彫刻

7  "' 
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に二三の ものを探すのは，まことに容易なことである。さうしていふ迄も な し 時 代 に よ

って葉の形等は少しつeつ異な ってゐるのであるが， 今この場合のは桃山から江戸へかけて

の式・即ち 最も新しい式をよ〈うけついでゐる D とかい? こ とこ ろで，かういふ事に常に気

をつけてゐなげ れば牛1I るまいと思ふo 賓は多〈 の例 雪国示して解説せぬ以上，徹底せぬが

それは此| 際どうも J I: t J をf与なし、。

そこでとにか〈ここに三fiTt知の窓が用ひてあり， まるで窓の展覧舎の主f 1き観がある o 何

もこれ程にしないでもよささうなもので ，殊 に第 1 4 闘の慌に みに場合，大分うるさい感

がある。 ー居の事花頭をやめにし， 東方の;協子窓を? 両方ま でーす・ っ と通し? こ らばどうかと 思

ふo 1j1・し まL か 〈の虫f1 <い ろいろの窓を 月1ひ， さうしてま仁木JJi-. 型の内に牡丹附草{ f 入れ

にところなど ，時代の新しい事をよ 〈物語 ってゐるとい八るのである o

此柏原の内i! !l 1が， まに11Mる策のきい? こ取似 をしてゐる o 来日刊の方は外側と同 じものをに

ＱｾＧ 内 ｬ ＡＡｬ ｬ からみにと思八ばよろしし 、 。と こ ろが ￭ｾ ￮ＱＡＡＱ Ｑ の方は 第 Ｑ Ｕ ・ ＱＶ 闘に見えてゐる通り ，

花頭窓の内i!!l 1には雨引 の柳時 二了ーがにててあり ，夫れを- -( まし、に，) 1あけると第 1 2 嗣の女f1し

縦出でうま〈止る様にしてある o きうして此縦時はす， っと太〈して補強材となり，棋倒附i

の様な大きな切聞がと つであるo

*  *  
*  *  

法

上 層。

上屠は正方形で一間一商 コ 粧民民 Ｙ ・ Ｘ Ｐ 床は経敷 で間投 Ａｪ ｾ ｣ 茶室 に見る如 Ｑ ＼ 周問に Ｍ ｾｾ

の主主主? 循環の順序におき，中央に' * 設が入れてある o D見方共紙UtI 陣子同枚建o 其周問に陥

Ｒ Ｎ Ｐ の梓橡があり像勾 欄 を令指ふ Ｈ第 ＳＮＳＱ Ｎ ＳＲＮＳＳ 闘Ｉ。 とこ ろが 平 素は建 物 の破損ｻｦ ｾＩｪ

ぐ目的で，四方に慌ーを全部下げてあるから ，遠景は上R号制l音s総て黄色い壁の様に見える(

第 2 闘) 0 1ごからほ んとう の様子は， その す Ｑｾ れを全部とり去 らなり れば Ｊ ＱＱ らな い の で あ

る( 第 3 闘) 。

室内は天井 をは らす' 化粧屋糠裏であるが， それがまに頗る有i抜な色、lδ: から成ってゐる 。

告が正方形fごから ，天井も 亦i E 方形なのは官; 然として， 娘て共中央には大きな 十六械の花

ム 四 木 片 付 せ て つ < ｾ，共内部を〈りぬい ｔ こ様にして ， その うちに十二支の文字を

かき，更 lこ共中心に，南北の方向( 子一一午 ) に 縦一l'をゑがき ，磁石の様に見せ，あ とは

同方に化粧隅オくを架淡い共聞に放射形 に化粧極右? 配して木舞裏にしである o 総 て木制 は

繊細で あるのに，中央の磁石形の飾りは大に失してゐるか ら，釣合からいふ と， これはも

う少し小 さい方が， いふ迄もな〈形はいいのである。二階へ上ってみる と， 徐り に大きな

磁石が天井のまん 中に〈 っついてゐるの で，少な からす¥情 ろか される ( 第 3 4・3 5 闘) 0 こ

れは石川丈山の意匠にさう である o 殆 んど他に類例のな い獅創的の考八であらう o

此座敷の岡聞に械が あり ，共端にi除勾欄がある o 111持式擬3宝珠勾係iで，地覆と架* とにけ

で卒桁をｾｾＱＺｾ、てゐる ｯ さう じ て料束もな＼，何の形にし＿このか知らぬが，識を ｾＱ こてに切 っ

?こ;隊な形で，上下に字国形があり，共聞の胴に古るところは京にしである( 第3 1 ・3 2・3 3

|制〕。 賓珠柱は唐様の夫れから愛化しTこも のとみるべ< ， あの種の開花蓮の下にさがっ 7こ



花衡が葉化して菊の誕の桟な形になり ，上 を向いて ゐる米? ご悶かぬ花総長Il ち背の部分は，

荊の夫 れが少し尖りすぎた のか，叉は態態かうしたのか3 何 れにしてもこれも亦，新しい

時代にならぬと，かかる縫形のものはできないのである。

発

*  *  

ーメ

*  

ここでま? こ11)1¥'( 1.)' :の三 i"j の上唐のことを少しかかねばならなくな っ仁。 古来より 一 般怖 寺

建築 に 於 いて， I"J が二階になってゐるとき，即ち「楼門」の場合には，上j奇はほんの間裁

? ごりについてゐるので， まるで上 る設備はしてない。法隆ミ12の中門を初め，あらゆる世例

は皆さうなっ てゐる。然るに三l"j の場合は さ う で は な し 上居には須蜘1立をつくり ， 枠 迦

とか概汗とかいふ併{ 象を安世し，要すれば脇{ 与を添え・共左右に十六縫瑛一- fふれに建長

寺のｾ ｦｉ <ノl、さ い多数の ( 500 ? ) を:! lt べ fこのもある ーーーをおき ，毎年一定の日にそこで儀式

をするのである。にからさういふ時者 ＱＱ 合のし、し斗羨に供を虫止し、 Ｑｾ り し てゐる の も ある。

ｊｬ ｃ Ｎ ＱｩＡ Ｇ床ｾとっ て 凶盤 牛 の ｬ 益 法主にしに の が これで ある 。三 門では後ろ の 方は勿 論 ， 雨 (H帥i

の4三分は控で，正耐耐. と隔側白刷iの 前4宇三は雨柄i/J川)H泊;日j一 一時に中 f央央A々. のl川i日川lリlのみ隔 U折「雨開一一桟!唐苫戸をを?J

込んでめる力: 九， ここでは 座敷にし7七二の fピごカか，ら，壁はまるでな 〈し，紙1枯占陣子もまるでIJ脱j峡要力が; な

〈ド迄紙をを? はつ て あるカか〉ら ' 小 じんまりした数寄屋j瓜の建築で，政敷にゐるのと同じく，

起 Ｑｾｩ＼＼Ｍ つい ｔ こ気分 ｴ こなれる の である 。

*  *  *  *  *  

屋根。 屋糾は入母 屋の起似J!Ji .l で，下府同様布/i茸である ( 第 3 岡) コ懸魚はつまらない猪ト|

懸魚1: が， このtll1さ lJi1i.成は 下Mの給様) J す木や血|梁や事目立等とよ く一致して ゐる o 111: しなが

ら共事飾は一種特別で，これはイIIJ e  ｾ、ふのか名も分らぬ 。 花頭型・ ｊ 格狭間型Ｎｽ｜ｪｦ，魚、型等，先

っその核な名でもっけに らば何とかなりさうなも の。 さうして共上の方は， ある幅さ の板

が縦 lこはつである? ごりで， 目板は打つてない ( 第 4 ・5 凶) 。大棟は瓦wで， WL '0t-'l '  !!>t _' l ' 倫

j_:l. 1M Ｇ ｬ Ｎ 雁 娠 の 順序につみ，雨 端 には鬼依と奔みに ＱＡＡｾｴ 也巴とカリ Ｑ ｊ ひであるＨ第 Ｓ ・ Ｔ ・ Ｕ 伽ＡＩ 。

門 廊コ

以上で中央の主姿な部分の記，/ 況を格つ? こから，次に wi 方にある方ー聞のノj 、さい建物に 及

ぼすことにする しこの小さい挫 |勿から階段で二階に昇る桜にしで ある ( 第3 ・5 ・6 ・7 ・8 ・9 ・

Ｑ Ｐ Ｏ 通 Ｑ Ｉ 。 凶版及びその解説に詑し Ｑｾ のをよ〈読めば ，直に判 る牧に簡単な も のであるが ，

これも亦， mIJi 京の三門 の左右について ゐ る 「門廊」 ー に 「山崩」と呼んでゐる二間二I自i又

は宅間三間の小建築の，立をとっ fこものであ ることいふ起もなし、。ここではM といって ゐ る

か， 日1) に名もなし、ゃ うである が， 11民名で は |本lるか ら fT'J 百日J }: いってオ' J <  .') i : にしに。 if ，J(こ

うまく共精最'1

'

を? とって 肱刷しにも のである 。

此も亦方一間切妻ii!; 起{ 波風で，左右は白世に裕子窓( 卸 3 ・6 ・7 刷) ，さうして前後即ち

前と北とは，唐ｻ波風とも血 ｲ 梁とも考へられる ｊ ｉ ｾ の木を ｕ Ｚ の ｉｍＱ に央張らし で ある。 中火
a

には

l'忙し、が，左右浪MI11 J 線をなしてゐるめにりに「炎) ; がつ くって ある 。 これは唐似瓜 のI波風

板 の夫 れ とも見えるし，叉虫1: 梁の初]1の ところを少し鋭化させたとも，イ11} れとも 考へて L
、し、

ものであ る( 第 8 ・1 0 園) 。

9  
111 



川 10

三門には常に門伝!Sがついてゐるとは限らないで， I昨式なのは門の校門 に階段をに t:' ー ケ

ｪｩｫ 設 ー け七、Ｇる吋飯合 ｬｲｵｦｾ Ｎ 建反［ＧｴｪＺ［ｲ ｊ［ 他宜例あり ＩＰ ｻ ｊ Ａ Ｇ しな ー か玉大規模のものでは「知巳 ￘ ｾ ｦＱ

〈 三 間三面京協ー・妙，白書［えは 三 日石両 子雨前 ＱＱＴ 括主主［等 Ｉ 七六 ｬ 目前 ｾ Ｍ ～ ＭＵ ｾ ， ｾｾ・

叉は左ｾ向いて階段を昇る ｊ 憾にしであるが ｳ 傍花閣のは何分にも 小 さいから，入 口にtrーも

やJ もなし Fトiのは南， ｾｴ のは 北から直に階 段 を昇る犠にしである Ｈ 第 Ｙ ・ ＱＰ Ｍ 闘Ｉ。

r(i 段は雨方に親粧を? ｴ］ て ， 昇勾欄をつけであるが，昇勾欄には常に ｾｪ ｾ 桁が地慣の代別を＿

なしてゐるから，この場合にも勿論地援はなし卒桁は上居の像勾様l同様ここにもな( ，

T二七架木があるばかりで，親キj二も勾憾jの京も，すべて上居間隊である( 第 9 ・3 3 1剖) 。

附段昇り口 の丁度上のところに， 北方は敦盛，南方は熊谷の額を婦げで ある o 今のは後

の棋潟で， ほんも のは金剛力士主同じ〈しまってある o ぷーに i1古川';iK納筆」 とかいである

が， 勿論後に71l きjJII 八?こもの。永納本か何かま11 らぬが，随分ひど〈午 IJ 詳してゐて，敦1諜の

制等は背負ってゐる母衣fごりが漸〈残ってゐる有械である o tごから会¥1 らす・に 見れば，何を

かいに のかまるで判断がつかぬ仰で，今時の人がみ? こらI l i'l きかげ? こ落下傘位にとるかも 9・11

れぬ。但レ額の愉単¥¥- l!lI J札型の制であるがーーに打つである前i金具は至極新しし どう

しても i l 戸時代のものであるやうである o げれどもそれを除りば，制? ごりは桃山式とみら

れる o ｴ ごか ら若し 此官 Ｑ Ｑ 金兵力［首初のもの とすれば，す ｊＡｾ ｦＧ氷納とし、ょ、体は主宇重しでも ｾｴｬｽ［ ( は

なし、。

持
持

持

'‘ 

9時

此建物は元治元年に兵焚にかか っ? こさうである。共後駅穀邸はし、ろし、ろな 1= 1 にあひ，あ

る時は餓遁の役人 の宿舎にしに事もあっ? こさうである力三 心なき人人のにめに大分い? こめ

られにであ らう o 1明治年間 の再建としては， tE花! 剥が徐りよ〈でき過ぎてゐる力九 これは

Jeの形によっ fこも の と思はれる。私がきい仁ところでは

明治二十五年七月二十八円 棟梁十三野惣兵衛主主之

建具類 竹中前兵衛製

E者J共謀:共他

正L

にさうである 。

*  *  

八木八郎兵待i"1血IJl f' 吉次郎雨入此に嘗る

寺本i ! ) ; =兵衛製造

*  *  *  

一 言にして批討をすれば， この建物はまことによくできてゐる。例へそれが前立計によ

り， それぞ附袋し仁も ので，杉野惣兵衛棟梁の意 IJi: は入って ゐぬにしても ， ともか〈もこ

れにけ上手に li甘核寺院建築の要素を取り入れで， 11.: '; - ; 式建築をつ〈り上げに手際は. ｩＱｾ月 ｦｾ

に? こゑぬのである D

公民lか向かに辿ってゐる のにと， ｾ ｈ ｾ れでもＩＺ｜Ｑってゐるであらう力九場所が場所 ｦ ごりに ，

Ff Iんどみる人がな 〈今 日に及んで ゐるもの と思ふo lJ J てここに恐ら〈二つとめるまい此珍

らしい建築を紺介しにのである 。 ( 昭和八年 一月十二日稿了 j



上。第 1固 傍花関上層様 より圏林堂 をみる

( 昭和七年ト 一月六 日〉

下。第2 園 圏祢堂よリ傍花閣をみる

( 昭和 ヒ年十 一一月六日〉

十一1' J 六日は午前九 時頃よりt : t :j が大分

にひどく昨つに u これは午後一時 頃，i: 1:j  

と霧と の中でとつに応員で めるが， 共 剖

に司なりでて ゐるから ， とり也す のも 無

駄 Tごと思って， これを 用ふる事にしに の

である。 傍花|件j とl刻休堂とは， かくの虫11

〈東 l白i して - - ¥l i 線上に配世されて ゐる の

で あ る ｾ _I てI!'¥f lの右 ) J にめる (，:U : 搬逃υ) ー:

階家で， 高iな といふ名併は此建 物カ' らで

7このにとい ふ誌 にが，真 協は女/1 らぬ ο 後

方の二階ii jt りは風月催。

'

 

t

 

E

 l

 

l

 



第 3 園 傍 花 閣 正 面 いI?l f. nじ年十二 ) J 八日 〕

制 Ｑ 宗の謂はゆる「 三 ｉＢ ｊｊ に ＱＱ 宅建築を取り 入れ， 簡ぷにしてき伊しゃなー Ｑｭ 一戸柿 茸 入母 ｌ ｴ ｾ ｩ�ｴ の 搬門を ｩｦｴｨ 左右に 「 門廊」に相官［する力 一 ｉ ｕｉ 切妻

活起破風の建物 を添え ，上庖に主主る?こめの階段を設り ，上腐は方一間で控敷( f J Y些竿) とし. ｖｙ 方に明障子を建て，天井をはらす化粧Ｆｾ災以とし，特 例

妹の意 ｼ圧を施しで あ る ｃ￮ｘｾ ＲＷ ・ ＲＸ ｉ ￎ［ ， ｩ ｬ Ｉ 。悲し 開 示建築とれ宅瓜との巧妙なる 折衷挫 築である 。



Ｈｾ＠

上。第4 圃 傍花閣窮蔓詳細

ο昭和七年十二月八日〉

下。第5111 同 南 側 面

。1;1平n七年 十一 月四 日〉

何分樹木が津山殖えであるので， それ

等に防げf られて，ほんとうの側聞から主主

民がとれなか っ? こので， 少しく東へょ っ

Ｑ］ｲｾ からむしに のが これでめる。前 ｬ 品 ｬ 左

方 の門廊に首る建物は左方に見え ，階段

上の屋根に僅かの[ 起り」ヵ: あり . i"j の

屋棋にも 亦 「起り」のある極めて締快な

建物fごといふことが判るであらう。上1，' .. ，)1 

は其妻飾ｾ近〈み Ｑ］ ところで ，前 包の上

に須裂があり ，共上に懸魚、を押 しつぶし

1=様な特殊の装飾がつりであ

るのは珍ら しし、。

13 '" 
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上。第フ園 北側 「門隠 l を沼南よリ みる

( 11日和七年十 一月六日 〉

jillWi- の三)""J な ら，r UI廊 J とか 「川 廊」 とかい

ふ名でH予んでゐるが，此場イヤには何 とし、ふのか，

散れも 9: 1/らぬc 其答でこれはあれをうま O IJ . .用し

にに. l l: るからである。名なしでは問るから ，官官|筒|

にも言巴しに通り i l"j 廊」 としておーいにのである。

左右は白Elf- に高窓。前後は唐破風から汚へつい

1: 様な JIヲにし， 柿 子i 瓦椋起 f波風の き宇しゃな建物。

此方に は「敦盛」のお1が婦げである 。原物は制務

其極に主主し，背負ってゐる母衣ほか見えないが，

校ＩｦＮ ｾＱ ご から夫れ程でもない。

下。第8 園 北側 I門廊j を上層線より みる

( 昭和 1- 年十一月六日〉

上府僚に庶民機' e 1: て，下公 向 げてとつ? このがDPj] t
J

11 "j Jfil Uは Î nii ll 末をこHIl J とし， そこから '11
1
11 '，-の ':=: 1・'1同十来

附段でわL附する憾に しである 3 階段は庇犠風親柱j付の

l'i1j  'l rI なる勾協;1' e備五、( 第 3 1 ・3 2 ・3 3 tii ，lj 参 .11( ( )。

ｩ ｬＢｪ ｊｊ ｩ ｩｕ の犀 ［ｪ ｪｾ は奔みに ｩ Ｑ Ａ Ａｾ 地口 」をおき ， Ｓｴ 板を＿備

へ ＱＺ る Ｑ ｦＮ棟にしである。 ｻｉ Ｚ 宅風 にするにめか ｻｾ ｾ風の芥

みに懸魚、' eP決い てゐる。

15 111 



上。第9 園 東側 「門廊」内階段親柱及昇勾欄の一部を

みる

( 貌柱左方に立る l土問ll"<! のが] 引・寸〈六日ナ〉

・昭和l 七年 十一月四日〉

親杭の柱頭 ｬ ま ， 下を向い Ｑ］ 菊 のｾの様な ｊｉ 去をし

てゐて，共上は八 1f i : の背含有するよm;hr か菊W;' とな

り，聞を紐二本で括つ? 二形で あるが， これは唐様

の!日j花;113の位顕から鑓化し?こものである 。

上の告をJEひ切ってもう少しつぶ し，茶j苦の虫fI

〈にしにのが高針山奥院石欄の親柾にある が， こ

れは官余程考へてかうし7このであらう 。

111 16 

下。第 1 0園 東 側 「門廊J 東面

〈方! 11IJ貌 枝左 方 に 立てるは 市1)ミの約五寸〈六 111)

・nB利七年十一月阿日〉

官官|品(i! の| 桝段昇り口を東方からみ 1= ところで， 1"門廊」

の南方の附ffj なキ 1:のIl¥jに}1i ひで あ る制に岱る材は，雨

方 に茨 {f有する i1主JI 'bI!h紘 をなしてゐ るから，者し茨が

中央に下向きにも う一つめれば，:iEに J:)J t波風 と同 じも

の Ｑｾ し ，こ のままでもさう と思へるが ， まに9! t : 梁を少

しく鑓 形させて，新意 !J でを施 しにとも考へられる。 何

れにしてもうまい考へで め るoi' H( f!l j絡子窓の内(llij には，

リ!j 左半[ U!i lj 附子をに てで ある。



土。 第 1 1園 北側?付属袖屋花頭窓を内部より

みる

( 左方窓宝上に立てるは 11IJ ｊ ｾ の 約五寸 Ｈ 六 ｉ ｉ ｊＩ

-111 ' 4 和七年十一月 間 口〉

下。 第 1 2園 同 の雨引将f瞭

子を 開いたところ

( 鴨居 上 に 立てるは iUI 尺の約五寸〈六日J )

Ｎ ｰ 百 平ｦｉヒ Ｑ Ｑ ｾ 十 Ｍ ｊｬ 六 ｦ ｬＩ

花顕窓は外部か らでは ， とうしても正面

からとれない。さりとて桝物から lilli lにつ〈

るにけの ものでも ない。故に内部から思 し

1: カE，半分ばかりはどうしても此の「門民IU

にか〈れではっきりしないが， 先づ韓裁は

こんなも ので， 悶窓はまるで月がでに棋に

から ， 甚? ご効* が ある。 政好i聞を? と つに縦

ｪＺｾｻ Ｚ ｾ ， ｲｲ の 碓 があ Ｗ こると こ ろ， ｉｰ Ｎｲｾ居 Ｈ 一 筋Ｉ .  

上 の l出紘}医師I収の能等， 中中

うま〈できて ゐ るコ

.胸- ‘'司

17 111 



上。第 1 3園 南側附属袖屋東端一部

。昭和七年十 一 月四日〉

下。第 1 4園 北側附層袖屋を 南西方より

みる

( IIH手口ヒ年十一 月六 日〉

此門の北側及南側には，拾 十EU主位

とのItn，二間に亙り悩|の如き附凶の有h

屋ｾｩｅ つ である。此布 ｬｩ 屋 は京以 地 方に

珍らし 〈下見板をはり ，池町 の間陥に

修子を打 つである 。 さうして本位より

東には上凶の虫nき絡子窓をつ〈り ，内

側に 'J ｉ 珪 Ｊｊ ｾ ｴ ｨｬｩ 陣子を ｾＱ こて，西の間には

花頭会Ｚ剖ｾ Ｚｾ き ， 内 ｦ ｴＡ ｉｊ には桟のめらさ Ｑ Ｑ Ｉ ｊｬ

ル Ｚ ｌ 寸 Ｎ ｾＱ こつＨ第 ＱＲ ・ ＱＳ Ｎ Ｑ Ｕ 凶 ＩＰ さうし

て東西両端は似をはり ，上に似l詮: 可下

に唐1fi の浮彫を取りつく。 絡子役:のJ 二

外側には牡丹唐草 を木瓜 l診に入る 口

111 18 



上。第 1 5園 北側事付属袖屋を東南方よりみる

(1昭和11ご年 十一月六仁1)

下。第 1 6圏 同 内部

(  1I!l f ll -L; ｾｉ ＺＭ 十 一 月六日 〕

前向! の柏 原 をリl Hi J ; かん ， J! jJ t ，Î J ( i ! l j が少し児

え る 様 に 篤 し に の が上 l品|で， ) L '長商 f，f不tEの 右

方 に 少 し く で て ゐ る 柳 川f 子 は ， 前 向|の花 開25の

内方に 1=てで あるも の で， -J l 下 の方は/ J 裂かけ の

般 に 1裂をはり， _I-_ -下手伝 の /111の材|ヨ板 に め に る と

こ ろ は ， 特 狭 間 入 'i/ i立板 戸 に し て ， 1正l に何かも

の を 入れる 事 が で き る 機 に し で あ る 。 上|前iにも

そ れ が 少 し見 えてゐる が， 下院| には格秋/ 111 を正

耐iか ら 見 せ て お い 1=。 共 下 栴一lてにi p: 1= くあるは

1111 尺の約 一 )o;!. ( ー lリn。 右上 に下向 の J; がゆしく

｟ｉ［ＢｾえてゐるのはＱＧ ￋＹ ｊＧＡＺ 立後ろ の ｗ Ｇｊ 1  OiJ /i ，;-，子。

Ｎ ＢＮ ｾ 争

‘ｾ＠

(  --
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上。第 1 8園 東面北側牡丹唐草一部詳細

。JI11=1I L' F'I 一月六日〕

下。第 1 9国 間金形及北方金剛力士蓋 ・北側東

方窓

( 楽 卜に j 'r. て る は 出1J-.!. 1 ) 約 h 寸( f ; l r .Jj

.1I ?{ f. II -{ :"1-' 1 一月六日 〉

ド岡は 11I jl 品IlこノJ ' した j又f ;!(i !lj U) 午1:.JlJ- ， 見il ち

扉北方の犬れをみせにので，外 011J との同じ

<1万革其物も 中，C，、組 に針し，! r・;{ ，' 相昨にし

である 。此唐草は割合にJ 7j で， Ｙ Ｉｩｾに 中央 の

謹にある花は， まことに上434の出来〈下 へ〉

(と よりシであ ること， J ニ闘に部分{ f 大き< t ごし

1=山買に就てみる べ きである η

ft 右の主主の上 には，左右に相制 しておいに金

剛力士のーがたってゐる告ーであるが， い ろいろ

のちのが紛失して 困るとかで P 倉 庫の内へしま

ってみるさうでみる。共脇は格子窓にな って居

1) ( 第 1 0 ・ 1 1 ・ 1 9 岡) ，(人l 側にゴ Ii主祇H占障子

をt: て横; コ方 f) . らも係先; してゐる ニ 二こ に於い

て ｟ ＱＭＮ の ｉ ｾＱ Ｑ t 、F付属有11犀は， うまく考へ 1こもの fごと

い よ 、 ｾ Ｉｩ が Ｇ Ｑ Ｇ ＱＩ る であらう 。
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上n る: 26彊 1附属袖屋1ヒIftl] 裕子窓を東南} )

よりみる

( 窓己主上に o';: てるは ;111 ｊ ｾ 円 約Ｏ，寸 Ｈ六日 ナ Ｉ

.lI ij  l' n仁I，T二/-- -月 プ; 日〉

下。 第2 7圏 傍 花 閣下層辰一割?及 扉 上 藁 座

(a?{ .f. nじ4ドトー )1pq f/ )  

上 l品lは附子をは づして内 fl !l j )、 l" h 1= と

ころで，第 1 0t詰lてーみる通 1) 此窓は す，っ と

長いのにが，共一ー部分力:見 える にけであ

る コ ｾ疎 ｌ 、絡 ニ ＨＭ の 問 力 、 ＨＢＢ北 ｦｬＡｬｪ ＱＱＢＱＱ ＮＴ Ｑ［ ｾ Ｍ

附 Ａｸ ｾｾ 有 ｦ ・ 芋 Ｑ Ｍ 岳、 Ｎ ｊ ｉ 保 Ａ のー ［ＢＧＱ ｾ カＺ 見 える。

FI前lは扉阿岡 即ち袋 /ui T村山市の

¥ 1  

11

1
1
I
元の一一部を見せにも ので . ')ミ(1 .- -十k l長 l  

t  ｾＮが災には楠伐を打 も ， Y._ il!，hのー 1-. 却は，誌

時に入れで ある 。

2 5  111 



第2 8圏 下 層 天 井 部 分 (  ｬｉ ｾ ｪ 干 ｕ [.;11-' 1 ・}J .f .、11)  

下層 ー 天井 の 中央部を ｾ .!l i市 方 よりみ 1=とこ ろ。い くら立 !JI: がよ 〈とも， さす カＺＱｉＮ ｊｦ ｴＨＮｩ ｾ ｪ￭ ＺＨ まｩｉｌな い 。 といふのは 控キ Ｑ ・ 聞 の ｾ Ａｲ 架上及び此自民に見えてゐる

基股で，如lイI1Tとも致し難し、 のである 。天井は総て紙代ばり ，}j :l I ( れ刺

1O 

かF



上。第2 9園 北側 「門廊j 屋根及階段覆屋根・勾開架木一部

下。議3 0圏 同 全形及階段覆屋一部

( 上下[ 尚共昭和七 年 十 一 月六口 〉

、、

、同

.  
、

Ｒｔ ＵＳ ・ ｴ￭ｾ Ｖ ・ ＡＺｦｾ 8 闘 等 にはえてゐる ir"J反IU の犀棋 を上 からみにと ころで ，;It大械 はIJJl 民 -- 1の

上に) T! ＭＭ Ｑ ーが 二 枚と手｛ￏ Ａ［ 附 の ｉ ｾｦｦｩ 艇と鬼 板 と手村正地巴と ｨ ‘らでき て ゐ ることがよ〈 判 るであらう 。 手 ｬ ｩ

みの ｾｪￍ ｬ 瓦は瓦首 が一平 ｉ 白｛ で ，巴 文も イ ， Ｎｊ も ついてゐぬが ， それで も 「責任地巴」 とし、 ふ名で1I } "f れ

る位，疏 瓦の瓦営 には巴3どをつけ るも の と心得て ゐる枕に，卒女以降 巳が流 行 し7このであ る。

2 7 川



上。第3 1 圏 上層勾欄東南隅を内側より みる

( 貌 Itl 亡添 ひて立て るは iUi)その 約 ヨロJ ( 六II. J )

・ ｉｉ ｆ Ｑ 和 ｬ ヒ ￔ ｉ ｾ Ｍ ｉ 一 月 六 日〉

r: 。第3 2圏 同 を西南方よりみる

Ｈ尺 ｬ 変右同断 ・ 昭 和 ｌ 二年 十 一 Ｉｾ 1' '1日 〉

上 居 の親桂も ，亦 第8 ・91誼|に仰げに 下 屠の と

主任〈同立 IJ正で ， 1こにせいが低い? ごけ の事。 勾欄

は地積 と 架 イミのみで， 卒桁をナ欠き ，束 も 亦千年近l

の場介の ｾｦｉ <  ，科束叉はよu匝i s東ではなくて， j列

制｜ｻｴＧ事 ｉｊ 抜いた ｬ ｩｾ Ｑ を二 つ割にして ｪ ニー下 に つり ， ｪＴ

聞 を 結びつけ 1=燥な ，イi可を? 現はしに のか C f へ 〉

川 2 8

r---

(  I  よ り ｾＺｉ ｬ らぬが ， ｊ ｦ 勾 ｩ 稿 Ａ の 夫れと共に ， 一 極ｾ Ａ ｬＧ

川j の11予をなしてゐる。 これも 亦 つい他で みに こと

のな いも のである。 地積下端に水〈り の

あるのは Ｎｵ［ ・ 然の注 ｾ ￚ で ある。

検は5111はゆる「将』後 J ( クレエン) で， ｾｉ｝ｾ の 納り

は上闘の虫fI < である。像: 隔も甚Tご扶し ji' J法 ift に

約 二パで， 勾欄 もき ゃ しゃにから ， jJ Y方ににてて

あ るIJ Lj 牧 の IJ 裂のな い紙l ! llj 障子とま こ とによく制和

が とれて ゐ る。但し附子を保置するにめ

卒業は 全部慌で積ふである。
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上。第 3 4固 傍花閣上層化粧屋根裏中心飾

下c 第 3 5盟 問

Ｈ上下附 ｊ 七 昭 和 仁 Ｆ ｉ ｾ 十 二 Ｉ J 八 日〉

｟ｦ Ｍ Ｎｉｲｦ化粧 屋 ｾ Ｑｾ Ｚ［ｍの磁石 ｪ ｬ ｾｾ ｉｊ 心 ￛｬ ｬｩ は ， 石 川

丈1. ] 1の意低によっ 1こものと L、ふ仰で める。

同問に化粧隅二十三 を架i皮し， あ とは総て扇j : i J i :

木 ｾＺ Ｈ ｩ ぷ に して める 。 ｊＭＮ ｍ は正方形で ， Ｉｾ Ｈ に

は ｾｉ ｉ 心 に正方形 ができる 拡に， ｴ ［ ， ＧＮ｛Ｚ ｾ＠ j}k l 、てあ

る 。 室 が 阿世 Ｂ Ｑ 三である以 上， 天 ｾ ｩ も ｑｊ［ 正方

形 であ るから， 放身、j河三に自et n: されnA如、uii

Jt( の化粧隅木及僻は， 庭内るま詫J t を呈してゐ

る。類例のない珍 ら しい手法であ る白

川 30



現 代 建 築 に於 け る 美 的 基 準

城 戸 久

よしんば数千坪に ｩ 徐る大ピルデングであ らう とも 、 ｐ或 ｫ はとるに ｩ足止らぬ Ｔ小、 白矧制 ｩ に ｩ過 ａ血必ｾきぎ 、な〈

ともい 、 ｅ 尉 ｴ 都市 の街頭ををｾＩ形 ｼμ 予狗 ｪ成戎する幾多の走ガ新 ｲｲ 匙築 物は ｩ最設月叩 Ａｌ Ｎｩ 過め去の建築美皐では明に理島仰 ｦ しカが 2  

7た= < なつて米? 仁: 。過 去にオおri りる 建築紘脱! りリil耐|

なつ?にこ 3

過去の枇舎人は過去 の美感を持ち 、 過去の建築美基準を持って居つに 。 Ｎ，ｾＮが現代は 産業

資本主義の時代であり 、金融資本主義の時代でもある 新しい時 代は析しL、建築を常に要

求して居る。そしてこ の産業鐙築に於ける新形態は必然的に我々に建築凶 I1立批判の. 或は

建築美恭準の新尺度の僻立を梨水するのである。誌に許されるならば 、我々はこ の小論に

於 てこ の新建築憤値批 判 のＭ ＩＨ度に就て少しく考察ｾカ ＱＱ へて見 Ｗ こいと忠ふ。

2  

近代の美・製は 人間の美意識を自然科接的な立場から 、心理皐』的方面より 、或は生理接的

方面ーより 、又は生理的心理製的方町より説明づりゃうとする ft! i向であるのを我々は読む こ

とを得1: 。然し人聞が事物を如何に感覚し、如何 に意識し? こかの問題は寧ろ異なつに立場

から観察 されねばな らぬ と思はれる 何故ならダ ーク インは「人 1111の起原」の 中で辿べて居

るが如I < 、美的なものに閲する制念が異人組問に於ては勿論、同一人種に於ても問土の呉

なるに従って医々であるからである 。1!1l ち「美的なも のに16Mする閥念は一一ーと 彼は言ふ 。

一一一少〈とも人 11¥1に於て一定の性質を持ってゐなし、。貨にこの観念は 、位必; の異なるに従

って雑多である。そして一人種 Il l J に於てすら閤土の具なるに従って同一ではないのだo M

人の穴多数が熱愛する JI 訴はしい装飾と 、版 は しい音楽に 依 って記ちするに彼等の美的概念は

fyl Jへば或る下級 1';' 鳥類に於けるよりも蛮達して居ない と言ひ得 るかも会11れぬっ」例へばオー

ス トラ リヤの土人とヨ ー ロツパ人とが同じくベート ーベヱ ンのシンフオニ ーを聞き、 若 し

〈はラフアエルのマドンナを見1ことすれば雨者の感児する 心理的過程は 、雨者の自然的存ー

在は同等＿ごから 、 同等 の様式 で行はれねばならぬ普である。こ のｾ ｬｻり問題は自然科 阜ｾ 的に

併決されよう。然しな力: ら彼等の感覚は非常に興って居る のである。従ってその相注は向

然科取的生物ｾｽｾ的には説明されが＿こい出 ｬｩ である。

31 11/ 
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ダーウイン自身我 k の探索は他の方泊j に向 げなげ ればならぬと 言ひ「文明人に あっては

然し乍 ら此等の感・克は複雑な 悶念と思想の辿釦とに そ密接に結びついて居る 」 と湛? ご重要な

指示をして Ji }o 。 この指示は我 k に美の間念は生物皐さより枇合按へ送り込むのであり 、文

明人一一否 全 入 業 ｦｩ に沙 つての芙 ｊ 必は多 〈 の複 雑なｲ＿ｾ念と ｬ 勝介して居る事 ｙＨＮｦ は ｉ リ ｪ かに枇舎Ｉゑ

凶に 1111脈:"J されて居る からであ り、枇合的存在乃至腫史的存在の如何に依るも のであ るか ら

である。

我 々はダ ーウイン の「人間の 111来」に依って少〈とも 人間の芙l惑は各人が如何なる趣味の

所有米 であろうとも 、111i l k 人lま枇命的存在として叉は歴史的存在として非常' に錯雑せる制

念の品川平であり 、こ の桜祁な る概念は場克するにwへられにるf f i : I : 合の生産プJ の; 伏態とそ の

経怖に依って創られる こと を信じねばならぬのである。 従って同一の『止合j伏態に あ り、岡

山 ーの維附 ｽ ｉ Ｉ［ｊ ｌ ｾ に ある人 組 ｪ う 至 ｬＨ 放は同 一 の美意 識を持つに至るであらうことは理論的 に肯

定されねばな ら子、吏に: i : l l i んで進歩せる経前; 伏態批合}I人態にある人種の美意識はそ れより

退歩せる経 消 ｊ ｉ ｊ｜態 、 枇合 ｽＱｊｾＱＮ 症を有 する人種 の美 意識 鑓 化 の未来を ｼ暗 示するものであ ると 百 ー

ひ得る 、この立味に於て我々はfm台市fl j ; 五ーの経ffi' i不命に辿過してより今 日の我々日本民族の

持つ美立織の鑓化ーー建築芙の鈍化、月限桜美の謎イヒーー を理Wf せねばならない ο

我々 の この美的J進党の i1f. ;t '{l ，ii i Xは少 くとも現代建築美の問題に封して過去の建築主l ，I . ;V屯はイ11J

等の伯11(i をも有しない ことを政へると同時に 、j(it 舎の物質的基礎と上部補j s としての現代

建築と の接i仰を嬰ぷ し、併せて現代のお: 梢(fl ')lj j止命的b条件に基礎を世いに新しい建築美批判

の基 準金興へる のでめる。そしてそ れは過 去の建築芙批 判 の基準が 徒らに ｩｭ 念論 的なれ ｉ ｉ ｾＨ

論であつにのに jズし. 現代に於ては科l}! 的 1，nti: 合的 'i li¥j 題に移ることを我々 に科; へる ので

ある。

3  

現代は産業資本主 gよの l時代であり 、更に飛躍 の段階を経て金融資本主義の時代である D

l主業的中心として の大都市の不断の成長は都市行ニ民の数 の琳加 をうなが し、此等 tl:l亡の運

動の桝足 ｴ と建設 の Ｉ ｉＨＨｦ Ｇｾ 進歩は やが て建設事業に於りる質的援 化 をもにらし 、 交通 の成長 を

イ' 1 ' ひ、今日比る大都市の1t列車を形成せ しめた。 そ して建築ほどこ の急; 激な枇合的経済的闘

係の鎚化 に ｉｉ ｾ ｩｉＮ Ｇｦｦｩ してそれ等の鑓化を 反膝せし め ＿こも のは外 には ない。約詑 Ａ ｕＧＡｲ ｾ Ｈｉ が新し い

型式の下に町はれて居ると附も. 建築ほど この枇合的経済的側! 系のもさ化 、自11 ち産業資本主

義若 いま金融資本主義の殺生に劃して 、ffl に外月三的な 問題ばかりでなし内存的な問題に

於ても 、此等の現 'ii の要求 をi蹴込せしめ 、且つ又その特燥を間後的に助長せしめ? こものは

なし、。

経 ｩｦｩ￭ ， ｬ ｾ 務主主とは ［｜ Ｑ り包するに そ れは技術 の後述白 ｉｊ ち稜 ｬ 引と殻見 の系 列に外ならなし 、 。かつ

ては人ブJ に依つ1=力織機 j); 大! 日j プJ に依る紡織機に なるまで 一一 家 Î J工業が大工業に移るに



つれ 、必然 的 に嬰求 されるものは 、力、〉る物' e t 的 Eト: レ. rの雅生) i J i 1こる ill 設 物 il lJ ち党電所であ

り、工場であり 、貯 政 所 で 、- : } ，くで米るものは此等生 lオt のili 輸にl U 接交渉を千J する橋梁、十Jぅ

留 場 の 建 設で あっ 1: 。そして第こにはか、る物質的生亦ーをして 制織的科皐的ならしむる統

II ，IJ 本 部1: 1) 機闘にる建設物一一ー 飢 行 、事務川 ヵ: あ る0 ・とし て恐 ら t 現 代旅 業 資 本 主 義

時代の下にある総ての挫築物はこ の三 沢 一一Iぽ 住 総 f命的自越築ーーのイIIJ れをも /1'， ないで

あらう。餓筋 Ｑｦｴ 縦士柿 ｩｬ［ 法の琵 ｬ 閃と技術の管室蓬Ｚと ｊＩｩ に合 ｊｾ 工業の大工業化に 依 る建築材料

の大荒 生産ー とは資本主義抗l 舎の!J l i ;，Jくする J { ゆる建築物の構築をして可能ならしむると同時

に、又進んでは技術の jj.!J);- 稜主主は純附(II'J;I 灯生をより多〈進歩鎚f ltl せしめるに役立ちつ〉め

る 。 そしてかく現代市 ＱＺ 合は常に建築 ｊ 刻， ｪ ｬ ｪ により高度な張主主をＧｾ［Ｚ ［ に期待しつ ｶ けて居るので

ある。

我 k は力 、〈の如き純情機椛と平宇' .'-1妥な閥 i系を? 荊ーする現代えl ! 築を 、過 去の」14なれ る終演Hた! 注

の 下 に於げる交的 Ｑ ＢＭ ，立で ｦ ｲＡ￭ ｉｉＧｌ づけ ることの ｾ ｦｬ ＱＢ ｊ ＨこＡＧｾＮなことで あ るかを Ｙ［ＱＱ ら ねばならなし、。

と ｬ ， ｩｊ 時 に 又かく の ｾ ｉ 巾枇合的 、 純情的必要に依り生じ ＱＺ 現代建築 の Ａ￮Ｇ ｬ ｦｮＧｉ 尺度をは ー 「悲術的

主的なもの J と「白川的なも のJ との 二つの方向よりぷめゃうとする泣き過去の建築理論

の誤 謬 で あ る こ と に 気付 く必裂がある ー現代制; 併には叫にきE術的建築と工早的ill 設との }j lj

はあり得なし、。只ある の は制. 合の物' t ' l 的J却立と しての上部建築と してあらゆる建立物があ

る の みである。従って過去に し ばしば ｉ ｾｗ ，起となっ ｕＧ ま ｈｉ 町的辿築」と「百周的建築 」 と の 銭制

に 附 する論乍 ｬ ま Ｑ ＱＡｾＡ駄な竹Ｎｪ ＱｪＧ に過ぎなし我々 の 現 代 位きた の ＡｩＧＨｦｬ 白パ ｬ 立は同時に実的 Ｑ -'.[11:ーをも

決定するも の であ らねばならない υ

4  

然ら I J 我 々 は か = る 現 代 建 築の1i'(111'( ＱＢＭ 皮Ｉ ｾ 一 手Ｚはヨミ ｾ ｉ ｉ ｾ ［ｊ［却 ｖ ｜ をイ ｉｉｈ 起に求め 、 ｊＱｴ ヲ Ｑ しゃうとす

るのか。 それはや力が ｴ て宝資宅本主義の ｴ新 ｊ ｲ ししい、予殻重 ｊ以 κ｛ 段立附は現代必建［築にイ小令 何 ｈ吋，Ｉ をを＾Ｇ必 ｩａａ必 Ｚｩｆ 、ｱぷ ｴ し つｾ ，I'ゐコるのか .

3父L現イ代t建築家はイ小!

現 代 資本主 白 ｺ北色はＺ符常市常 Ｎ に幾幾Ｎ多の生 ｆ丙 ｲ 刊古制部ｻ官 ｬ 川 Ｖを＿ 各 Ｑ街制 ｲｲｾ苅 ｾ ｬ 立 Ｑ籾『刻 ｊ 附に 、 その η 本の J.t ｉｾ Ｎ ｉ 化 ｬ こ心 ｊ 眠りさ ｉＺＮ ｶｴ ｩ に

従事しゃうとする 何ijIi] を示して居る 。 その結以は - -11/ . 1の生昨日11川 に於てトラス ト、 カルテ

ル の 車 Ｂ 織を形成し Ｎ 現代建築は少くとも不全 ＱＱ 不識 の ｉｉｉｊ に叉は ［ 立， ［Ｑ ｾＱＧＱ 句に此等 の ｗｲ ｬｬ ｊＱ本に制

約されねばならなし、。 そしてこ の集"1資木は叉地理ftl'J に生j77;同域に依って集中せられんと

する 傾 向を持って鼎る 。 従って叉辿築はこの資本 の 集 中 ｦｩＺｾｊｾＦＺ に於てｍＺも若し〈 そ の要求に

揃 ｊ 辻 せしめねばならない。倹脅すれば現代建築は百 本 の集 中 ｾ域 Ｈ 大者 Ｑ Ｑ 市Ｉに於て 、 ぞれ等

の集 中 資本の要求するあらゆる要求 ｦ 削 ｌ ｉ Ｇｾ 満足せるも の にあ ら ねばならなし、 。 そしてその

紋大要求は生産に依る利五日正得 の Ｚｩ ｬｾ も存易なる可能性を織込せしむることであれ更に最

も単純なる生産の方法に 依 る最も明大な る ｾ ｆ Ｎｩヲ ｲｾ 作 ることを要求する。この結以はさ ｉ ＢＭ ｉｭ の

イ Ｑ ｍ 々の 過 科の機 械化と 合理 化 とｾｊｬＣｴ イむ を 必 然的に形成せしめる。現代建築はそ の 何れもそ

3 3  111 
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の11立大最裂 なる1t i値尺! 立を蕗に求めねばならな L、c fylJ 八 Li 一種の産業建築と見倣し得ベき

百 貨屈 の建築に就て見れば、 百貨 l占企業の建築に要求する庇のもの は最少の資本( 最少の

連築資) を以って最大の利得を獲得することであ 11 、これはその床而積利用慣値の最大漆

とその 雨皮の維洲町最高限界を建築技術に求めてん1: -6 。従って平岡形態の如何と断問形態

の 如何と力 Ｒ 同 ーの資 本Ｈ建築費 Ｉの 下に於て、そ の 建築物 の Ｑｾｾ 値 を決定する ことに なる ｲ 即

ち利得 を獲得する有効! 未聞詰 と通路共他に使用する非有効床面積と の比の最大事ーを得るこ

とであり 、此れが矯には糾降機の利用 を極度に曾一重せねばなら子 、叉ひ いては昇降機の改

良殻逮をうながさねばならないo 更にその高度のII ¥J 題に就し、ては我聞に於ては一定の限界

を超える ことを許されない。然し現在資本集中都市に 於げる 百貨自 の総てはそ の最大限度

にまで到達して} 寄る司1・資より見るも 、 その経桝的fRi喧の限界ははるかに1 I l lJ 阪されに限外を

Ｑ 也 ｩ めして出る こと を 示 めして居 る 。 そ してこれは ｪｾ ｩｬ に 百 ＱＧｗｩ 建築 の 問題にはＮＱ Ｑ 二 まらなし、 ｣

あらゆる産業建築に 於て現代: i l l 築家の最大任務はそ の平間計千12に於て最大の利川率を奥へ

その断町に 於て経情的高度の限界 を保つことである 。- 11"1の産業住築が如何に現代に於て

え1 ! 築的に債依ありや否やの問題は最早や外観の構成や装飾の芙NJ I l にては定まらな い。それ

は興へられ ＱＺ る資本の興へられ ｦ こる集 中 ｾ域に於ける要求をその平岡と断面計設の聞に於

てf前足せしめにか否かに依 るものである。

かくの如き資本の要求する根本僚件は既に線、ての建築の形態を自ら決定するものであり

その後に於ては建築家は如何に地域の経憤的利用を満足せしめるか 、そして叉如何に経情

的に その 形 態を 被覆するか の 問題 ｔ ごりにしか過ぎない 口 市 ￮ｾ に於て は 日 ｭｴＮ liiJ 固と の交通

関係そ の他の僚件が地域中 の経i r 1的最良作置 を決定するでめら うし 、後者に於ては建築材

料の撰搾の可否と その経擁的利用の如何と建築工程の速力増進方法保用の如何に依ること

が多い。そして日J ! ( ¥そ の他の問題は師に現代の建築皐が科製的 1j . 解決方法を示して出り 、

建築材料工業の大工業化は鋼餓製窓枠、プレ ー ト硝子、介金l局、絶縁材料の大量生産化 を

うながい建築防士室開被覆の経済的要件を満足せしなるに至わ技術の進歩と建築機織の

利用は建築工程の速力士符進の問題をW0決するに 五つて127る。そしてか〉る大工業化せる被

積材料の経情的利用は必然的に現代建築の外f閣を決定するのである 。

か 〈の女nき張主主せる諸問の技術の矛IJ I¥J K依 り、複雑なる機能を満) E せしめ? こる現代建築

の外観には 、最早や過去の手工業的被援材料を 以って療は れ1: るJ儀式的建築の複雑性は求

められなし 、。只 あるのは統ーされ1=材料の土1: l . J <1=るzp. 耐であり 、材料の組合に依る色と耐

と型の単純なる構成の力である。 何故なれば ‘ マー ツアが述べて居るが虫f I ( i 我々が主旦

〉形態と呼んでる居る鹿の もの、即ち コンスト ラクシ ヨンと それを結び、かつ柿って居る

部分の凡ての結合が示してゐるところのものは 、生産労働の手段の一般的 iLk態に於ても技

術の ;U，態に於てもその制約| 生を持って居り 、努的j の手段がより複雑であり 、技術の殻展がよ

り高度であり 、複雑な機能力2興へられに封象を完成すればする科その コン ス トラクシヨン



はより張主主し? こ形態を示し. その形態はより 「豊富に内容的 になるであろうが、決してよ

り複雑にはならな ｌ 、からである。」そしてかく生じ仁単純な建築形態は同時に経掛 Ｉｕｾ 態の鐙

換過程にある現代枇合の建築美基準を形成しつ〉あるとも言ひ得る。然し主主に問題は建築

家が如何に 資本の要求する建築形態を構成し、如何に此等の大量生産材料を 利用す るかに

あり 、こ れはなほも建築家の頭脳と技何に依る建築家の自 111意志であるが 、新しい建築材

料は現代建築構成の積極的要求に依って生れにものであれ決して建築家の11古i人的美的意

識を? 滅見せしめる需生れにものではない ことで ある。従って この経済的設建の過渡期に際

し 、 経桝的 ｪ 伏 ｦ｛ｾＮ の程遠を恭礎とせる建築技術の進歩主新材料の出現を悪 ｭ することに依りＮ

iE去の建築業恭準と安協せんとするローマン的構成主義や . イ軒先的建築勝式を単純合理化

せんとする嬰術的形式主義や . 或は興へら れfこる建築の局部的な機能を抽象化しゃ うとす

る機能主義等は単なる 111i l人的好尚:的な遊戯性に過ぎなく ffd: 合的存在としての建築の本流で

はリとしてあり 千与ないのである 。

建築は常に祉合的経済的必要として現代に要求されつ〉あるものであり 、一例 の建築物

はi容なる費本の要求を満足せしめるばかりでなく 、枇合的終済的護展のある段階に於りる

ある集 中資本の、或る集中区域の要求を満足せしめねばならぬ。そして これは現代建築の

慣依批判) '; " 3 をは美的基準の問題に於て我々の最も重要 とする校本義であ らねばならな い。

5  

我々の理論はあまりに段部な一元論であるかも知れない. 然し現代産業資本主義の時代

にあって 、少くとも現代建築の美的基準乃至は偵他批判の問題に就て語ろうとするならば、

明かに連事近き ) 1ゆる過去の体統的建築美義準を克服して 、此等建築の基礎自? 形成せる耐;

合的市IJ 約の探筑を版本とせねばならぬと 信 するからである。そして 、 その結果は最初に越

ペ 1: 如I < 祉合的経済的)1た態の殻展段階に伴ひ. 我々の美的基準が必然的に蜜化せねばなら

ぬと同時に 、建築国債の尺度も盤、化すべき であるを知ることが出来る。只我々はこの小論

に於て経済的特欧期にある現代祉舎の制約を受けつ〉ある現代建築の憤値批判の基準のア

ウトラインを単に現代枇舎の現段階に附する限りに於て求めゃうとしにに過ぎない口

( 1933・1・16)

3 6 川
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×  

H丹治時代となって附米の建築が輸入せられ 、}i)f謂PYi羊建築が我が岡に興ってから 、大 iF

時代を経て 、今は昭和時代となり 、;l4;lI n; " 十有七年、欧米の松倣はー ip[ して制し、てゐるが 、

これを 4 期に分つ事が! - p ，来る。

第 Ｑ 期は明治 ｾｾｏ /' 1'-迄で 、共前i(1と朋は外人投(:!I i ( 共内には建築技(:!I iの外 、了[: イミ技(:!Ii もあ

っ7こ) 力; 作風建築金作れまに我が岡の大工や地梁が折衷建築を作つ 1: 時期で 、11常黒時代

でめり 、 後牛朋は外人建築家とこれに￭ｦ＿ｾんに我が析しし、建築家がｪ［Ｑ ｧ 洋建築制州政し Ｗ 二時期

で、暗黒時代は脱してゐるが 、 まにj文相の杭倣に過ぎな 1) . . つに。

ＡＺ｛ｾ＠ 2 期は明治の末年迄で 、我 が建 築家の技術が殻1主し 、凶作建築を消化 し、T与し、立0，，+之の

陥米枝1政が行はれ? 二時期である 。

第 3 期は大 It 時代で 、材 料、柿i : i 1 が著しく進歩すると共に十分問洋建築を消化し、 χ 日1)

に岡氏的自 Ｇｦｾ に恭いてお＿械式を折 ｩ かんとし Ｗ 二時期である の

ｕｾＴ 期は昭和時代で 、 駄続Ｏ ， 巳に興つにオ ｾｲ 様式制 ｩ ｈｬ＼入しつ〉ある ｉｉ Ｍ Ｇｦ代である 。

明治 の初年から現存までを一1I".'f 代と する事は* して安- 市であらうか o ::j J、の考へでは l明治

大疋時代金一時代として之を 3 期( ' C分ち . 昨1和時代は納杓米に拙いて、少くとも十数年全

車Ｚ［ｾて［Ｄ｛Ｈしいー ｬ 舟代を作る誌になるのであらうと思ふ 。

×  

時代 の医分はともあれ、明治 、大 疋、昭和 l をi邑十る iii 1，1'-1111合 i 期に分ってみると 、材

料 、構 造、様式に於いて 阿大鑓化をなしてゐる。

第 1 期の材料は云ふ迄もな〈木で 、様式は洋風では主としてルネッサンス 、折衷式も ) l

ネツ サンスを従来の 日本建築に加味しにもので、焼けに内務省などは共- fylJ であっ 仁。し

かし其未来には煉瓦と石とが用ひられにつぞれには様式もルネツリーンス 密主として幡史的

の西洋様式が用ひられに D 焼りに東大工科大串本館、 JJU7( lf 正面語、 日本銀行、海軍省、司法

省 、大森院などは共主な例である。

第 2 期になると始めて餓が用ひられに。ぞれは均年竣工の三井銀行本/;ij が最初で、守j'!，

閑|品l書館、赤 l妓離宮、丸善株式合計上、帝問劇場なども皆餓什を用ひ、出瓦叉 lま矛i をιJ、って

控身ｻ，ｾｩｔｉった 。 犠式 上 は矢張ルネツリーンスが主で 、 柿にクラシカ ル なものやゴシックなど

が用ひられに。
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Ａｽｾ＠ Ｐ 期は大正時 代で 、 此Ａ倒に始めて餓 Ｇｩ Ｇ ｪ Ｇ 煉瓦の外に鍛筋出版土 の 新材料 Ｎ 新手 ｪｾｲｴ が輸入

されに 。共投初の例{ 立 、大 正 2 年に唆工し? 二三井二蹴i可'fで‘ あっ ?こ D 共後三越本山、住友銀

行来京支応 、日本工 業1J l 繁郎、 三 菱銀行本応 、東ょ;.( 海上ビ J レ、丸ビ) 1- 、手11舶ピ) 1- 等む' /k銑

汁 ｾｪＱ￭ ｩＮ川見 ｩ 丘土 の 建築が出来 ＱＺ 。 而 して 此 の ｘ ｩｊ ￭Ｇ 材中 ＧＱ による建物は Ｕ 階乃至 Ｘ 階のも の となり

非Ｇ市に大きくなると同 ＱＱ 与に 、 様式に於し、て 凶 作 ｾ 1.; 紅用本位の無趣味なものが多〈なつに。

それは米閣に於りるヒヂネスを主としにオフィス建築を模しにもので 、四角 な五大な建築

j) ; . t.p: 1: ｾ＠ 、位函Ｎに窓を ｾ Ｑ ｊｴＭｊｾ、＿こ丈げで殆んど無数百 ｬｩ で あっ ＱＺ 。しかし とにか〈大きい のでは 、

W: *木造や煉瓦迭で呂町r 1 ! J . であっTこのが . 7 階 8 階となっ Tこのであるから 、同合者をと鳴

かすには十分であっ 1: 。

×  

ｾｾ＠ 4 }羽は 昭和となってか らで 、1I i-{ポ1I 時 代のがj 矧をなすも のである ，これは今やう や 〈附

，f:n 8 年に入つ fこばかりで . 正
l
味L:t 7  (. 1ミにも尚子こないのでみるが 、前の明治 . 大正時代とは

大に 迷つ ＱＺ 傾向が見え る 。 材Ｇｾ Ｚ 午 や 構造としては 、 大正 Ｑ ＱＮ ｾＨｴ から行はれに銭 ， ｛Ｇ ｝Ｎ鎖 ￭ｬｊ￬ 混鋭土が

建 築の主M，¥となって ゐる :tKに主主 りはないが 、日IJ1二る材料として先づ著し〈重要になってうk

7二のは硝子で あ る 従米とても窓には硝子を使ふ のが作illl であっ ?こが 、窓が漸次大きくな

り. :，11i しい のはEEのえ/¥11分を窓とし 、硝子' <t ' mひ? こも のがめ る。 さうなると宮、と云ふより

も硝子の監と云つ 7二方がj @'，品・で あるo 東京朝日新聞此や白本hi などは共好例で 、名古屋の

1  :古: 生命文! よもさうで あっ仁枝に言巴tttーする。外岡でも 1i' I Hのシヱ ルハウス 、 プレスラクの

J L- ドル フ・ペラ ルスドルフ前j 台、ロｾ Ｇ の リ エ ・ パラ ー ル にず Ｑ Ｚ る 工場 、 組青 の スターレツト ・リ

ハ 4 ・ビルデイングなどは喜子j刈で あ る。

h' lj して rrti イ・が{:，{開の一部となる結巣としていj 部は非'，:;1; ｾこ ｬ リ ｪ るくなるが 、 外観も透明な白

色となり光博< t ' 有する ので 、:W瓦や正一1やテコツコなどとは全< i 主つに一種のlifl るい感じを

現はすことになる。従って硝、子以 外の壁悼を張る材・料も卒? こし、 i1'}k し7こも のが訓和する .' Ji :

になり 、 銀色 の メタルを張 つ Ｑ］ＡＺｾ Ｚ Ｑ 日ビルなどは ｩｩ ｩ ｴ も新しい や り方で成Ｎｩ Ｉｊ してゐると思ふ Ｐ

ｾ ｮ＠ < 光つ 1: の などもコン トラストで l自II三|し、が 、建物の大怖を主尽くする事は 、朝日台i ! uの例

でもわカあるが ‘ 者!Ii l'i建築としてはよ〈なし、。

其他昭和 Ｑ 時代となって新し〈伎はれ始 め に材料は ｾￆＺ ｫ あち ? ごらうと思ふカヘ それは専門

家に 任せて、私は7こず荷予の進 J'Hが表現に附係 し、従って版式にも闘! 系あ るものとして禦

げるに 11: め1: J  

×  

何 時の時代にも共の先脳となるものは 、岐に前の時 代の; ，j くに現はれる の を常とする。米

京中央電信局が我が問分離派の建築家山 111 ;:)'君の設計で 11'， 米?こ のは大疋 15 年であっ仁。

ぞ れは パ ラホーラ ａ ｊ ｊ の照 棋を辿制し Ｎ 垂直に現はしに大 小 の ｋｊｾ は 、 大 ｩ ｆＮ時代 のオフ ィ ス 、 ビ

ルデイングに行 Ｈ［ｕ ｬＮ仁 川内 な建築 とは全｜ｪ主つに ｊＡ ヨで 、 ｉｉ Ｈ イポ Ｈ Ｑ 土庁長ｾ築 の ト ップセ切つにも の
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であっ 1: 。ついで忍年凌工しに石本喜久治目指f の点京朝日新聞枇は 、宇品・に於いて角に

ｲｬ ｦｊ 線を用ひ Ｎ 立厨では債の ｉ ｖｾ ｻ･強調し Ｎ舶 の如き表現ｾＮｪ寺つＱＺしこれは ｬ 閃 かにメンデルゾ

ｻン 氏の表現汲を ｊ 按んにものである。次で昭和 Ｓ 年に竣工し仁氏紺野訂， Ｎ 同 Ｔ Ｚ 竿に川河 ｾＱＺ

* - 京歯科諸事専門墜校、II s 平日 i tr三に増築の落成しに EI/ f 三屋本町などは皆この表現波を製ん

にも ので外にも日本橋の山nl' 刈合とか外の小建築に肱J i j されにも のを時 k 見か りる。

此の新様式は勿論メンデルゾ ーン氏から始められにものであるが 、今では巴里めにりで

も流行し、前に懇げ? こリユ・ド・ラバ ールの工場を始めとし. リユ・ ド・ベルサイユのアパー

ト、アヴエニユ・ド・シャンゼリゼー の メー ゾン ・ド‘ フランスなどは著しいものである。猟

活では前にあげに伯休のシヱルハウス 、ハンプ ; L グのド イツチランド ・ハウス 、スツツト

ガル ト市の百貨庄プロイニンゲル. J ; 奥太利ではウキーン の箆廊所 、瑞凡ではストツクホル

ムのアパ ート メント 、英図では倫敦のグ ロスヴナーロード のコ { スタ ール停車場なと 、各

閣に行はれてゐる。

同il 2 l 合経営のアパ ート メント ・ハウスも昭和 2 年に1 J 1ｾ 約二背山雨 ＧＱ Ｑ 官表参道 の ものを始 め

とし杭谷代官山のものなども 、住宅形式としては全〈新しい集合住宅で 、建築の限式も{ 判

官新しいものである。これがよりー唐析しいものはル ・コルビジエ氏の主張してゐる純伴

抵であるが 、 共系統のものも住宅には幼 ｾＱ 口検己君の設計で二三百現されてゐる。公共挫築

にはあまり見かりないが、東京碍前の昭如 7 年竣工の東京中央闘I(夏向や御茶之71 < 停車場な

どは 、其流れのものにと忠ふ。御茶之水聴は小騨に過ぎないりれども、不必要な装飾は一

切省かれてゐる粘で気持がよい。( 正面の恰好には多少異見を持ってゐるが) 。これを左右に

高塔を有する東京漂と比べると 、同じ停車場の建築としての相違の著しさに驚かされる o

!，J i 京中央郵便局も白と硝子の草純な建築で 、やすの装飾もないが 、一極の美を持ってゐる。

×  

メンデルゾ ーン流の建築が慌の紘を強調してゐるのに反して 、縦の線を? 強訓しにものが

J見はれ1: 。それは大正 14 ｾ ｉ 三 に 竣工し に晴間大取 の大 ｴｩｵ［ 乞 Ｈ うえ Ｚ 111品賞) や、府J ; k}.}l ( こ11' ，来 fこ

復興の諸講堂及! 歯l省航等に現はれ . X U s .f: II ;-j !- I'主主工の* 京市公合: 世( rli 政調任命j にも縦0)

糾が強制されてゐるとこれも我が凶建築家の ｾ｡ ［ｊ剖になるものではなく 、 アリツツ ・ へ ーゲ

ルによって 1923 年( 大l E ＱＲ 年Ｉに建てられたハムフツ ｌ グのチ ーレ・ハウ スに極端な司ｩ［｛ ｲ￯ｶｾ

が周ひられてゐるが 、共以前にも岐に 1886 年から HI40 年迄に増築され仁川林の百貨庇ウ

エルトハイムに縦の紘の強調が現は れてゐる。このウエルトハイム の建築様式は 、ゴシッ

ク式からヒントを得? こもので 、我 が闘の帝大講堂なども同犠であるが . チーレ・ハウスは

閉じ〈縦線を用ひても飴程表現抵の感じが出て ゐる。勿論ゴシ ック式か らヒント を得1こと

云つでも、ネオ ・ゴ シックと云ふやうなものではなく 、心持は新し〈なって居り、横と縦と

のヲチ . 7 k 卒と顎直との1 f i i & はあっても. 新しい縁式には遮ひない。

此の針I の線を? 狛i調し7こものにl I !d.[: 1I i  !- I'. の」く竣工しに蚊ど千九: ー怖タトの或，j j L ビルがある。これ



は可なり極端に縦の ｾ ｊｪｾ を Ｑ ［ＱＱ 訓 し妹 にそれが ￍｉ 煉 瓦で ｦｬ ｲｊ の 引は赤 ｨｬｕ じと裕子とである ら か ー

厨縦の糾がはっき り現( まれて ゐ る。 これなとは liij 記'ij '，' k.. のUGi;f: や公合立な とと 比 べると .

- t . っと新l床のある建築である 。

×  

日討手" 時代となって距 !J >に 7 ｾｲＮ で あ る が ｊ 朝日 新 しい挫築が ＪＢｽ ￭ｫ 現はれつつある 。 刻、に必に

取げに の は主として点京で私が見 ｦ 二Ａ ［ｩ ｾ ｾ 、 組閣 の も の に過ぎない から 全凶的に見 ｔ ニな ら ば 、

新しい建築はもっと仰山川Ｊて ゐ ると思 五 、 。 点 ｾｊｴ の 巾同本 テ ｬ ｴＮ の ｼ燐に基礎工事中 の Ｎ 止と立Ｈ

究J返事I j 場なども大分析しい肢である 。 !λl幸 ilJ に建て られる ] O A K の政送局はとんな試.-11

でめらうか ο それは文化的伝大使命{ t > ｪＡｩ つ ＩＺｊ ｪ Ｎ ｕ 寺 ｦ ｜Ｚ の ｾ築として、ＮｪＺｊｩ Ｎｲｴ . 北&1I l とも )2端 {t>1j

って貰ひ Ｑｾ いと思 ょ、 。 ＱＱＧ，Ｂ ｾ ι ￍＱ ｮｾｸ に ＱＱ Ｑ Ｑ ホＺ Ｑ こ放送ｊ，Ｎｊも ｻｬｩｩｍ ￵ ｬｬ ヲの ｪｽｾ 地に ｩｾｾ ， ｬｉ ｬ し仁平 ｲ ￺ ｲ を持つに一

寸 ＭＪ ｊ ｩＮ ［ Ｇｾζ あ る ＱＱ ヲ の 建築で 、 殊に ｬ 人 ｬ 官 ＱＱ は析しく出米て ゐ る ら しし、 。

今 日は主 として新fji;:t の昭和rJr佳築について些かえjj; べ1この であ るが 、此のIllJ にも凶洋の

クラシ ック乃主ル ネッ サンスェt ， ::>とは日本) Bi l 制不つにも の が/ 111米て ゐる 。例へば J1:: 金 銀 行

東京支 ｊ ， ｌｩ ， 三 井銀 行本 山 Ｇ 手伝￝ｴ ￬ めとし、 ｊ ｉｾ に 竣 二 ｌ せんとしてゐる ｉｾｾ Ａｪ ｉｉ Ｚ ，ｾ＠ ｊｬｾ 東京 ｊ ［ ｉｪ ( 日本生 命

釘i) 建築中 の明治生命保喰介枇などは共好 例である ο 析 i氏と 11";iJ .氏の存 (EはイIIJ i時: の Iif: にイII j l起

の閣に もイr;在するも の であるか らこれも亦13然の '1i.. で あ る。

( 8・l ・13・於耳:!. )X )
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都 市の

ワ シ ン ト ン

n

u

t

 

r

ド象

津 重喜田

アメリカの印象は園が 康 い丈け共 の 都市都市夫 ｫ 特別 の 感じが異なり商業 。 ｉ Ｇ ｾ には ニュ ー

ヨー ク、工業的にはシカゴ、政治の中心は首府の ワシン トンに指を):l tせすばなるまし、 。

正上に園 舎議事堂を世寺 、此 庭より 放 射線に道 ｩ 絡 を ｩｩＡｩ っ た コ 凡て の 都ｔＱ ｪ 汁霊は ｾ Ｊに 御

手本ｾ取り 、 路巾も 腕 〈且つ樹木を多〈植込んに級 の Ｑ Ｑｉ ｦ は 、 ｼ止界第一位と憎 し て決して協

かし〈ないo エウーヨ ー ク、 シカゴ尚工業的の都市は共の性質上より 、雑踏は首然の謝ーで

ｬ 喧騒であれ人 の 歩るさ具合も 一 向落ち付きがなｾＧ ＮＩ 従って人々は只 Ａ 亡 が し〈立働〈に過

ぎない所に比較すれば、ワ シ ントン は ＱＡ 阿倍ど端ち小 ｪＢ ｾＧＱ 二 以 ｬ 持 な庭 、 流 石 米 間最高 ｬ Ｈｦのあ る ｕ 論

調な場所、電車も 丁度京都の様に静かに鈴をな ら して行き過ぎる車竿: も蓮仰 千も紳士然と

して居るような感じがする 。

樹木と庭園に固 まれて立つ建物は語る かろ う 筈 も な し 且 つ ワ シントンに阪つに事でな

いが亜米利加の建築は全悼としてよ〈停統を守って進んで行し ;}と して突飛な形態を し7こ

特に近来濁逸に見るようなも のは先づ少ない事はー居Jぶか し し 一 律 に 調 和 して居 るコ但

し設備は大に尖端を切って居る事は周知の ことで ある ごうど通薬理は中 k 行 き届いて質行 さ

れ、宰自動車は 35 度に停止する 位置及び運持には庇によ り一定の通過すべき道路の方向

を白線を以て指示して 事故佐防いで居 る。

建国の慈父と仰ぐワシントン、 ヨたではリンカ

ーン等の記念的の建造物が剃然と 雲聞に咋ゆ イキー

人の面影を蕊に偲ばして居る。

ホワイ トハウ ス評判ほど大きな建防ではない

が、白 ペンキを 塗つ1: 繍酒極まるも ので、 議事

堂は如何にも ア メリカ らしい建物で 、中央のド

ラムを持つ本館と 左右均等に雨院があ る。外 側

の壁が汚れると時々白〈塗り 替 Jj， らる〉黙は徐

りに簡単である。道を隔て? こコングレス植l畜ifr¥

には蔵書のE豊富に聴き、建築は i喜美 をi討し?こ i巧

りの ものであろう o ユニオン停車場南から 之の 1  ワシ ントン ・十;ι 車 場前 より議必蛍を沼む

111 4.0  



[lf H丘は之のキャ ピトルを 中心 lこ集合的 に我が出ケ闘

と同様種々建設物 の計聾ある にも不拘 . 十数年来財

界不況の矯めか更に共の宜蹟が怒って Il l - らぬが . 寄E

克:-"'1こる敷地 を共の怖に残して急がす' あわてす¥ 平

然と桝まして};I ｾ Ｎ るのは一寸肱 ｪ Ｉｬｬ Ｑ し期ｉｩいを＿をきな刻 ｩ で

ある。

光年我問より詑 られ1: 大和l仰は山 i民に育って本岡

以上の1E {t>，突かして称を飾り 、 ホドマ ック t，，]" は初j の

ように横1: わり流れの制めて緩るやかなどをおしで

も大障がj の何で ある 。

開の阿 史が*drらしい詰め . i' i  ｾ＠ 、工務 美術II ;l に乏し

い事はアメ リカ全慌 を通じて の悩である 。何 んでも

'rL  
< 錆を附り苔を生じて誇り? こし、のであるが 、是 れ

ｾ ｴ＠ ｾはそう 問 屋 で卸して呉れぬコ

2  ワシシトシ・ )7 y y ト y の出席せし

手士舎

｛ ｊＮ ｾ物館 の 陳列品も ＱＢＺ 界的余にあ かし てよ＼ ｾￎ ｩ 集 されて居 る 。

我問か ら市 ｷ 抑制時、同外に流れ ｾｉ Ｎｬ し仁美 術 Ｑ Ｕ ＱＱ は浩二 し来幻Ｚ Ｎ，［し し、数に｟ｦＭＮる 事であろ う。此

等のものを|涼刈 しである 内 に. fJI 筑の不充分のも の を?時々見受 げ、Net干的のものがめる。最

も此れは決してアメ リカに似4つ仁王ff ではないが ・

技術者 として似しい事は . 袋 内有の メヵーホン から 凶i切れの よい持で 、設計 者は訂(i で何ん

と云ふ建物 、 ［ ｉ ､｟Ｚ の 焼成年 ｊ ］ｊ 等 の 説 明 は懇切 ｩｬ ｪＢ 時である 。 最も左甚Ｑ￯ Ｎ｡ｾ 限切 ｉｩＡ と云ふ 十脅 かも

安11れぬが、他 の 111]" では一寸 耳 にせぬ事である。

lli 幣帰H旨兄l科し て、あれ丈げの紙幣が日 ノセ問陶r 3  ワシントシ・ 紀念ｾＮ

な 〈造 らる〉 必 要があるか に時< 1} f であろう 、流

平，は ｬｪｬｾ の問である。

ホ ドマック 平j京の者1¥ワシントン は 、感じのよい

都アメ リカ特有の入額的差別 もな〈 、来るものを

心良〈迎へ 、去るも のを喜 こばして師して居る。

商船北馬の; 政 人に は労れに頭を休 ませる躍で ある

ロ ン ド ン

いつも宗寺の深いロンドン舎はす・して Ｉｾ￮ｽ る痛め 、

印象 を越ぶる? を.絡 はな いかも狗lれぬが ...

山 も出f も維に{止まれ 1: 五月 は. 慣がれ のロン ド

ンで一年を通じて最もよき気候に革まれ 、 自然と

4・

逼'
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槻察にはのんびりと好

印象を奥へらるる。

4  ロ シ ド シ ・ ウヱスト ・ミy ス ! J - 橋 之 りテームス 河 を 臥j 戸 、カ シテー・

ホ ー ん を 望 む

目抜 きのI11f k に電 車

がないのは刻t有 し 故

も場すく或は牙1) 肱になら

ぬ底には運叫して居る

電車の代 り役は乗合自

動車、 しかも二階附 き

で問通八述 、 どこに行

〈も便利 にうど辺機附と

して充分間に あふ。

￯ Ｇ ￯ し、 ｾｉｾ ラ ｬ りあって 、 袋災前の ｬ 夜 ｽ［ ':  '111lk < 、1111 りくねっ 7こ突き '，:::; ｾの付 ｬ ￯ ｬｬｬ ｦ も石｛なり見受け

るが 、生|ミ宅としてのハ ムステツ トは麹I f I f とスーふ絡で '1'/北向き 、ケンウ ー ドの附近其他に は

高等{-I: 宅が見 られ、郊 外には紛々と新らしきれ在fi の i+宅が新築されつつある。

-，51まけに¥l I f、割合に狭い何辺に紘のゆ7μ 、のはイ"1んとな 〈物) i らぬ 、市民改 i Eは 中々思

ふ様に行はれぬ事1)ながあるらしい。

建物 の 軒 なみは さ ま で高〈 ないが 、 Ｗ 例・ ｊ Ｇｾ 、 ＱＺ 形態を備 へ てＭＳｳの 楳 附にはーと ＿こ まり も な

い 新 らしい建物の監は大抵次色営通り越して黙す' んで仕舞ふふ 共れがー居建物に錆を?附

りると云ふｾになる。

除洲の他市に見るような ｭｾ 先 の縫っ ＱＺ 現 代 Ｚｲ ｜ の 建物は、 Ｇ￭ ｦ￬ んど数ふるに足る枕で ある。

之れは岡氏性の然らしむる彪でなんと云ふても伶い貼である。

テームス河の情 鮒l主的んど 隅 Ri jll と同じ出子 、之の雨;岸に建つ建造物や1;(i 踏は '1' 々数多

いも のである。

ハイドパ ー クは思ひ切っ1: 大きなものである 。 あれがなかっ1こなれば 、 ロンドン見 (1 ユ

5  ロ ン ド ン ・ ノl、住宅

ウーヨー クのセン トラルパ ークと同棋 史

めし息、背しい生活を除iみなくする事でめ

- .  
〆) J  0  

公| 喝の附近に中流以上の住宅があるが

規肢は極めてもいきいもので ｈ ｜ ｾｩｩ る丈け

11¥1 ｾＮｨに ｊｉ ｊ 営耕じ 、 泊 Ｇ［ ｊｦ［ の郊 外に各自思ひ

の ｦＮｾＺ ｾ に別邸がある事はなんと云ふても Ｗｾｲ

の相 l支と桁に相誌がある。ロンドンの巡

イtt は怒父の虫f I くで ある、六尺ゆ fこかの臨

絡 の持主で愛嬬1: っぷり 、森貌は共の人



のffJ1である o 6 ロシドシ・ 欧i州大戦政死者の紀念押

ｉｬ￭ｾ 儀 の正しし、事は Ｎ 里恕担

るl慮益とヱ去ミよふ、イ小似枕，)江'r. て;ilめbれぱ 、 ｻｩＺ来マ人のｾｻｴ＾断んでも時

まれ1こ方で謝罪 をする位でア メリ まる とはまるで j支

刊である。

生活に要する物質は自給に不足する矯め多〈 の輸

入 品 に 待1: ねば な ら ぬ 知 、何 力、の; 場介非常に小平i I の

3工場 に め る が 、J又針にど の継に行つでも ユ ニオーンジ

ヤツクを掲げ 1:即効nの 多い の と、兎 に 向 、英 JI力t11

jffl 一般- 111:界共通計AJ になって} 去る共の勢 力は流不i にw

大なも の と云はねばならぬ。都心の ノ〈ンク の附 近の

ilt 仰( ; l えらいもので 、地下道を: ，3f ! って 向( I1i J に渡って) ，. r f る丈けでも如何 に雑附するかの想像

に現f H なし 、。時 代の要〆J<: は英I地銀行も遂に改榊築 を除iょなくし1: ヵヘ 之の建 築 には相 官針

否附 設があっ ｦ こそうで 、 之れは悶 ｪｾ の久しい虎には ｩ 徐 Ｑ 誌なき ＳＱ であろう。

デイリ ー テ レグラフ新開制: 及び工事中なりしデリ ー・ エキスプレスは恐ろしし、現代式 の

形態に浩られにも の で 、尖端を走る新/ 1 丹市t と しては成 j ; ) であろうが 、 ロンドン児l主宰:( ;f ぬ

で あろう 。

EE米利均lの資本; を投じて符業してJ i r:'る セル ソ リ ツ ヂ 百 貨 J，i; は 、前 向 4 分ノ 1 で あっ fこが 、

先年岐に全部 ＱＫＧ ， 来卜 Ｎ り伐んに 安 官ＧＨＨ二階 ｪ 貨をする の で 一 部 の 人にｦ， ＮＡ ｬ ｩｾ ｉ Ｇｉ ｊ はよし 、 が 、 めるものは

英問製でなく 、米 間 か ら 輸入品 でうっかり引って馬鹿を見る事は笑ひ話しの 一つ で あ る。

大 英 |専物何回{は後部に建 精 し をしに。又マダ ム・タ ツソーは先年の焼 失 後 其 の lVAiにj ' [jJjfJi

本 建 築 j); /+¥米 上 り、昔 日の比 でない、依り入口が常ノィとして j計る掲めまご附 け，' r. である。

例 の噛 人m細 工の 中に は 来 槻 金村'I! が め つ にのは大に 心 強か つ 1: 。ア イデヤル ・ホ ー ム の 建

物は 、 黒色 の 然掛けタイＩ ｾ張り、上部 ￯ ｬ 汗と窓 の 附近にゴ径約ｻｴ＾［ｪＭ Ｇ ｩｔ 使 ｭ しである の は 、どう

も此地には不向きで 、 千差業政策上から ＪＱ］ も の ではあろうが 、 考 ー ゑも の である。黒 ｲｮ Ｇｩ ＧｾＧ明車

合前1 : は商fullの開 係 か ら ヱ ジ プ トェにを係月1しに建物 では あ る が . 結mは一 向由ー白 くない 、 却

っ て 周 聞 と 不 調 和の矯め悪い 印象を表はすようである。

| 議前| 大戦 k 死 者の記 念 刊 は 、車 道 の 真 中 に 建設 さ れ 道 行 〈人 k は 脱 帽 敬 惜、勇 士 の 震 を 吊

ふ て 居 る が A32支首時は交通事故 力; 絶えなかっ1=そうで 、 さもあらん事で、道路の中央に邪

魔なものをナ建てる市・局は少し認識が不足であっ Tこようで 、他 lこし、く らも過賞の場所がめる

ように考へらるる。 古いも の は な る べ く 大 切に しよう . 使 用 し 得 る も の は い よ い よ 強 れ る

迄 . 相先 の もの は 子 孫 にな るべく来需を附り加|へて誕ろう 、之 れ が 岡 民 性で、 今 日 成 に 依

つ て は 米Tご電灯の 恩患 に 浴 さ す 、せいぜ: し、 瓦 斯 で我 慢 し て居 る 庭 も あ る伎で、初( k の 設 備
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のｪＡ￮れて ｫＫ る ｾｙ ｩ は 、 一向 ＱＱＡｾ lnJ i  ，n. --'ftlJ (よ l! :I:l l 年。

月漸〈 一部 に自動式主話交換が採}'IJ せらるるように

なると 、始めは何庭も同じ事ではあるが . 今迄の習

間上から不便 の ｅ 軍高 〈、点京で ・は師に ￯Ｑ￭ ｪｾ ｆＭよ り一部

に使用して居ると ［ｩｲ せば ｉｉｊｾ をづ ｌ くする位で あ る。

地 下iixは非常に抱将して 、きど3叫/ ! の三 軍する場j引i

は可なりの陳 さに刷り下げられ . イザ車場も自然mj ' 'f L

でない 。昇降mヱス カ レ{ 夕 { 又はヱレ . ，- ター i変

周の進歩し1: 場所ーが あ り、J[!t} j照合未1ご世jt 干すがって

かfる同じ人相カ;W. 白、する者11かとがE ぐり fニ〈なる 。

7  ロンドシ・ ρ ムス テ ツ ド に あ る Z士令

ゴシック 建築は* 問が一帯-(IIJ とな くしつ < IJ イ?っ

て} 川るようで ある。良 〈段境と 一致する 1:.tめ 、叉 山

線もされる 、 英同とゴシック士ｾ築は 他 の 荷 ｪｬ￯ｬ￯ より ー

唐 ＧＯ Ｍｾｩ かし 味 がある。

オツクス串{ ド サ- - - カス の川つ辻の建物を統一 しにも のには似る敬服しに 、各1m口の大

きは異なって腐るが . 形式が 、凶隅同一で 、 しかも的糾形の プ ランはー居角地商の雄物 を

美化す る街路と建物の笠¥f J1(¥の釘根本で ある。

叉 リゼント ・ストリ ート の1111線 のIlI f も殆んどー11川の建物で盟まって 、共の統 一の美は ifL:

Ｑｾ Ｇ 麗 しい 。 停車場 ｬ 立政ケ所 Ｑ こ分りられ 、 依りに感 Ｇｌ 、 し ＱＺ 設 備 はないが 、 ピクトリャ ・ ステ

ーシ ヨン は到清前に切杓・{ f 車'手' に渡し伴 iii と同時に列車のYffんと横迄タク シイの乗込み作

らる〉はイ更利で ある。

名所有:踏に就いては数限り な し| 事物館. 美 術町it こー1":界的の蹴品は茨やましし、知1がめる

8  ロンドシ・ ホワイト ホ ール術兵

と頑丈な ｾｊｸ 扉

事は師に舟j 9:nの事である コ

Ｑ 議式 ｾＱ ｾ つに 底 、 十亡 がしそうにＷｴり歩るかない 人々 、 取

付きは Ｑｲｲｾ 愛 橋で あるが 、 品しＯＧＱ Ｇ， せば極めて親切 ｪ 点張って

居るのではないが軍味がある D 自主宇心は可なり強 〈其れ

で11j 1遇さ れる岡民である。

派手な服接の代りに地味で高 ｦ 古 ｉ を貴ｾ祭風は自然主凡

ての物に表はれ、建築然り室内接飾調度品共他に表はる

〉事で致し方のない事であろう。

ロンドンの名物の一つに今日米ピ各建物に石茨ス卜 {

プを使用 する矯 め Ｎ 煙突の蚊彩しし 屋 上に ＱＡＡｾ ｪ ｟肢 の ＱＡ￭ ＧｪｂＧￆ

lまl段ノ々と t!l' i {f l比〈冬期のil t1hJi!は 、到底他の都市に見られ

ぬめりさまで 、 議と煤 Ｇｰｬ ，ｾＡ に背しめらるる人は相場日月を

f守も こがれる 事は首然である。



巴 里

リテン の停車場に 夜 の列車は到泊 した。僅かな

がら笑内を9: ¥1って居 るので] 向/)か心強円 、前回 はw

11 を正副と左側とを? 間違え 、折角 打 ち合せがしで

あっ 7こf向原氏と行 き泣ひになり 、チンプン カンプ

ン耐 ｬ 喰ひながら兎も ｪｦ Ｉ 同氏 の アドレスを 思 ひ ｈ ｾ し

タクシ イを命す' ると布地入 りの地凶 を出 して見て

ウヒーと走り出し. 約 百 分間氏の宅に 到/「7米狗l

のWI¥人令l認に只メルシ イの辿 務、十 うす' うし 〈も

朝食を御馳託Eになり 、 コーヒ をすすって居る とき

に ｩ 清原氏は師宅され 、 十［ｾ車場 ＱＱ ＭＱ 口 のＯ ｬｊＯ｛主 ひを大笑

9  巴里・ 凱旋門

しに事があっ 1: ので 、今回はー| 出械に疋簡に向ひホテルオパロ{ 迄と寧を命十ると合貼と

百十りに司王は動 き/J¥し? こが . イII Jんとなく 方向 がをかしい 、 どうも以到の路を迂曲して居るよ

うな気がするので 、:IIJ .度のr- i : 意を すると心得て居 ると確答する 、共 の内かね て見覚えのル

ーフ‘ ル1i.I7物 館のセ { ヌ河に耐j する 並木通りに出で之れな らば大丈夫と安心 して居ると 、近

遣をするような風そしてー逆に廻りにし七 、 コヤツ吾輩をいよいよ u./合者と見くびって居る

なと考へながらほどな〈凱旋門 を構り右に折れ目的の ホテルに到/昔、夜 中の持IJ 増金 主無|暗

に ｪ ータ ー を動かすべ〈廻りむをしに賃金を要求され 、 不快 と 、 夜ｾｾの 口車第一歩は 、 Ａｖｩ

の ｾｮ < 二 11
1
1迄組い印象であった 。

ｩ［ ｬｉ ｾ れてもも云ふ通り巴ｬｈには交通整理は不得要領自然 の 雌に 任 かしであるが 、 却って結果

は ＮｉＦ ｾ < なし、。ひど〈事故も徐り起 らない との事を .J.fに し1二が 、交通巡脊も芥訴にかまえ て、

少し 位 の おは吾れ 閥 せＱＧＮと の ようにも見ゆるが 、 取引所 ｾ ｦＮｊ 近 の ｩｬｴ 羽 ｴｩ Ｍ る 嵐では 、 相 官 ［巡作 Ｎ

にしか られて肘る謹時子がある。外闘の巡 1t にしては i捻りにかんしゃ〈筋を立てて肘る の

は職務に忠寅 過ぎる人と Ｑ ｾｕｘ し Ｑｾ 。

凱1ili/ "J ::t' 近よ ってよくよ く見て居ると . 成るほど立誠な建物で . 1fg心 を示す唯一の目棋 '11:]

ｾ ｲＧ念物 、 遠方より旬 ， るべき ｨ の である ｌ 云ふ事 力 Ｚ判然主する 、Ａｾ れは ｉ ｬｦｆ 蛇版左 中 央官 Ｑ ｜ に常

るアーチを? 受付る長 .) 11' の問は近い庭でほ其の r/ l が少しあり過ぎJ H : いような感じがして徐り

良い格好でないと自分は速断した。 i汁ーし 5 1111' 7  IIIJ 或は 10 ｉｬ ｬ ｦ とへ Ｑｾ Ｑ こっ て 遠望 すると、 そ

んな制官1I に閥 係 な 〈ー叫となっては僻か に良き M態として 、tfT詞を? 呈するに臨時; せぬであ

ろう 御矧//認さの ノート ルダ ムミIi=/位、オ ペ ラハウス 、ル ーフザルパ ーテオン 、 セクレツカ て1]"1むと

ヱープル 峰、セーヌ Mに梨 げられた無数の 橋 . Ｍ ､ ｪｦ ｾ り「を始め多く の 建物がある。イ ｉ ｉｊ れも之

4 5 川
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10 巴里・ 新m築

れ等は近世式のものでなく 、只 昔の耐ifJ { f 立誠

に遣して居る と云ふに II二まる 。

取引所 の古ij通りにある近! 吐式のプウルパ ール

. ド・ラ・マダレ ーヌの*ru主は 、I 附 のj占illi の 部分

丈 り 改造されにも の 、之 の ( y' i J は至る l起に相首見

る事力 ql' ，来る 。官nfll Jlこ 降'j .l l告上 建 物の改 i主の必裂

なるかを鋭五、事力; //'， ｾＨる 。 之れは硝り 口県に の

み削4らない 、マル セー ユ も斗1kldEんなも の で，く

ルリンでも同 ｦｾ である 。

アールニウボー のg 制地支りあって、例の メ

トロの入 口には今 日向其のl時代を削るに足る鎖

製 fl-昨日があるコ今日では 、邸に ili 物に近いが 、

営l侍としては併を抜いに 一新車rhを誇つに意11c で

定めし人眼 を悲し 、fこものであろうと思はるる。

新 建 築 L しては 、数 多 し 何れも直線式でゴタゴタ の銭飾法 令1，; 命ないが . 佐 の J/'t は ifi: j単

ながら浅されて 、窓の外治i闘 を張り 出 し. 直線にメL又は八角 1/予の手間を周ひ fこも のが月j' k

に見受りらるる 。 大入口金問ＭｴＧｾ宝物枠で ｾｬｾ 込 ｴｲ 方法も ｬ 白 ｩ 白〈 、 ｾｒ ｡ 逸 の ｬ 直線式 の 行事方とは 、

又どこか異なる手法が園民性に窺はれる。 施 工は少 ｫ ￭ ｾ ｌ 法で餓筋 コ ンク リート 構造 のＧ 「 ｩ 白 Ｏｊ

が出来 1: 計1 ) ， ｉ 人 ｬ 怖は手 の 附げようもない程度 の ときに 、 外部は大 理 石が ｪ 長り ｾｲ ， ｪ けらるる

Ｕ 階建 の 建物 ｾ｢［ Ｍ ・ヶ月後でが ｊＪ 分程外聞 が整噸す る の は ｷｊ なり の 泌度である。機械 Ｉｊ も利

用さるるが 、足 場lま日本流が多〈 、最も階敬、之の秤，度なれば去11っ て経梢で ある 翁 めでも

あろうが- 一

共 同住宅 は臥洲各 地 共通に必裂を認められにる趨勢でーめろう ｯ ゾ ーロー 」 ー 」ーの ｾｬｴｾ

11 巴里・ 共同住宅 ｴｩｴｩ 城慌を ｩ 以践し ＱＺ ｾ ｪｽ Ｑ 川 、 大規肢 のもの が ｦｩ ｩＮ ｫ

と位設されつつある 。

電車はロ ン ドンと異なり 、向 の真中 -t' 縦色町

にＧｩよ っ て肘る 。 地 下鍛 も 叉 悠んで ある ， 大ＩｉＧ ｾ

パスも i史f:I Jで 、大 戦LU後の慌ではないが. 特

合 lます{ 与f ' /I場 で 怖{τJ' Ｈｴｴ υ ｊＮｦ存続 十 しを ｾ .  {' ; : 取って

置け ，.r iJU1f;の|際11回序よ〈乗るヰi が 出 * る。 fii

し今 円は共れ院の有[ 附 はない松である 3

放 射 線 道 路は有名 なものであるが 、地理イミ

後 |付 と官庁行の泊 せ' ぬもの には環疑者ほど の利

低がない 。 お Ｑ｜ ，心 ｾノ ＧＱ Ｇす自 ｉ ｬｊ ｩ［ιｉＢｊ の ｪ［ ｲＮ 出 ｩｊ ［ i，'，J少 し



<  r当地 、即もワ シン トンの tn き卜土上に あれば

終日リなれども 、殆 ん と 半J 也に近い主主 め、一 つ ，Y¥

Ｕ 理ｾｽｩ {f 見定 めJえれば加速 的 に さ っ ぱ り 目 的 物

に近寄る #1 は不 可能で 、行げ ば 行 t 科 ま ご 付

<  ，Ｉｻは多〈 の 人々が異口同音占ｾ人 の 恨みの極

であ る。 但 し言 語 と地型に illl じたも の は 反 針

lニイl!! 利 で あろうカ;

セーヌ M、大都合とかIはとこにも離す 事の

出 米 ない関係がある。特に之 の 河 は 巴 里の町

営さぎえ の女fI < の に〈って 府る 。飴りに曲り

くねった何で 、共 の 結 ス プ レ ・子 一ム ス . 附

阿川 など P 践におーとな しくな l ' 0  ¥' Mの 7.1<は

111:界を通じて寸d1l: i鉛っ たも の と 例 場 は 一 定 し 12 巴里・ セーヌ河に架けられたる新らしき橋

て 川る通り飴 り 締盟でな い 。 著名な ｾ ｉＧ､ ，正な橋 梁 の 数多 い 司 ｩ は 、 他市に 一 寸見 ら れぬ 。 ロ ー

マタイパ ーかf ｉ こ Ｎ ｾ せ ら れにるセン ト ア ンゼロ椛を枝しに ｫ 謂はるる ア レキサンダ ー 第三世

橋は Ｎ 御手本以上の立減なも の で Ｎ か ｦ ｻｦ往復する主主Ａチ Ｇ ｦ 舶は緩 Ｇｪ ＱＨ な姿 ｾＱｾＱｾ ＺＩ Ｉ にￆｩ ｊ か して居 る 。

;  
己l Mi物 は う'J)J 命オ ペラ 、 カ フヱ -‘ 工重襲5美1;札日I で あ るカが; 、之 れ 以 外λλ ;の裳糞宇の多 蚊 に 叫カが

つ て} 尉舌る のは 父 意 外 で dゐ〉るコ ｴ制仙ｼ リ山 ｮ ｾ数支され＿にＺ千向句道に ｨ仏向 ａ材 ｊ 員挺釦 ｚ引 ＱＱ川 ｉｊ

Ｏ水 ｫ幻 Ｔ祈怜ヰ令、より ｩほまとばしる Ｑ散 ｩは ｾ ｊ 水 ｫ で 、Ｇｩ Ｎ洗先搬しては Ｓを＿る 力が Ｔ 、 ｾ ｍＩ＾ ら ｾ ｾｩ から 込ｾ 1. 恕な < ) 1) 物を? 崎して犬はJ I ( :

ｾ る。夜宇煙火 ｦｴｬｪ き虚では ｾｩｦｫ 階付げる事 が ある 。 之 の ときはよくしにも ので 、 ￍＧ ￆＨ 荏 Ｑ［ ［よ

l '  1: 一般 に 後 り 策 に し な い ら しし、。

.. V':命前後の遺跡、は 悟 史 を諒るに 1[( -1( [1礼きるる 。参 考 資 料 の隙 Ij l] J W5くは74・、 :1:の集合したる

地 1ご室、殺 人刷 の倒 め てむごた ら しき道具 . イIIJ 々公剛l羽の場 所、共 他M¥1: 嘗| 均を追想する

にi止るも の が あ るe

ヱ ーソル iLS;は 、如何に ま付ぎら L、の 以米 利

加 が 今 日迄 共の真 似 を せ ぬE包含比ると雌かに

成功したも の で 、建設常時よく あれ交付 の計

警 を 賀 行 したも ので あ る。且つ除決i大 戦 に は

非 常 に 役 立 つ に 事 は 、叫に刷会11の事 で 、 博覧

合 ｉｈｾｪ 出 の 如 きもＺ�ｴ の 遺物は ｊ￞ｩ < 有徒にf ; 1] ffl し

1: し、事である。十年前 l立米? ごやすか に 附L、て忠

信・ナポ レ オ ン 崇 拝 で あっ fこが 、 今 日 は 其 れ 程

.[ ' もない事 lま、1止の挺 j接を物dh- る何 カ' の感 じ

が却は れるようで ある 。

13 巴里・ セーヌ河 とヱ ーフ ノL 培

4 7  11'1 
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14 ベルリン・ 新らしき共同住宅
大製付の建設は有意義な事で 、各閣から洋財

による舎怖が建築さる 〉、我問よりは首長摩氏一

fli d人の寄附により立i庇な建物が出来上 り多〈 の

R  同胞が同氏に感 謝の両if を持ぐ る次第 である o .Ut 

1  界各地に殖民地 刊 す る Hl l問は 、山 l ! . 凶民地

博覧舎を開催し1=。刑1( 地統治上相官の成績を

取り' つ〉ある事は干1:こばしさ事である。コンゴ

四 日 L トの航蜘ーンゼリゼ ー益水道 ブ{ ロ 一 一

ユの森等はうらやましL 、ものであ る。 IIUv. . の流

行をれIJ : ¥I ょする丈 り、叉其れに約するう71J ;をわーし

まぬ虚に尚貨 の上手とこつがあるらしし、。そし

て ｾ ｉ ｊ ' " 勤勉である 。建築に表 lまれにる近代相は

前にMi ; べし主n< 簡易自? 撰なようであるが、要; J < : せらる〉耐 ill I'; A"j U) 建物には 、法憾 な〈来j良

なる手法を周ひて 、 ｾｾＮろｘｩｊ ｲＧ 沫をそ〉るべ〈極端に Ｑ 象恕外の構刷を Ｉ Ｑ 造成 する矯 め Ｎ 多少治 ｦ ・ Ｑ ・

きのない欠黙がある: ; ; j ，は致し方ない 4!1と探〈印象に止まる 。

ベ ル リ ン

j夜間大兄' t ' 1= よって 、ヘ ーグのガタガグホテルケJ [I. 閣に11:¥夜 、作車場に かけつけ ると今

やスチ ームを客車に 注入して居る陛であつに 口 まもな〈規定通りに張中しに刈半は 、午後

四時頃早〈もツオーの停車場に到着しに。同乗の禍 逸のー青年 君l立、親切にも私の 切符を

見て次 の騨迄有効に なって居るが 、ヤンソン夫 人の宿に行〈にはツォー の停車場が一番便

利 であると教へられて下車する !O]iに なり 、非常に時しかっ たコ

ツォ ーの停車場は新橋程比の 小 騨てーあ るが、中々 重要なんl i ! ，1ごそうで 、 きちん とし仁規則

づ 〈め の蝿迭の第一歩は前記の古f }f 年の手引き で逃亡良い印後を践しに。

ヤンソン夫人宅 アパ ート に泊、向助式ヱレ ベーター は帯人が 世話をや L、て 央; れる、正直

に向献すれば、 じ阜のアパ ート を見取に 行幸 、向上のヱレ くークーで、コリ毛の以前カンノ

の ホテル でまごイ.j" L、7こ建 築起が向車)J 式ヱレベ ーター{立をまご十j くとは' レ々 lド諜ない話 しで

あ るが . 不j!j lil れは致しみなく 、:1，土も J ｵｾ ｉ ＺＮｊￌￍ ｪ 米間で ｩ ｩＩｾ 山 ｬ｜Ｚ ｾ ｽｪ 川 の 際 凱 ｬ こ｜ｊ ｩ ｊ 氏 のＡ 七 にＨＮＺｴ 使用せ

られて ゐっ たが、J J:d放ひ方が少し巣なると 、一寸気 を〈れがすると で も逃げるか・・…

ベルリン着は 8 月のg.l /fl J であっ仁、外主主は寺子山以下 2 uJ : より 5 度を示し可なり 差益かつに

)Ji. 霊J に室内は暖房の数t E : がある矯め非常に iHi lかい。 日中の光松は中 々強 〈紫外線を多世に

含んで居る掠な 莱が しにｾ Q!J なみは 5 - 6 階 を普通として よ 〈ぬい、て叫る 、引に筒の凶つ

内には 、何 プ々 ラツツ と云ふて 、出地主? 泊り 、;ft!{木や芝の十11i . 込んに場) i J i " の多いのは心nち

が込¥｜な ｌ 、。屯半 は ＱＱ ＱＱ を ＿ 定 っ てＩｾる 、 米合自動 ｊＮ ｉ ［Ｚ も あ る 、 ｉ 山下餓は ｩ 止もよく挫似して交 ｉｾ 外



に向って都心から I/d叩li 耕してmｾ Ｎ 新ちしいせ

いでもあろうが 、十p -[-( 拐なぞは 1-l
l

k 清潔て司朱の き

いにも ので ある 。

II lrの終結J も相訪に あ る、ノタし 中し、よ うなれども

カ ソヱ ーはそろそろ初哀を迎へるべく村干 の裕り

l U しや日除け の手入れを始め 1=1，;，: があるのを 見交

け仁。建 物は何れも がっち りと して 同る、百iEわJ，;

カ- ルシユタ- やア メリカ日何削f日( の虫如I日1;きn現見代の新建2築i告b  

も; 次1夫として怒 る〈 ない力が "、"古 しい、 ものに 、 ｾ ｉ Ｍ ｉ 々 ￯ｦｩ ｬ 誕 的

の もの がある c 明治時代に 、 青島 に勝 手気 ｦｾ ｬｻ こ ＱＱ ｛Ｑ

々と建て ら れ仁形 式 、共 の時 分 一 口に よ くｾ ［ｲ， ｬｪ 迎 式

fごと111ト!誌をトーげにも のカ河啄がって 1，ぜ ると dlEL ふ と、

ｾｮ 年 の愛溢は ｉ 時日止すべき ょ ｪ｜ で ‘ 新建築Ｈま勿論 ＱＱＭ［Ｉ Ｇ いよ

の安: 〆lくする簡易一結張 りの形態に建築材料. 半年に

- : ' t . 物と硝子は仁1-1 Ｏｾ研究の 上 ｊＮ ｬｦｴ ミ 用され、間 際トラパ ＱＵ べ，1- りシ・ ノイ ヱス ・ムゼーム入口 とド

チンを外部に使用 し始め て居る 。

ヲムの旗揚

博 物館は戦後、 よ くあれ丈け管理さ れに苦心 に敬意を表はさすばなる まし、。 ノイヱス ・ム

ーゼ の 新 ｉｗ 亨 ｉｊ は 、 パ ピロン の城壁の一部共 の 僚 の 移 ｩ ｬＨ ＧＡｦｾなし 、 叉 ベ ルガモンの殿ＧＱＮ｛Ｚも貨物

の一 部を共催蒐集整理したも のであ る 。 走れが感 激すべ き ｾｦ で 、 同家多事 の ｼη 之 の 徐裕 ＨＱ

如何に底力の強い闘であるか Y 窺はれる 。

乞食と云ふ程でもないが. 失業者は相官; に め るようであるが 、手ぶ らで物を乞はぬ底力 Z樹

海流 、何かを 賓る 形式に なって居 るＮ只 金銭をねにるの とは 少し問 ｊｾＧｉＧｉＺ に 異な る出ｾがある 。

庁長兵の数が米Tご目 立って居る D 之 れ は 世界 を敵と し1=大 戦の閥、仕末として l，iJ'['i 庁に耐へな

い失第であ る。

自余り憤〈なし、動物闘に要領よ( J 会らしい多〈 の問委買を規則T1宅し く仏iJはれて '.1: .る、其の J;

法などヲを介参考とするに足る 。

スプ レー i"f 、此れはセーヌと兄弟持、

共れに流れ込む‘ 支流 lま舟運 の古I! { f 輿へ

て居る珪jlOIi 舶は 、巳mと趣きは少 し異な

るが、頑丈な形をして浮んで居る 。 ドラ

ムのr8( 壌 の附 近 は ど れ も 帳 史 的の建 物

でめ ぐらしてJ i r:-る ‘ そ うしてイi'J かの抗介

にはあの聞きは必安 の彪 〕ー ｪｩｅ 政 ｾ ｊ￭ Ｚ 主ｬｈ ｖｊ

の 山台に l-f ｜Ｚ｜｟ｉＡＱ つ ｌ Ｎｬ ｊ ｾ Ｑ 起 を飛び越してウ

ンタ{ ・デーン ・リンデ・ン通りか らWl 旋

16 ベルリン・ t'J[ 旋門

4 9  11 
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17  ベルリン・ 新I味ある主t 物

居る。

["1を入り 議事位 、職勝記念砕を過ぎ. 皇帝 道

路から - fi- -限りない犬規模の織の森cI ，被t 1

の 限にもよ〈 ー 千 入 れが行き ｩｊ ｾ ｩ ｾ、て肥 ると習を ｈ ぞ

される事で みらう c

調i急人は外岡詩を知って同りなが ら話さ 11，1

人種と 請はれて居るつ特に大被で英1iJ ド其他の

敵国の開訴に到しては尚更で ある o 9i し今 日

はそんな干手紙の事を云ふては魁られぬ。闘の

矯め叉各向 の ｭ めにむそこで っ てきｾｾ的問ｼ際語 の

英語を訴すと 書いである o ｰ， ｾ ｪ＠ ｊ［ ｾ ， Ｚ 或は逝究自助

事には英例訴をあ守つる可工' 千'同釆と云ふ，f I ; 合

に. 一段でも此の聞に入 1) 込んに人からは財

布の底会科〈さ せ るよ うに協力 一致 切7J して

交通機酬の殻達も前 l こ辿べ? こようであるが、路間{電車か ら釆介パスには一 l叶の無料5 ( 1;'

割引ty合榊で連絡が あ る等 (1便 利である。

ご|てを愛する都市の人々 、質際に建てつめられ仁敷地に十. の脊 tちるべき 理向 がない場末の

少 しの岳地でもあ れば、必中週末小屋が建てならんで 、 花を ｾｎＨ ゑ肝菜ｾ巡り 、 ご 止に親 しむ

31 に特別愛着心の強い岡氏である 。郊外の亙る彪には大怠張りで多〈の週末小屋を見る事

は Ｎ 他 の 都市に一寸ない現 象で 、 ロンドン郊外でも日限日 の 知 ｉｾ 、ぢりや土手に花壇を巡っ

て紫2 しむのを見受〈るカヘ小屋迄造って 1+'，掛げる程の大仕掛げなものでない。土の慣は安

いようで叉貴〈高いも のである。

澗逸 人 は訓筑心に ｾｬｩ｜ < 、姉人は側めて勤勉で あるとは 、話しより賞際に見て なる程と感

十るのである。

建 物の足場に日本流の丸太をキIU.... げる代りに、通常の/1. 0隔に長 丸太金 二つ害IJ にしに長梯

二 ｲｾ 建て 、 共の 惜 伐に込場阪を波して Ｔ ＭＵ 階の ｩ 何迄に は手・頃のｊｻ場が巡られ ， {rl' 縮自在に

I i 日に合ふ。ロン ドンで使用して居る餓のパ イプの足場より濫かに経担当的であるようである 。

世界の不況は 、メ ンテルゾン氏設計の コロ ンフス ・ハウス建築携に立振な板間ひ丈げで

工事は中止であっ? このは逃亡淋しい感じがしに。

新建築は迫日雑誌共 他に 発表せら れ、陸と海を ｾｩ 度って来る通りであるが Ｎ 雑誌に表はれ

る桂決してゴロ 十 ｊＮ ｾ 、ては居らぬ あれば可なりに目立つD 共れよりも共向性宅は 、到る 陛

ｬ 三倍んに建築され凄ま じ い勢である ｯ どうしてあの 財的 ［Ｑ ｾ 得らる〉か・ ・ …・・

じWI こ比較して 111]" (1前潔である 、無 l単に犬の糞を踏み付 げる心配はなし、。之 i nl:げ でも

気持ちがよ L 、。ビ ール依JiJ で人 k は肥って居る と云ふが ， I貧際やせが1: より 」いごと しに寄与



税を? 多 〈見受ける。 戦 後の滴逸は決して疲弊して 18  ローマ・ 公l司にある噴水 の脚 部

居らぬ . 再起は近〈挺ひなしと 人 々の訊しをよく

耳にしたも のであつにが 、自分の訪/ i ¥J しに昭和16

年 Ｓ 月末時分は 、 阪に少し〈背 ｩ 立をｾｊｊＱ ｴ するにＧ目・の

:j lj れる様子で 、い 〈ら (fhらいても脱出金をii!i り11J

闘に l汲ひJ てげふれては到底や 1) 切れぬ、 1動らくも

_.  .J '考へものにとぶふ1，'，.の 様-(- はあつにように感

じに。巣せる力、! l J..J に- f 1) 、経済、的行" 庁、銀 行の

Ｈｾｈ 定より現今に及んで時Ａ日令交付Ｑ｜延期等々 の 問題

カ千万き _I-: ってうk1二。 iJ i: しながら此J l 合うま〈切 1)

抜げに ｬ 旋は 、 昨力、に恐るべき Ｈ￭ｾ ｮ Ｇ ，｝逸で、共のねば ＱＩ

ｾＡￍ Ｑ い の は問 ｬ Ｎ￧ Ｇｲｴ の 然 ら しむる の で める＿ 滞ＯｲＺＧｩ Ｇ 見

，f} J ，共他案内を辱し 1こる灘tFH大兄{ こ特に深謝の立公

表はす衣第でめる つ

ロ ー マ

今日、古代美術を多 〈共 !?if 見る !: )Cの 1- 1 ¥来るのは( J f太利で . 却r 馬干i ' i 問のll年'aEなりし n始ん

ど世 ｬ Ｇ 界 中を かき廻し Ｎ 長午 ｉ ｴ の ｉｦ ｾをしＱＺノ ｼ 三 ｪｊ ｢ の こ じ 喪主術は到る庇に ｩｬｉ 物 と し て保存せらる｜

有様である。

ロー マ の Ａｬ ｦ｝ー を ｾＡｙ い て、紛らしし、主主 ｩｩＡｩ 物 の Ｍ ｾｩ 年 Ｈ￭

に時々古色蒼然1= る建物の壁又はキ l'などを子大 切

に保イ7・しながら 、共催時して取込んで あ る事を

見受ける。くづれ力、 3 つ 1=fnI 力、の建 物 の 残 骸 を

却Il i ' I i f もの倣ひにせ子大切にする庇; は以しいυu.

の灼 !'I( 厚号、 !:I:j の降る 日は市轄をぬらさぬように

大 形の こうもり傘をさ しかげで' 併をfすって射る

公闘 なとでひときは 11立 つのは乳 付の版 哉の 夫

しい尋1・で 、肥 満 し切っ 1=師人 が多〈取色の次 脱

帽子、肩掛等の 制手11t: j めて派手に. 子1Aは布、の

綴に丈夫に育て上げますとでも云ふような;格灯

でゐる D

兵 士 の 服 装lま中 k 気取っ 1= もの である c 共 の

内実11の勿 を桁子の上に のせ長印j を捌んで少しな

がめのまん とをふらふらさしてwる〈姿は中 k

19  ローマ・ 公l羽にて乳母

5  I  111 
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20 ローマ脊1萄 柄 荷III

優美な兵隊きんである 。

ローマは一 円に ｾｉ Ｇ， 米 ｔ この でなか ろ う。人

聞を可なり安〈見積って . ｾＡｦｫ 劇場 Ｎ 浴場

; J ¥路等六仕掛け のユー事に使役 し随分人 を背

し めに 。Ｚ 共 ｩ ｬ ｾ 与 の 史蹟は 今 円 ま のあ ｦ Ｚ 句に

見る 事力［ Ｏ Ｍ ＱＧ，米、［ 出時ｾ問惣する開である ｣

大田石の1寸・/1' ，( 士、住宅た彫刻の材料に如何に

豊??J なるかを' 示 L . 日{ ドk の多 い の もX 有名

である c

II lr (.t 川辺i し- つ，，") ｊＮＢＺに建て ｾ ＮＩ t  1  f二と清ふ科

あっ て現在のi li rlJ  には背の 2 階に常るほ{ t > 1 階とし仁例 がある c 殺桝柊J ' ! t l して又此彪 l二一

つの 名物が加 は Ｑ Ｉ 、 パヲ チノ任 の 下セウエＱ｛ ス ｦￌＧ ｊＧ ｖＩ 凱 Ｑｊ Ｚ ｴｩ 門の地燃が ｴｾ Ｎ Ｎ ［ Ｂ，Ｉ 口 一＿で 、 之の月 査

を始めのロ ーマ現存の地 盤を第二の 口一マ心地 税 と糾 して 炉、る ご

ムツ ソ リ { ニ - の澗裁政i治台で あ りな 力が: 九幸l l ι}

の中間 t仁二4杭ι するようなもので 、徳川H年代の建!列l凡j とでも とi式ミよふ、格カか、、 q1 k 勢 力が ある u 10年

前 に は浮浪人が多〈 、 下 等枇合は ｩ 徐り 感心 し ｦＺ 生活 ＩＱ たＱ￮Ｎｾ でなかっ ｔ こ が 、現 存は向 上 し て ｦＱ ・

日の悪習はないようである 。愛守山市r の庭 に頑張 って 、 [11:界最少の樹立聞なんて意張句散

らして居る羅馬法皇は伶 L、もので . 献余があり 過ぎ財政は馬鹿に栴になる 一方で . 途 に 樹

立を＿し ｦＺ 。 急［ ｾ、で新貨幣 の 鋳造やら郵 便切 手の製也に γ 度不 日な し と云ふ時であっ ｦＺ • 陶 ー

ￍｬｾ、 虚である ｣ 此庭 の ｊＺＩｪ さん 主主は 法衣をまとい 、 大白張りに下 山、近所 の カ フヱ ー を荒 す

と云ふ許判 で、鎌合のある寸= の托鉢が 、大船 牒でサ ンドイツザーを? ほほぱるよ 1) ー・厨許 判 合

悪〈 する 事であろう。

建築 、 緒昔 、 工Ｎ 義美術品の ｩｪｾ 讃 に至つては到底 書 き諜せない多〈 の も のがあ る ｣ それは

凡てに源泉で あるからで・・ ・・

雑馬、法 皇が苦Ｚて訪問者に 苓 ねられ ｕｩｬｬｾ ｜ Ｓ 日間滞 在する人 より Ｑ ヶ ＩＭｪ 間滞在寸 る 人 は

21  ローマ・ アツ ピアの Ｑｾ 逝 と 建物の残骸

ロー ? を世i I f せぬ人 、1 年 の 人

lま向夏、 結んiは 3 円の入 力:

核ニ ローマ過である よし 、味 ふ

べ き宥集である 二

論j弘1摘を運ぶ荷馬車が中身

風流である c 柑彩色そし1: 砕:

と付衣をかけ 、{交正ドに村か ら

早 朝に町に入 Ｑ Ｉ 夫 々澗ｾ法 ｨ

込 み、午 後村に師る時分 、取



者は大抵車上に居眠りをする c 馬は黙々と卓: を l長 22 カイロ ・貸時計肢と騎馬 の1fr

いて自分のよ 担 Ｎに師ってｾ j  ( 、イり んとも云ひ表しR11

い風情である 。

マカロ ニーは作太利の名物である。なくてはな

らねも の、叉魚類も我聞とよく似たも のがある。

愛同心の強いダンヌチヤ の如き人物が飛出すのも

叉相似た期である 。

i徐りに! おくもない 1町、都 心の iJ{ 雑も j 、JI れたも の

であ る。ヱジフト、ギリシヤが一刀彫り の Ijl!ふあ

るとすれば. 品目= 馬は消 7K焼か九谷焼 e :z:υ 、l長、1!lfi

晴に手が込み過ぎ、 華麗ではあるがノレ々柔かい あにつ1: 1" ｾ、 Ｉ芯があるよ うに思はるる 志向I .

I.I) 除りに過ぎた結 !+!:I事絞るFi 自ふた美術全集めて居る岡 、コく之れ等{ t 守って行〈慮、古色若;

然? こる都. 例し政治は新らしL、D

カ イ ロ

ヱジフト名物のひどい砂磁を あび な力句 、雄 大- 無上じの古代造営された遺物として最も者，

名なるピラミットを洛かに眺めながら . カイロ の停車場に着 いに のは 1 月の始 め、い〈 ら

暑い場所でも流石に米?ご白釈の: 必要もなく冬服で、丁 度 IJ1I.陣り の具合は謀る〈なし、。卒ろ

夜は多少ひやりとする位であっ t:。

ギゼの ピラ ミッ トは数多寺中で最も 大 きなも の. 此 の見阜で 、始めての肱 人にはなる べ

t 金を絞り上げ るよう に仕組まれて居 るには無駄を通り 越して馬鹿 らし し財布の底を? 叩

かれる 事 になる の をあ とから集がつ 〈。

ピラミットに近〈なると Fして の乗物の終執がある 。此 Ji )j で 榔1品、験抗が美しし、飾鞍を世

いて数百頭鼻断念揃えて史.j- /c¥胤の a会: を侍って居る 。無理に切符 をつかま され . どれかに後

儀な 〈乗せられ . 馬方或は酪舵 1えき共の伯-騒の内に 予 り坂を進t J と . 僅 k l OIJ 年枕で、直正

にピ ラ ミッ トの慌の 東側に主IJ j 託する ので馬鹿に あつりなし 、。積石の - - 部にあ る入口より地

下室の見恩に行〈入、或は a Ｉ ＧＨＱ勾の お塊を杭電ね たる一 つ宛ｻｴ越し つｾ J買上迄御苦労様に

もよじ芳る 人 もある 更に約半 f を進む「色、謎の払主なるスヒンクス カ， a  I阿の ピラミット

を脊にして 1i'1; 中に うす く ま れ で こ ぼ こに らり 、殆 ん ど欠げ損 じた弱j l印ーは. 幾世痛を強い

光線にJ!H lJ 付 げられながらやぜんの不平 もな t 、叉或る時は射 的の 同+! ?: に使} - J j され 、又ある

時は地下に院する と ｴ 械に タ Ｈｾ ｩ 詮る と 年 ｊｴ の ａ ｊ ｾ 色 はほみ ＱＯ 生る Ｒ ・ ジフ ト の室 をに ら んでや ｊ んとな

t 神秘である。

務院に乗って記念の撮影をする人. 附近をぶら 付 く人々 、;ii d とも 2 時間半 げれば l 日当

/:lj"[ ' も見療は終る 。 ) t の運びは少しをそくとも 、{沙浪の徒歩も又一興 ‘ 必l ' 与しも系物の必

ｓｾ＠ 111 
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23 力イロ・ ダムの橋

要はなし、 o l l ! . 程一度前記

の fi付= に乗ったが 、最 後

理内のな いチップを強要

する 。馬 に 食物 をやると

か、自分がピンピンして

居 りながら病気であると

か、向叉ぞろぞ ろっき廻

る乞食、斯〈してま長人に

不愉快を味はしめるヱジ

フ トの人 々は決して 心持

ちσ よいも のでない D 多

く の 肱容は頗る感い ｉ Ｂ ｉｊ 決ｾ越して ｮ＼ 事は大に考へものである 。

ピラミットの内部はやI れも閥王の訂[ ぷ、幾千年の省) 傑き上げ 1: 一本石の花尚石でi生った

寝 相、・之れを如何なる道具で‘ 彫って中1'( にしにか。其の上には叉. a に同じー牧石の荒はど う

してill つ7こか。オ ベ リス 夕、象11手文字等三千年五千年前の工主主美術はギ リシヤ 、 ローマ よ

り又ぬ味があり 、 す・っと憤値の貴いも の をよく保有 ー されて あるｾ H つツ ー ターカー メン0

3妻刷品は 、更にヱジソト文化の梓を必書きするものである コ

¥11:界の 文化はナイ/ 1 - ｴｵｲｕｙ ドに始まつ ＿こ とせ ら る〉此 の 貴重な夜，ＡｩￏＧ ｴ 也 も 、 統治者世を＿仰ｾＭ ｾ＠

しf詰め栄枯哀勢 、鑓: 援に鎚濯を経て現今 に至って居るが、最近漸〈世界の水平線上に 浮 び

あがるベ 〈、 大に同曜をめて米1: 事はヱジフ トの古ijj 全の矯めに主主々多幸ゐれと祈る次第で

24  カイロ・ モス ク
あ る

119予kの 人主ヱ ジフ トの 人 t の比較を? する事 l立、

必要がある械に忠はるる の民司王は 一部 に者 人 の祖

先として既に認められて， ［ｊｾ Ｇ るが Ｎヱ ジフ ト 人も中

流以 k の内に は 森税、品絡 のよ い縦 、:民他に於い

て や ぜ んとなく特等とｼ可じ ｬￍ ｬｌ を ＧＱ 年って居るようなｾ

がする 中流 n lごの人に l之、 こすからい性質が火

以でーあ るが、之れ力が3苛車

同岡の 1侍吉めにをを? しむ功攻〈2第応で tあちる 。

カイロ の 111] は三つ にfJt:jj lJ する事が出米る。停車

場のF付近を析らしいカイロと云ひ. 他を背の カイ

ロと 桶し、 3l.. 引j に1l 1J の東南 に現 今 新市簡を巡りつ

〉ある 。之れはよりよき新市街とする目的で 、 ま

とまつに脱には' 質に立派なものとなる笹で 、yf i k



ι 街の建設に努力して居る コ*与に XJr建築は共の同作を

賞者11 しつ〉める事は大に注目を嬰する 。

ナイ ルMはI鳴くぺ事大作Jで ある。上流にダムをぷけ

てＷ｝ＧＨの割前 ｪｾ 計って水害｜ｴＧ米然に防いで届る大仕掛な

もので 、ダム の工事を司どる事務所では 、ナイル M共他

に脇工されにダム の模型を一主主に陳列し 、れ，[ 川管理と

して 成 ｾｊｬ を懇げつ〉ある立反なも の である 。 カイロ の

111) には多〈 の モスク が録 えてをる 。 アラピヤ建築の色

彩形態中々に捨てが? こい。頭 から -;J.<. をかぶっ たアラブ

が路蛇をうまく乗りこなして? ハ 姿 或は白い衣のす そ

永〈職馬にまにがり小定りに過ぎるありさまは物:会ら

しい風・情で あ る. 0

或る時代、勝手 に理屈 を附 げて持 去 られに挨 及古代

25 カイロ・ 円恨めたるヱジプトを 表

徴せる 像

の工事品の残つ 1: ものは、今日良〈柊理されて保千f さる3 ど っせ イミテーシヨンとはま11 り

ながらも 、|噂物館に 11東予1) しで ある もの と寸分棋のない限似? 二霊誕的の ものが、相首の高{ 践

で貞品として市中にある o J.::. 抵抗泌を質幼l' したも ので 、古代 の工製品を生活の資とする べ

〈帳代の王様は自分の墓を後日き ら し物にするように造った課 でもなかろうに 、破銭的に

食捌の時代ありし事は戟↑ 巣すべき :事で 、現今無暗と蛮J)i l I を? 禁じて居る事は意義のある事で

ある。

カイロ の郊外には研究に数十日を要するさi蹟が散在する。何れも建築に閥係多いも ので

熱帯の朝と夕暮. 云ひしれぬ大自然のJH物1をI床ひっ〉見感心貸す時は、只いつまでも巣し

なき遠き昔を迫; rtt し能ぬ事のみ であ る。

どろどろに紫色金しにコーヒー の古障りは 、索 壌の壷 に 貯 へ ら れ る 自 然 し 氷の様に冷

え切りたる 7}くを飲んで始めてか を り床かしきを fJl:. ゆ るのであ る。 ナイル の三角 |凡舶は 、j仕

組で帆主t は孟宗竹、イI'J 底から持 って米るも のか直観 6 寸大の もの中k 強そうで あ る。

乾 燥 し切ったヱジフト の泉院は、i J lc石ミイラが諜もなく/ + ¥> 1 < : る率引苦り得る。総樹は降

H:jの少ない閥係上多く 7k溢に限 L 砂漠地の常として僅少なれども 、続 々と至る慮に殖林

きる〉矯め 、昔日と面目を一新して尉る。人 のブJ も自然を1 t E 附する可能性める 王討を傑〈感

十る。

!荷務官として滞在の右手定太郎氏 に泊i合、熱心の執務振りには只感激の次第 、同氏のi化

肢をMi る火第でめる。
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職 工 住 宅 素 人 設 計 懸 賞 賞 選 圏 案

この懸賞募集 l立財同法人向山j合が先般職工性宅建設の参考に資するにめ東京及び紳奈 川

ドjijl 舟j際下に於 trt る主要 ー1:場 2(¥側、 それ等 f 場勢働者 l 円高人に射して募集されにものであ

る。際持闘笑は 1，1九l 通 の多数に及び 106 名が入賞され? 二 、 必には 1 ，等から均等までの

嘗選憧l案を紹介するこ 主にしに 、因に審低員はふ( 0 ) 諸氏であつに。

賀 川 県 彦 氏

枇 舎 周 技 師 中
キ.J 寛 氏

氏

氏

氏

氏

氏

郎

俊

郎

三

一

拙

安

敏

叫

同

本

制

源

川

凶

山

古

笠

内

総

師

長

十

士

事

務

課

v

師

際

博

博

}

高

密

合

u

女

局

撃

組

事

司

京

命

u

ha引

市民

一
祉

エ

エ

同

1.1' 5 6  

延 坪 13 坪

] 等 森 林 之 助 君

森 君 は 陸 軍 造兵隊東京

工磁の機滅工で 24 歳

‘ 、 ー

2 等 1 }市 小 田 政 義 君

小凶君は 4、凶 六 本 応

工場 グノ塗 工で 36 放

延上F 14. 25 主l'



l  f  

I  t  

ー一一- ，

'u持軍t

' 1) 皿T
、

ー‘ ' t t

a
m
'
n
 .，.

 

.売 司

マ片プ

① 

.  

えE坪 11. 75 止l'

立等 2 )，品ー 杉 山 長 千 代 君

杉 山科は H 本 管長i

曾通:上の凶工 25 歳

① 

延 坪 12.5 主F

日等 2 /市 北 山 恒 / 1 月 君

'1ヒぬ 'g は加 藤 拠 的 所 ノJ

EP  !i1IJ工 工 で 26 歳

? 地; ， 

T  - f  : '  

! ‘ 1" i  

② 

1

1

d

 

阜

、

，

q

一

‘

令

-

e

h

-

‘ 2  白 ・ 目町 田 t

延主l' 15 :It 

日等 1 )街 武 藤 三 郎 君

武 藤 君 は 文 鮮 堂 の

石 版 工 で 5 1 歳

① 

延主F 14 士l'

3 等 3 }配 中 村 主 税 君

中村I l i : ;東京 J じ斯'i'u: ir.'¥ 

工 業台市l1:lコ 凶 工 で27決
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ペエスは Ｗｾ の者 ｪ｜ 、 陸の 代 り ｬ Ｇ こ Ｗ Ｑ えの ｴ を道路と心 Ｚ がないか ら 、 そ れだ け名稀の統 ーも 必姿だ。

利ーる蕗官官って上水 、下 水 の 設 備 は どう な っ て居る j 尤も告だって名務の不明瞭と云」、 乙 とは あった

か、 あ れ で 若 しキヤネル にがIJ図川 よろ し 〈兵銀秀 : 立 てほ待望臣、坐 れ ば牡 丹 と人は云』、。 立 ってゐ

々と して 汚 物が 遠 慮 な ; 流 れ て 居 った ら・定めて殺 ; る姿 と坐 っ て 居 る 委 とは令然主主五、課だが 、牡丹 と

風 長 な 事であ らうと考へて見た。又若し犬ゃ獄 、 i 巧繋とはどれだ・け 迩 う か 一 寸 考 へ さ さ れ る 。 凡 そ

はて I' . I 土左f符門が浮んで居り は しま いか と も 想 像 : 物 知 り労に牡丹と巧言だとの相遂を聞いて見ると色

しで も見 た。そ ん な 認で 狭 u 桜 町 を日I な り御予7苦手 ; 々考へ ては; 没明 し て 央 れ る 。 楽 の 色 が違 うとか 、

採 に う ろ 付いで 見た が結局つま らぬ脇山lは 無 駄で ; 花 に 波 艶 と 消懇 の5) IJが あ る と か、花 の香 が主主う主

あ っ た 」 や は りどうしても文明閣昔は昔 、今 は こ ; か、楽 の 胤 l到 の ぎ ざ ぎ ざ の 数 が 遣 う と か 色 々ある

等 閣 な ん て 決 し て 窓 口 を 無 情 lく云」、ものでないと ; ゃ う だ。が結局牡丹と 待望誌のl丘別 は花平楽だけを

気が附いた。通〈毎にある 2 フドの大 き な 鍬 管 それ は ; 見 ては' I 'IJ 々凶維なも ので あ る 。 立 て ば;待望お坐れば

一 つ 11: 給 水 管 で 一つは 汚 水 排 椴 管 で ある建物 から ｾｴ 丹 、 この 言葉を遣った昔の人は勿論認識不足だ

フJ( ｉｪ ｴ に ｆ 尽 く 埋設され て 、 何れは沖 ｄ 方迄汚物は ｊ 甲 ι が 、 この ､ｾ を ｉｉｊ ひて言 すま な ν 今 の 人も随 分認 識

流 さ れ 、給 水 十主 催 か ら述 絡し て居るの で あらう 。 ; 不足だ。

さ ま で 澄 ん だ 水 の色 で は ない が隅悶 川 よ りは少し i 蝶 と 比口 ｴｾ Ｇ Ｎ と ど れだけ遣う。 矢 ｅ 長銀が 一 方 に泉

街 阪 で 河 而 の 清 潔 掃 除 は よ〈 行 き 届 いて 居る o ii1E って居 ると か. 1'I'i而 にあ る と か. 4'  1といとか、少

石は Ｗ ｝｜ ｾ ｬ ｬ ｯ し市n長 いとか 、 色 が お う と か色々 議論があるも の

不 潔 な支那 の割 合 に 蘇洲 の 7]¥路は 挫 め て 美 しい j だ。が 自信がある と保 険っき の返答 に接 す る ζ と

は; 先づない。

鍛 と 般 の中目呉に到 つては、 牡 丹 宇 悠 よ りもなじ

みが少ない震か、確 か に惑う と思」、んだ が 、 きて

何盛がi ! l ! ' s、 んだ ら う と 云」、場 合 が多 い。

結 局 のE r r 世の中の人は区見IJ のない ものを l五別 し

た り、 よしん ぼ相 違 が あ っ て も 素人が 知って居る

必要 の な い も の 迄 も 別 の 名 で 呼んで み た P す る。

一 向 有難うない事象だ。

総 と錠 前 とは }底混同さ れて 居 るが 、爾 者の !l ¥]1こ

はill' U然 た る 区別 が あると 云」、ことを最 近 教へ られ

たコ 一位 どれ だ lず遣 うか考 へて 見 て央 れ給 へ。

談 室話 :

水

T  S  

巧 薬
“犠

、
、、

、ー

登 |場 城

;丘* セ メY 卜の-%.1; 紡狩j や ボ ード類 には 色々 な名

手持 で呼 ば れ て 而 もf!'J. て否なもので随分ど っ きり出

来 て き た 。 建 築材 料 界 の 著 しい進歩 だ と言へはそ

れ まで か も 知れ ないが 、 rjJ には商業滋徳を 疑 はれ

そうなも の もあ って 、 1iJな り選 爆 に迷はされる も

のだ。

勿 論 ζ う云っ た こ とは建 築 材 料界 だ けの話 で は

ない。 洋服 属 に 切 地 を 見 せ て1定らっても 、切 れ 地

の名前を聞いて見ると 、 ま るで出総 目の 口から 出

まかせの綾な名前 を並べる 。 少 しE揺られて 居 る 様

な主主がする 。 いづれも多少は主主うん だ ら うが迷惑

で は ある 。

重臣の名 にい たっ て は 維 の 維 た るものだ。 ウヰ ス

キ ーの 名前か と，思った ら風引き の耳障だ っ たり 、多

川 1 5 8

生

ー分 化 粧 t弘だ らうと 思 って 居 る と皮膚病 の禦だった

りする。

規絡統ーといH侍に r. 稼 J ) 統 ー も 考へて賞ひたい

もの だ。 1止の rl ' が進歩すると それに 比例し て千般

。 71f. 般に捗って被! l $ になって来るから或る科度迄は

』ヒむ を符 ないかも知れないが 、放 置 される と際限

言炎詩 集 は 暫〈修車書中で したが今 月 から また聞

きます。御寝 の時に話を 御 寄 せ 願 ひ ますot l :

築 論結 権、感 想 紡 機、協 合 改 革 案 結 構、証l 舎

it!: t目E妥結構 、 ゴ シッ 7. " 和 歌 俳 句 、漫 街 、没

文一 切大歓迎 い た し ま す 。 が 徐 り長 い と他 の

皆 様は迷惑 さ れ ま す から -400 字 詰原稿紙 2 枚 。

位 の l程度 で 御願ひい た します Q ( 編輯子〉



Ｎ ｾ 作 ｍｴ 阿l

此 ノコ往 復 lよI兵仰 の た、は徒主の )11' .角:i子:; ;.fi[，

財々布日 Jf r な 依 ['1 で設 計する 白1;: Il ; tfj 't( て、 エ

ノ，Ｇ ｬＡ ツ セ ノ ｬ の菊 ｦ し い Ｂｾ ｊＧ (1:; に11す る( 1: ' じ，冷ぃ |

そ ＺｦＮ とんどＱＢ ＱＧ 怨的， Ｎ こ従 ｦＩ ， ｊ ， す る Ｇ ｬｾ ｮｱＡ Ｚ ＿ Ａｏ 二 。

今 池袋 lnl -:t f"J か らノコ 泊旅 に そ_; .て 、 門 併

ノl、帰一、 i温室、 勝手設備 部ＨＱＮＱ［小ｾ Ｚ Ｎ Ｑ Ｎ ｾ ｦＺ ＡＢ，＠

別 、 自動車 節 、 洗 剤Ｚ場 、 暖 房 機側室 、 Ｉｾ ｾＢＧ Ｚ Ｇ

者 の 侠 川 人 ノパlミ' 七等) l Xび [1・a七がな らん で

ゐる。

ＨＧＱＺＧじの ｾ ￬ＺＺ屋 の ｩ 附は地(1%''4';・l X'i .f 祉 交'f. で

凶 イ ｉＡｉ ｉ の突 出 部 ｬ て ｬ 土プ ー ノ ｌ をもった 遊戯 ｊ ｴ ｾ 止

運 動 ｊ わ があり 、 北 ｻ ｉＡｉｉ のち 再出 羽［ に ｩｾ 主主 所 ， ｕ Ｚ Ｎｦｬ 山

sj，'<手 li 'J !きの官官巌 が ある 。 2 併 に は肩1:交 汗:: ! :  

泣 く主人 ｆ ｴＮ・ の 肘 Ｑ ＺＺＱ ｝ え り 泌 ｣ｦＮ があ り 、 ｾｾＺｘ

坊 と ［ Ｑｩ Ａｖ 官 級 の ト が 子供 のｾｾ与 ・ ｬ く な って ゐて

勝 手の 上 に東 西 に 窓 を も っ た原 人 の)市J $沖:

ｊ ｉ ｾ つ であ る。 一 部 Ｓ 件＿となっ てゐ る所は符

の与を需をと ってある。

濁語E の 或 る 住 宅

I  i1  t l:  

:.! j{， ( 1，.' 1も 0)

} ! 唱

f芯、 白

ι ，. 孔"

叶 : 日『 ・

11 思 Jh

間託 ｉ［ ， ｾ ｉ

設 計 .... " チy ・ :J:. J I ザ ツ 七 " 5 9  



ご ｉｾ Ｎ ;lf. ｦ 主ｾｴＺ

介i 1 階 Fド 弛i !iii !  

6 0  渇 迭 の 或 る 住 宅 ぷ“ 1. "7ノl チ y ・z ノL ぜ ツ 七 ノl



運 動 設 備、 図 慈

設 備 l工:ヱ とんどあ

らゆるも の を合 み

一 々 ここで説明す

る必が 出来 な い が

似生其他 ノ ｊ 設 ｗｩｾＺＭ Ｎ

古干ても 、 コ - 9 λ

及び石油燃焼 J日の

温水及び蒸気暖房

換 気 設 備 、 井 戸 を

備へた書室電所、 71<

情 止 防 凍 設 制ii 、

6 "， X  J 2j 告III の 7'

ー ノI 、非常報知器

電Z働 窓 、 エ レベ ー

タ一、冷 房 設 備 、

電 力 に よる種々の

議 所 設 備、電 気 洗

濯器、 !7 '/ 9 と車

扱押揚2告を官I i へた

自動車庫空宇があ る

(  Haukl l l l 、1 より ・本多〕 勝手向きの建物 ( 左 l立自動車邸 、洗河il 筆 、 自動車洗 Jjb. 中*: 1主71<

塔&} ; g小屋、布r . t 雇人住宅〉

軍

号

l i  l  il 了

ｾＢＡ［＠ 2 ・3 階 子lエ iui I凶

湯 温 の . る 住 宅 殺到 マノL チ ン ・エ ル ぜ ツ 七 ノレ 61 



室 の 一 隅

ｾ Ｑ Ｒ ｉ ｦ Ａｬｾ 術家 リ ｕ ン 出品

DJ O-R Ol ，I{ ( : EOl::; Ji; fl 

碕子・鑓金11黒檀製茶器

第 ＱＲ ＱＱＱ Ｑ ｾ 術米 り ＱＱ :，/ 出 品

J: :J IW. ; ，J. J，九じlも、) ); 11; (乍

62 ｩｾ 蘭西最新室内 装 飾家具 類

居 間

'}" ｊｉ ン 附際ｾｻＨ￬ｦ ｬｪ ｲＮ ￇＨ Ｇｉｾ＠ ｾ＠ ＺＱ Ｑ Ｑ ｾＷ Ｑ＠

Il υ ¥¥'E j しIおじ. -¥ZES 樹 氏 ('F

ホ ー ウ ェ J J:. 他鵡J..i;1'f.



FijiY2iiiiiiijjxhz l  
t  一 一 -

. . : 釘 白 比 ‘ ー ャ リ t 泊圃 ・

|内心: 官r - 4 1  

1州 L 革 - ず i
z -

装 飾 的 銭 前

第 12凶袋: 術家サロ ン111 品

I / ) UIS  Ｈｾ ｬ υ コじ民約 Ｚ

打 出 錫 品

第 12j司議術 家 サロ y 出tl 71

:'.lAUW Cf， D八UU. ¥T J¥;作

緩 精 子

百) J 同f)，1 Ｈ￯［ｾ事術家聯合白普賢合出品

L .  ｩＢ ｏＨｾ ＺｓＭ ｕｔ ，＠ CH.  A L I X 爾氏1' 1

金 属 . u骨 子 製 車 ー子

第 3 ｾｾＮｷＮ代著書術家聯合展覧 合作品

:  ｈａｖａｌ ， ち ｂｅｬｴｔｒａｾｄ 雨氏1 ' ro

( Art  et Decorut i on よB ・吉田〉

{ 信 蘭 西 最 新 室 内 装 飾 家 具 類 ホーウェ其他 ｾ ｸＭｲＨＺ作 6 3  



おび た Y しき 火 染 者 lこ満ち て ゐる ア メ リカの非' 常時 ( T hc .An¥eric: LI1 C iey 誌はこれを Crit ical t illle と して ゐ る〉 に際

して失 業者救済のため ニト.木 事 業 が各州 に於て言1'1証され てゐる。

z ユ ー ジャ ーシ ー州ジ ャー シ ー市ユアーク市 rH] 18CO，∞c ｾ ｬｉｬ ｭ 高架 道路 ー ー ユ ユ ー ジャ ー シ ー州［往路会員 にＨＡＨり 計夜 さ れ た

る公衆樹事j を: 粛すとの 大昔1m. ｲＺＮ ＩｩＧｾ て 、 数千 の 人 々 が 直 主 主には現場に於て 、 間接にじ材料を供給する工場に於て こ の非常 時 に

織を奥へられたとノコ泣路の立観的なるに注目さ れ たい 、

テ キサ 次州ォー ステ イ Y 市に於ては 1928年起債せられたる 4，250，OOJ 弗 の公 的によ り道 路 改 良 、 F 7)< . 公 刻 、沼i動場 、事 校

消防線等の ill 設が計資された 、 この<-1' 2，0∞ ，COO弗 iよ道 路 改 良に他 11]せ られ た が勿論土地所有者にも 相 対 量の令 似 を 負 挽 せ し

めたノJ である。

改 良 さ れ た る 道 路 l主成業道路を 二1，とされた が ( 1 ; 街地に於ける滋路 もA、'i}'，:設さ れ た。

負n装の; 以 上は W areni te.B itulithi c ｬＧ ｡｜Ｂ ｃｬｬ ｬ ｣ ｮｴ であ り そ の 入 札 ｦｴｾ 絡は次の 知 事ものである。

19:! 9勺: 4 月 19 日

1930，]:' 4 月 17日

193 1年 2 月2う日

2リ九V- B- on 5 '1 Concrctc  H，出c 2' W - H  1) 11 .') "  C { J ll crd .' H，同じ

2. 03弗

1. 80 11:  

1.70il l:  

2. 20 llJ; 

1.95仰 ( Mれ も1
2
1'.方 I¥!;! 1: っき 〉

l. e5'111 

1931>ド 10月21 日 1. 45¥丹1

主ｾな る［世路 Ｚ Ｑ �ｾ ， 議事堂泊 東第 ｉ ＿ｬ 苛東負ｾ 14j l Tl より第 19j 由

来 第 15j 則行であ る、

l 闘 lよ=- "-ー ジャー シ- i Hキrr !o': i匁 道 路

ト附 はテキ ーリス州 4 ー ステイ ンi li 点第 15 jJ' j の fi;}く的 抜 本 j江

(  ｂｯ ｵ ｬ｣｜Ｂ ｡ ｲ ､ Ｉ の Ｎｍ ｪ ｾ 主

( T hc  r¥I1¥Crir. all C il y  _ リ ・内藤〕

64 米 国 = ユ ー ・ ジ ャ ー シ ー 州 新 高 架 溢 路 其 他



役 員 曾

常 務 曾

... 
E ヨ

時 昭如8年2月6 日午後6時一同8時30分

所 往築協舎別浮:

出 席 者 判 事 片 岡 、池問 、竹腹話2 : ll:; 松索 、

主犯 阪 仁l 、丹雄、 i宇野、7;' 1'・1:問 主 計

1m、111t 水 、ぺ 水 制 伴 今体、小林 、掘図

式 :h  l. 2月例舎 に闘する ('1'

1. 終身主主助 日大林義雄氏を大阪 11H工舎;議

ｪ 斤議貝 に ｾ耳障後切 ｊ ずるの ＨＧＱ

l 評議員合開催 に曲目する( ' ! :

報

浦 、大版 、阿部、間本、}客足車、片附 、jll U

河合、河星皇、小西 、阪口 、f乍l旬、 治水 、

鈴木 、竹版、高閥 、高松、中村、中山 、

永棒 、丹族、{宇野、郷田 、松井、 八木

監 事 徳 政 、松家

議案第 l 鋭

大阪 1自j 工合議所 一級議員候補者として株式合肩上

大 休組 Ｈ 代表者 ノ ｴ 林 Ｚ 義敏氏〉を擁 ｦｴｴ ｦｾ ｲｭ ーする ｬＩ (1' 

曾 員 動 静

入 曾 者

1. 大阪滋道株式合証lーよ り住宅博杭合開 Htl 曾 員

申込の件

1・常設 、記念事業 委員: I f.f 員の件

1. 舎 誌寄贈の件

1. 職業別電話名簿腕入の ('1'

1. 舎貝設iff

報 告 l 常設委員曾経過、以告

i 特 設委 員合経 過、奴告

1. 記念事業委員合絞過、以告

1. 舎 詑 3) j 続編 輯羽i告

1， ｾ 土 木 建築ぷ ｉ 負工事入 札 に常 り て は 漁

定 例制に似 ｴｩｾ を如 ｬ へ ら れ たきｾ n住議

に付後品//; j 依線。 件

石 川蹴 一良1¥君 東区石町 l ノ8

同 〔地方在住〉

日荷 重 雄 君 愛知阪知多郡常I骨Plr 山方65 ( 伊奈

製陶株式曾 j i 建築陶吉正設計部〕

特別賛助員

章者回航次郎君 天王寺区上汐町3ノ44

普通貨助員

卒間 氏次君 此花区凶は烏厳町2 ( 横悶工務所〕

木村 議 徳君 此 花 lE玉川町3 ノ7

退 曾 者

曾 員

1. 同潤 合 よ り級コ: 住宅素人設計常選凶案 ノl、 寺 側 一 君 山悶 抵 卒 者

(  1等 、2与、3等〉送付の件 特別賛助員

常 務 曾

時 昭 和B年2 月 13日午後7時一 同9 時10分

Ffr m築協合別手:

出 席 者 坦E 怪片岡 、池 ｕｬ ， 竹桜且 Ｚ｛ ｉ ｴｾ 徳政 、

松 家 主 犯 阪 口 、丹線、f宇 野 主 計 mi .

清水 、八木 紛 僻 今林 、中村、郷田

議 事 1 定款改正案 に仰する件

" 其{ 也

評 議 員 曾

時 11日和8年 2月 13 日午後6時一 同6時50分

所 建築倶楽部

ｾＭＺＺｉ 市者 害 Ａ 日 議員 秋 ILI 、j也問 、石 i ll 、今林 、北崎

高橋忠二郎官

基普通貨助員

川瀬 忠 夫君 稲 本 米治君 稲井

手宇多稲松丞. 佐竹 義雄君

轄 動 轄 居

曾 員

野 村 一且1¥者 北 区 堂島演iili 2 ノ 15

野 俊久四良1¥君 港 区 東田中町4ノ73 ノ l

松岡 織 江君 堺 市 松 屋 大 和 川温2 ノ45

池 方 曾 員

J)J苧!

!河野 1i'<f'乍15' 滋賀線滋 't:'l 君11石 山岡r，鳥居川 1∞

前 Jl I 緋二宥 和 歌 山隊 海草郡川氷村大字川遊
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川 66

曾員 故園部文雄氏宵照

本 舎 の 元 理 息 長 であり 盟主事 で あっ た劇部文敏 氏

は Ｗ 年 Ｑ Ｒ 月 Ｑ Ｘ 日 昇・ Ｗ ｾ され ま し た 、 ｩｬ￯ｊ に ｉｩ￮￭惜 に禁 へ

ませ ん、 と込 に生前大 へ ん お貌 しかっ た高木 、?とi

橋 爾 氏 の遁 悼訟 を載せ て謹 んで 鎧 憶の よす が と し

ます。 またわ が合 員 で あ り尚洲佳 築 協舎 の合長 で

あっ た 小野木孝治氏も 闘 部氏と同 じ日 12月 18日逝

去 さ れ ま し た 、 と L に読 んで哀悼 い たします。小

野木氏に就いて は松祭1 [ ( 光氏か ら親し 〈次 の文 を

mたピきました。

親 友 園 部 君 を 悼 む

先 年 病 病 の 矯め大阪市技術 の公月誌を 衣:て矧l 恩和

歌 111県果、闘部に て 披発中 で あっ た凶 f: ll '.Ii¥の百ト報 が p.;

l敗中突 然 報 せ'ら れ た。

長 に 同 省 が引退後! i nも無 〈貞!.rx な る令家主 is止は

れ 淋 し〈四人 のil 見 と共 に 御 雨 親の下 で再 起 の

希望を ま長てず.. R 管苦手援を 努 め て 居 られた が 、そ

れも 今はｾ し くなっ た。多 〈 の 泣児を老 い たる

御雨宮兄に托して逝かれ た阿君の胸中 を恕 」、と誠

にお 叙 の 議に1越え なν 。 同 君 の性絡 は一 言 に す

れ ば純情m: 行 の人と も言」、べ 脅か 、数々 の美目的

を持 って 照ら れ たが、長国目で物事 に熱 心 でtt

任 感の強い 人で あった。

和歌 山県系立徳義中与 を経て 明治的年第三 高等

製校 第二部 叩iD1に 入製問43年更 に進 んで 東京帝

国大祭 工科大惨 ill 築準 科に診リ . 火 疋 2 年 優 秀

な る成紡 を以 て卒 業 と共 に直 に陸 軍第 一日IIi 他1総

王!Il f'仮に岩手服せ られ た、プ大I( j克巨 4 ｾ作 ｬド ミに は 背 μ 〈守 奇守，ｾ備｜ｦ ￭鉱 1広王

百終q乎t 王拠型7郊1司裕1私1に移られ同 5 !I年F 4月 大阪 他 兵コ工4 城Tにこ さ業提z務奇

q肱蝋区凶j 託と な り同d年p 5 月佐陣主1軍!巨11荻支刻自削師d耐i に任 せ，られF拾高5当i空勾等E芋;'i'心'i'山，':ι，

七 等 に叙 せ「ら》 れ た。

同 Ｘ ＼ＱＱ三 に再 び干ｉｦ ｾ 守 ｪｾ ｩｬ 附 と な っ た が 、 主 ｾｉｆ に

は 内地 に 反 り 第 16附閥附 とな り同 11年 8 月j主WJ J

縦一- ' g等も 高等' 自 5 等 と迄 累迭 さ れ た が、Ifi J

9 月 には 大 阪市 技 sI !i と して 岡 市役 所 へ縛拶J さ る L

と と となっ た。

と こで は市 場の建 築 に従事して 居ったが 、昭 和

Ｒ 年 Ｙ 月には大阪市長より市場ｾ築の 好 ｦ 究調査の

! b め欧米各 国に 出張を命ぜら れ た 。 同 君は此 頃M・

に多少健康 を符 って 居 られ たゃう で あ っ たが 、古長

行 中 少 なか らぬ無理をされた事が 今度 の梢 D 最 大

Ikl をな した取は誠 に 遺憾の鮎 である 。

E苦朝後病欣謡化の傾向ありたる! b め 、 同 4 年 3 月

休 戦 とな り、同 6 年 4 月途 に退 験 し専ら :st主主に手

を匙されて居ったが其 頃 令 予 言ＮがｾＺ逝 された Ｑ ＱＴ Ｎｊ 紛

糾l的 に悶哲の約書i に怒 影 響 を奥へた I1Hl 否ま れ な

ν、。

同君が必の少し前 1亡級 友 鈴 木 氏 に寄 せら れ たる

手 術 に よるに阪 に生死 の御念を超法 してよu略取問

題を 銀 へ て考究し 凶 家の官iJ 主主を惣 ひ 、病背 も忘 れ

ハ 管1貯r 養 中 なる III 記 してあ った 、未 だ 未 だ元 気で

死 に直 面せ る人の脊 簡 と も 考へ られないものであ

ったが病勢 :立念激 に怒 化 して絡 に長 逝さ るにiil っ

た 併 は 械に残念 ｾ 段で ある コＨ高木 ｩ 原之助犯〉



園 部 さ ん の こ と ど も

大 正 5 年 のほiで ありま したかill: 築 線誌 に 背 均 士

狐 逸 が 終 管 した詳細 な餅 究 が数 ヶpj l こ] 壬っ て載 せ

られ ま した 、 そ れ が 側部さ んの 名 を記憶 した初 め

であ ります。 其 夏の休暇 に 私 l工一一 大 梨 わ三 年 で

した ー 背 烏 に参 リま して 、常本さ ん rll 村 琢 さん

柏 木 きんさ宇に種々と 御 厄 介 にな りま したが閑 ; 切さ

ん には鋳 園中 で御 合 ひ 出来ま せんでし た。そ の 忽

ｾ 、 私 も 製 佼 を ｦ ｬｪ て大阪 に 腕 つ ｦ 司 て ま した 、 大 ￬ｅ

舎 が 出来 た その訴時 の こ とです ‘ 多分そ の ｾｦｴ のこ

と L 恩 ひ ます、初 め て御 曾 ひし ま した。 そ れ か ら

ＵＮＶ ｾ 私 も 留守 い た し ました が 、 腕 って か ら 不 忠

議 な縁で税 ;岐 に聖書がり 、綿 々の 機舎 に 御 自に か k

りま した。間 百15 さんに 洋rr iJ 、ら鯨 られて 間 もなく

市役所もり| かれ ir<i P;f :こ就 かれ てlr "Fの11旬、 jII : 乃 'i
J

を横 目で 眺 め乍ら皮肉な 弘司祭を 漏 ら3 れて ゐ宣 し

たが建築協 舎 に J"J して1，絶 へ ず品自 己、 を持 って J .，) ら

れ た様で した。 1舟見舞 に上っ た時 lまいつ も話 l土協

舎 の ζ との みで あ りま したo ｦｉ ｾ 司 王とし て 、 理 事長

とし て 位 事 と して永 い間 協舎に 殺 して来 られ た の

ですから無碍 もあ りません 。 州 以 の初}羽に常りま

しても役所の 仕 事の外 に、 協舎 の方は辿1 梨長 とし

て節分泌務 が あ っ た様であ ります 、特 に協 舎 が法

人 組織 に 更る 際 で 、 その吹疋 委 員と して役 員と し

て 努力が あ り一日.時 あ だ かも 閥 東京 災 の時 に常 り色

々の鐙 51'1: が あ っ た If l でみ リます。 そ れ等 の 心 労 が

病 訴 のJf¥っ たー の原 11<1で あっ た とは向 身も 認 め て

ゐられ た 様 で した。 私 が協 合 の仕事に 直 接 胸 係 し

だ しまし て か ら始終鞭縫 していた ピいた の も関 部

さんで した。雑 誌 の ζ とl士、、つ も蒋 ん で1まひ ま し

たのは何 に よりの 喜 び で あ リました 。 昨 11 yl の未

亡 くな ら れる ＼ｪ ｾ 月科前 部 ｪ 妻 が 伺 った時 に も 、 ｩｚ Ａｊ 舎

の話 干 雑誌 の 話 があ っ た末 に、来 年 少 し股 が よ く

なれば大 阪 に U:l てが「らしい建物 も見 て 歩 きた い と

の撃 もあった とや ら、 そ れ も 今 It 果敢 い夢と なっ

て しまひました。 協 合 の 功 労者と して の 闘部 さん

の ζ とを 香 〈つ も り が 私事 の恩 ひ U:l ば か りに な っ

て しまひ ま した。私 It 闘部 さんを思」、時 い つ も、

北 紀 の山影 の 村 、 老 いたる前1父母 の も と に 、父 な

くfまな く、寂 しい 四 人 の遺 児 の 将来 に幸 あれと 祈

るのであ ります。( 高橋 祭 治 記〉

曾員 故 小野木孝治氏宵照

小 野 木 君 の 面 影

l明治 3) 1，1ニ東 京帝 園大 事 工 科 大併 の ill 築 科 をlU

で 海 軍 に入り て Jt 技 術 となる 。 営 時 の軍部は 市: 人

格 盛非町長到員 を観る こと )¥Ti る腕〈中 々技 術的計量E

:蛍!i.;i] の受特 命* せらる 弘事 閤郷な り、ま互に先 づ 人

生 行 路 ノ〉 険 を『符み たり。明 治 ＳＶ 年 ｾ ￬ 湾総 督 ｬ ｦＮ ｦ に入

る後 藤新 平氏 を主臓とした る新 他民地 の新 政 治施

設 の一部 を 分撚 L -J毛利 腕 を銀」・ 、明 治4G Ｂ ｬ ｾ ￬ 紡織 人

面上時 の i前織 は有 儀 の材 幹 を 集め 意気 街 天の慨 あり

't-¥此 問 に廃して 技 術忽 閣 の 一 部 を挽 任 L 此号事の 人

々 の 空想 到 惣談 論批 判 に鞍 掌 し 其技 術精 紳 を霊長i市

し豪放に して納 心 巧 み に 多く の建 築 を成就 し依 て

同胞 をまl震の基 礎 を築〈 。 此n月欧 米 に 遊びi前繊維築

課長 、 満 訓 ｈｾ 築 協合々 長 、大 連 市 曾 議 員 と なり更 に

南 満 洲 工業 専門事校 建築 科長 の礁 を鎌 ね 、建築 界

の 毅 展 に努力 した り大正 12年 矯 め て 共 同 建 築 事 務

所 を経 営 し た り し が昭 和5 年 、 之よ り退 者、 i前洲

こ)-.木建 築 協 合 顧問 たり 、1耳目畿 12 月 18 日突然愈; 逝 せ

り享年五丸( 松家 主 光 記 〉
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「建築競技執行規準草案 ! に封ずる

日本建築協合法制委員曾の意見書を譲む

堀 7ほ

殺 さ に 日 本 建 築ー1:舎 から im築競技執行規f ¥i ¥J  草 案 に謝 す る 意 見 を

求められたに1 "1 L 本 合 ，-:: 11; '  nnuりl衿; を滋 した ると同時に本誌 15持 12月

放 に 全 女 を 偶 載 し去、 これ に対 し て 同 合 員 射 越 三郎 氏 は同舎 の後 関

誌 ! 日 本 建 築 士 」 第 11 塁手第 6 械 を以て懇 切 を締 め た 「 日 本 建 築 協舎

法 制j 委 員 舎 ノJ 意 見 舎 を 積 む 1 j ) 一一文 を後表さ れた 、五Eに ζ ノノ令文 士

締 i隙 し;本合員諸 君 の参考に供すると L もに期 Jig尺に劃して深英なる

品kM: を表 L ます。

夏目

|一l 本建築協合の機闘誌「建築と踊f : 舎| の ] 2 月駐在は 、共舎の法制委員舎に於て 、先きに昭和

1; !. 1:.li 月稜行の本合力: 合誌「円本主主築ー1: .1 に護表しに I鐘築競技執行規準」 を寝議しに意見{ f

J掲げ 1: 。

本合力; 1-建築競校執行規準」京会経営殺表して、建築界の意見を求め 1: のに封しては、先き

に「建築世界」誌 ( 7 !.p o 月披 ) の論文に後し . ー部 人十の建築競技革i E 民主主の花 る所佐知っ

て 、 大 に 意を ｾＱＮ 長、うするｽ￭ｊｦがあっ Ｗ こがー史に今 Ｎ 有 Ｍｽ ｊ 1i.る 日本建築協舎の法制委員舎の言伝 誌を〈

ことは 、誠にみ;'1実の #: rJ である

元来 、何 事によらす¥規Jllj などを 起 l干する者lよ、蝕りに出Hl かく共の問題に淡顕するにめに、

助もすると . JJ 干肝要めの精ijirj l迄も忘れて仕舞ふ恐れがある。それであるから岡目 八 回で見1: 意

見に啓稜されることカマ 1>" ある 。

併し、概して規則の原案者は、榊i係する諸僚の事項に樹して 、充分なる調俗研究全遂げ' て

} 心るし、之を見て意見を言ふ傍側者1立、成立し1: 規則の表簡のみを看 るのであるから、 共の意

見や評言力; 的を外れて居る場合が多いも のであ る。

特に本「建築競技執行規準」は建築競技に閲する全部の規準では無し競技主催者の参考

となる可き規準のみを示しにもので . 極 めて簡約して建築競技の真精神を説明し? このみである

から 、之 れに車mかい理由や許俸をかlへ なければ、或は局外者には容み込み の悪いかも知れない。

目下引飽いて起草して尉る建築競技標準規程作成の後、 此の雨者{ f 併せ見れば、容易に首

肯さる可き問題も、執行規準丈け見ては 、誠に不用意 、不備、不適首に見えるかも 知れなし、。

日本建築協合法制委員の護表され1: 意見に於ても、此の種の不了角!f の結果が各所に現はれ

て出る。 近い所で あれば委員舎に設明に出れば 、容易に氷解さる可害 事項が津山あるのである

が、何分離れて射るので 、夫れも ならや 、誌上から説明をするより致し方が無い。

以下 日本建築協合法命IJ 委員の護表し仁意見の全部を掲げ、之れに割問して説明する ひ

s g  '" 



向 lま此の問題に就いては 、EEl- 者が「日本建築士J 7年7月放に il 誕せに〆建築競技執行規1 . ¥' 1に

就いて" をも併せて一読され度い。

終りに臨んで日本建築 協 合法制委員諸君に Ａ 事〈感謝の意を表し Ｎ 下 ｾ ｊ ほ進んで訪れ、Ｑ［Ｑ Ｑ 鏑ｾ祈

ふ。

日本建築士界の

『建築競技執行

. 規準『草案に封

する意見書

( 日 本 建 築 協 合 〉 法 制 委 員 曾

日本建築士舎から同舎 が制 定 し

た る 「往築競技執行規準 J 草 案 に

闘し て本合へ意見を求められた に

つき本姿員舎で審議 の紡泉以下に

掲 げた宇うな意見を符たがI同舎草

案令文 t 参考のため掲げて置いた

序

本笑 ｾｩ 直覧するに共の胃頭にも

明記さる〉虫f J ｾ日本建築 士合合員

が共の合組に合法的に建築競技に

参加し得る如l き「適首ナル審有機

附テ具備シタ J¥.- 競技.J の規準を示

さんとする趣旨に殺し1: るものと

持 ( 1 】

も併せられ本築中随所 l二日本建築

士合合員に多大の特典を附興する

やう 企固せ られ?こる やに解せらる

〉賠あれ併し乍ら若し本案がー・

部特定の建築家用として立会長せら

れ? こるものならば本協合としては

之を審議す る必要なきも のと考へ

られ従って本委員舎としては本案

佐一般建築界に適用せらるるもの

として の仮定の下に審議せり。

術本築は草案にすぎす・して建築

士舎が公に蛮表する迄に は筒幾多

111 7 0  

日本建築協曾

法制委員曾に読 ｾ ｊ 日 す

[  1  ]  本「執行規準」に於て 、日 本建築士合合員が

多大の特典 を附興せ られ? こりと罰ーらるる貼は . 競技者が

“ 競技ニ首選シテ主催者ノ委l鴎テ受ケ共ノ建築貰施ノ設

百| 監傍ノ任 ユ官; ラント期スル者" ( 第 5 J ? < ) である可きこ

と し 審 判 者 の バ 字 数 以 1-.ハ建築ノ設計昨日| ぎテ業トスル

モノ" 1: る可きことのこ黙であろう p

前の貼に闘しては 、“ 建築競技= 要求セラル JL 設計困書

ハ建築計霊ノ基礎テ決定ス ベ キ恭本設計ノ ミニ シテ建築

設計ノ全部ニアラズ建築ノ宜施 = 封シテハ賞地設奇|テ 完

成シ向ホj住ンデ工事: 蛇作テ途行ス )1.- ニ非ザレパ首選者ノ

創意考築 ノ粁 スル所ヲ稜現スル能 ハザルモノナリ・1 第 10

7;り それであるから J 原則 として競技者は競技に首泣して

建築資胞の設 計監 併の任に首 らんと期する者でなけれはー

ならない諜である 。向ほ本規準に定め 1: 共同建築寸てなる

ものに就いて 、 首選ｾ Ｎ と共同して建築貨施に際し監併の

任にも首れる万法もあり ， ; ) cして一般あHt 有力: 除外さ

れ、本合合員のみが多大の特典を附興されることにはな

るまいと考へられる。

第二の黙に附しては .格子IJ 者( ; 1 . " 建築専門家タルテ安打

Ｈ司ｾ 6 章〕するが ，nlt 建築の専川家と謂ふ丈けでは、貨現

す可き建築の; ) j 基本設計闘蓄をT糠炎判定するのには不充分

であり、共の審判者の中に建築の試計蛇作創設とする手4・

{ f 含むことが必要であることは論告子侠にない所でめろ

うコ審*IJ 者の“ 半数以上" ( 第 6J j i ) とし1: のは 、審判の

最重鞘を質際の建築設計 lこ置い 1: 矯めである。然して特

に“ 設計監'1誉テ 業トス) 1，. . 毛ノ H として 、所謂建築士を奉

げ、官公の技師、合祉の技師、請負業者の設計者の如く



[ 日 建 協 委 員 の 意' i l 明

“ 建築設計テ職トス) l . 号ノ " を含ませなかっにことは 、

設の越郷

本規準が本舎の起草にか〉るものであるに由る計りでな

し他に原怖さる〉建築設計者としては、特異の場合を

除いては審判事務に劃して、充分に自由なる時を干すす可

の推献を経べきものと思考さる〉

勢、 1)

が築中字f ; J}主の他に不明雌. 疑問

者 t 可

の貼多 k .1) り叉後と裟の説明とを

混同せる如き矧も見受けられ之を

成分として逐僚的に字 "-'J の審議を き筈が ＱＡ｜ｾ い諜であるからである。

[ 2 J  字句には不明確な所はない獄りである。若し
なす事は如何かと考へらる依って

不明雌であるならば、恐ら〈は、共れが不明雌である必本委員舎は逐僚審議を避け笑の趣

要が{ - f - 在するからであって . 決して、不用意や不注意か旨に劃する意見書の)1手に於て Inl 答

ら来? こものでな〈、意識的に表はされたものであると信するをi直吉; と思考す。

じて居る。建築競技の 目的 lこ就いて

疑問の黙は順次に説明する。本楽に於ては「建築競 ￬ｾ ハ共ノ

此の「執行規格」は元米、建築競 : 交の " 某礎[  3  J  主催者タル建築 ノ金聾者ガ同一ノ

トナルペキ諸原則テ説明ス J L- " ( 第 1 指〕指針であり、規

ｊｬ リ計りを雑列しないでＮ成る可〈説明ｾ多くする方が有

効的なものとなるのである。! J : ，J に建築競技に閲して指針

建築企聾ニ劃シテ同時ニ多クノ娃

築家ノ設計テ集メテ共ノ最モ優秀

となるべき規程も無し笥慣を11' " る可き良い質例も前! ¥ｾ、

我が聞の現; 伏では、規則中に共の旅項の含む精神を説明

ナルモノデ遺出シ之ヲ宜現スル翁

メユ行ハル、モノナリ」と記il 誕さ

れあるも全渠の精耐11
1剖寸度するに

する必要が多い諜である 3主事ろ競技首選者をして共の首選後

外閣の例などで見ると. 建築競技に闘する諸規則の鑓

濯が、世に良〈此 の間の消息、を 物語って ，ｾる。

[ 4 J  

を共の ま〉賓現せしむる事に重刻1

を置き，じいて首選者をして之が設

営選者の建築家としての立場機利を擁護し、て

に

一

場

以

'

出

一

立

を

い

一

一

の

事

ニ

嗣

て

る

勿

し

む

は

と

し

之

家

ら

、

築

首

り

建

に

せ

の

任

と

者

の

件

選

作

僚

首

監

要

て

計

必

於

且つ充分の責任を負はしむることは、絶筆} に 1必要であ

る。之を些かでも犠牲にして建築競伎の組問を腕めゃう

とするカ' ら、現存. 行はれて居る虫11 寺、不満不卒の撃の絶権利 ｾＱ 司民生するも のな れども 一両

えぬ不備な競技力; 行はれるのであ る。

主催者の希望は懇げて全部、競技規程に含まれて居ら

なげれば 、競技が行はれる筈: 力引! れ、。主催者の希望が次

に於て建築競技の純l討を縮小し主

催者 の Ｔ ｔｊＭｾｾｾ 極度に抑制し且つ主

催者に義務を負はしむる結果とな

発 ( 九}

る、か〈の虫nきは反って合理的建 } ，E せす¥或は希望の一部を不明瞭にして、競技を行はん

とするが虫 ｮｾ は 、 許す可からさＧる我が催と謂はなげれば築競技の褒達を阻害するの結果に

ならぬ。到 らん事を恐る〉も のな れ 一般

'

 

，

 

E

 

主催者としては必然義務を負ふ可きである。自 己の長
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似せる特定の建築家にまJ し、希望を示して、相談しつ〉

的に諭する場合建築の企聾者が建

築のaU志を有し共の基礎案決定の



参考としt 優秀なる建築笑を航〈

募 集する場合多 々あり本当ミによれ

ばか〈の主[ 1 きも のは本建築競技よ

り除外するの止むなきに三五るも の

主考へらる . 而iかも本主総に揺する

建築設計競技は首初より似怨建築

金聾＿こる こと を主 ｦｬｬｾ とし之にも該

首せざるものと梢ふベしE見丘主主筆

競技中最も多き之等の ものを? 全然

除外す る如 きは一考を要するも の

と思はる 。

主催者競技顧問 . 審判者の関係

に就て

競 技 笑 の 審 査 に 闘 す る 主 催

者 、競技顧問及び審判者の閥係に

就いて本笑に 明示する 所は徐りに

首選者の笑及び審判者の純建築的

普( : )

立場を偏重して主催者の意志表明

の充分なる機舎を欠げる拙なきゃ

を疑ふものなり。

即 ち審査判定には主催者は勿論

主催 者の利害 、意志を代表する 競

技顧問をも除外しめるも建築が純

粋に嬰術的技術的償値のみを主H民

とする特殊のものは別として少〈

も之を賞用に供し利用せんとする

限 り共の主催者の意志、才ri 墜を代

表し且つ建築技術上にも 優れにる

競技顧問は首然審査に参加せしむ

べ きも のと考へ らる 口

向建築技術者な らさf る主催者側

代表が多数参加して従米建築鋭校

III 7 2  

』同 t去 の 説 明

漸進 的に さ 集 金試みるｾ Ｂ き自由は 、公 げに行はんとする競

技に之を後期す可きで1! 恥、。

[  5  ]  合理的建築競技といふことケ如何なる意味で

謂ふか ? 合理的建築銃伎と合理的建築設計とを混同して

はいけぬ。合理的建築設計の方策として . 普通一般に行

はる〉建築設計監 1手会磁の方法と 、介理的建築競技 に 依

る手段との二方法がある のである 。

(  6  ]  現在建築競技中最も多くある虫n寺、参考案全

求めて 、之を参考として 、建 築の基礎奈を決定する様な建

築競技を肯定することは、絶針に原則とすべきで ｊｍｾ い 。

此の間茜は建築の著作慌に重大な閥係を有するので .

一寸此慮で短か〈論じJif すことカ ;111 来ない のは差益企:でめ

るが. 建築鏡抜の常選設計に l銅しては 、著作慌の問題を

熟知し ｴ］ 上で合｜ｾ け れば 、 論 争る の 資格 が 無いと 古 川ふても

良い程であるの

どうか、建築競技の|問題よりも 、腐 〈且つ大きな建築

著作付Vi問題を良〈了解して 、建築競技問題 の解決をして

貰ひ度い。

建築設計を - -} j"の紙に智内 、?こ|盆l案の如〈に倣 はれ勝ち

の世間の誤解を j昨< t こめに 、建築家は自省しなくてはな

らない。 建築の著作慨を 1日見しな ければい けな レ。

(  7  ]  主催者の立思表明は競技規院に依りて篤すよ

り外に 手段のあ る可事告1が無し、。之れに就いては既に

【4 】に於て設い Tこ通りである 。

競技規程に護表されに以外に 、主催が何カ s特別の古幽

割程持して居る様で 、正しい競;交 を行ひ得 ると JBふのは

驚く可きことである 。

競技者は競技規程に lりj 示されに所に操って設討をす

る。之れより外に頼よる可きも のが有る筈力引い、。審判

者も 亦、 競技規程に |明 示されて出る所のみを以て需手作判

Ｕ 立を する の でなりれは ー 公正なる審 ｾ ｉ 、 ｉｊ カ ワ Ｑ｜ Ｊ る託事力引｜ｾ L、。

それであるカＧら競技 Ｉｾｕ 主といふものが Ｎ .f!_sめて }f1: 袋刊.
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を有して) ; せる の である。に多ノレの悪例を＿崎せるｾ質より之

競技師ｩｉｾ け が様 判にカ ｊｉＨ よる可からきＧることは 、 第 州 市に等 建 築投 術者ならざる a宋 判 官1 こ判

於 て 説 明 し で あ る 通 り で あ る 。 iBE技 規 科 の 立会長者とし
る

や

h

h

o
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る

不

一

ふ

は

カ

市

中
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限
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制
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敢

然

て

γ
金

、レ

袈

e
白

て ‘ 主1W者 の立|品l ! dUI 犬山らさす組事 、規 科 に 特 殊 の 闘

心を 有する競技府Ａ問が 、議 ｾ ｉ 、ｉｪ 者中 にカ ｊｉ はることは、 ｬ ｬｴ 頃と思惟 せらる 。

行はれる競技 の 穂 ｾｉＧｉｊ ＨこＮ人 の 有力 一 ｟ｊｬｾｻ ， ろ多〈の場合に史に「害型 ｬ 者ぺ競技ぞ ｦｴｾ ｊｉ ス ル

貨 は 無 力一一一柿 誌 の おーが 在っ て、 自己の主張営強要する生 ［Ｚ｟ｾ Ｎ Ｑ 呈ズ ｊ /: の従 うl <i 一般の引条件 を

とのH玲を? 持: に す る 所 に 似1= る現象を起す恐れがある。除 外 せ る は 共 の 何 の 理 FI¥によるも

建 築 技 術 者 で1nれ、入金簿4・1]1こ入 れ る こ と の 良[  8  ]  のか 了 解 に 苦 しむ所なり。

い場合もあろうが 、之 れ に は 弊 守 を 仲 ひ 易 す し、。 よ 〈 管
ＳＨＧ，辞 Ｔ ・ ｉｊ 者の ｲｾｾｊ 数以上ハ建築ノ

閉経営に 任 十 可 き 人 が?刷、IJ者の中に入る ことがあるが 、
設計蛇，/ ' 千テ業 トスルモノ」とのm

* (川

定める も 「 支¥- A ) レ」 と は 解 脱1:

組問甚 ＱｾＧ 不明瞭にして恋し之を＿扶

Wi か る 場 合 に は 前 項 でj在ベ 1=械 に 、競 技 規 程 に明示 さ れ

1=1床項以外のf削11二で、自己 の管 理 経 営 等 の 経 験 か ら 得 仁

被i自の見解をも加味し仁徳判に rF i りやす い。競技規程に:詰に jfy(: 牒して所捕事務所経営者ーを

f I 月示されて尉らぬ様な伐1'1:，を加味して稼牛IJをされては 、
指すものならば何故に力、かる制的J

競技者は? こ主ら 1';' ｾ、 ｌＧ らう ｄを必要とするか了解に背しむ所な

本i見準では 、斯 〈の釘1 <  !JI{' ;害をI'uiAJ実しやすい こ /:( 1、
り。

似 力i!lt 付る様に起議されてある。競 技者 、入 選 者 、 曽 選 者 に 就 て

為市j者カ: 競技に参加せき' る乙とは 、制 め て一般 的 の 常
4トーさ長によれば競技者a 1- .) 与ノ建

ぷ で は あ る が 、 戎 る け 妹のなり f? に l土、相 互 に 森'l'lj をする
後賞ぬノ 設日 1.1此作ノ任 ュ;巳・ラント

Yfl き指名競ー技も 怨像し仰る の で. Ｍ Ｑ＾Ｚ Ｂｊｾ 併では［ｾｾ I  ¥ ｉｾＧｉｾ＠ :- 建明ス ｊ ＡＭ 有」と組定 ｾｩｕＨ 入選者ｉｪ ｬ

築立 ｪ｛ＮＡ 支規科」 の Ａ保Ｚこ於 て “ Ｈｬｬｬ Ｉ 苦手中 ｉ ｊ Ｍｋノ機問 ｕｾ ビ 任 務ノ

規定並ニ: } l . : ノ氏名. ，なる工:f iを 設 :t 1: " 3 t : t に止めである 。

[ 9 J  

v) Ui - - 11[ のも のが 設 訂 版 作のf:f:に

市 1) 作さ' る場合に; 主 J 七の : t ( 主失絡

" 怨事長ノ ri 計十監H ヲ業トス l !- モノ ' l こ就いては

【l 】 の主党明に JBE きて出ると J出、 ふ

自己が主偲『とな っ て 北の臓を行ふも のの怠で 、 相 官 に 法

-‘ 業 トス il ・・とは 即 丸.

す る も の と 規 定 さ れ め し 之 :i 住

体訴で、 jl /i fご日月l Iit でゐると考へる G

し
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制［ｾＨ ｾ Ｈ，ＺＩｾ七市首選 ト入選 Ｇ ・の伐に於て、パ ｩ 些［[  10 J  

巳ムヲ得ザ 'l. ｾｩｈｉ ニ ヨリテ入選者中ノ第一 Ｎ ｦ ＮＧ， ｾ ノ モノガ非 や や と思考さる〉寧ろ首選手Tに

此ノ{ 壬ニ 'JJt リ要性キコトアリテ競技顧問ガ之ヲ至常ナリト
して設計! 主任する の立 思 め る 以 合

認メタ ノL トキハ第二作ノ 毛 ノヲ以テ首選者トス，. と規科司

7 3  111 

し1 : ことは 、 会 付 聞 に も 異 論 1) S:コつに所で 、之 t H主校校

之に相官; の優先機合認む‘ る方FJJ' I

な h と思考 す。
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越邦i日 建協委員の怠 ｉ ｾ ， 見

の本質から 見て第一イ，rの策を賞現する ことに規定されるf古} 首選者の設計略作

べきであろう。

fti・し如何なる 場合に 於ても、 首選 者の著作機が鎗霊当

る可き ことは 百 ＱＳ ふ起 でも ＱＡＡｾ い 。次 に 此 の 問題に参考 ｫ な

して共同建築士を選任 レ得る規約

を＿記載しある も批の場 令官ｾ判と

i-¥; 同建築τ1: との地イ立、i制f系は山?ご

る可き著作機法の僚頃を抜本する 。

第一線 文書 Ｑ 筑 述闘 ヰ Ａ干ｾ築彫刻模型潟Ａｦｴ ｩ 策委手話 ｫ 哨 ｪ 主ノ他文まさ

事 術若ノ、美術ノ 範 園 =- 1蕗スノレ干干作者 ノ、 兵 ノ 符作物 衿l ｾ拠ス

ノι ノ継手1) チ-';¥'・有ス

不明にして貨際上幾多 の|利難な る

問題を? 生すべ き:皆、れあ り、之 も企!!;

築競ー技の目 的を前記の如1 < 改め る

事によりて叉解決さるる問題な 1)

Ｇ ｾＺｦＧ乍 椛 ノ、 之 ヲ 泌す ｅ ス ノ ι コ ト Ｗ 得

第 十 五 燦 著 作 権 ノ相続譲渡次官I 入" J t / 託銀7 ' ' 3' t クルエゴ! ‘

サ レハ 之 7 以 テ 第三者 =-l f 抗 ス ル コ ト '71' 11 来

第二銭

懸賞金及契約に就て

懸賞金の最低額を本来には「競

技設計間帯作製費テ前 フニ込ル可

第 十 八t主 将: 作権 ヲ承総シダ ノι 者 ノ、税:作 者 ノ同 意 ナ F シ テ 其

/ お: 作者/ 氏名籾銚 7 置き更シ策 ノ、 J:J:. / 披 題 7 改メ 叉ノ、-l':. ノ

著 作物 7 改mヌ ノレ コ ト '7 ｾｾｽ ス
作
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現今屡々行はれる建築競技の様に 、首選閥系に闘する

総て の椛利 ft>i : 催者ーが取り 上 げる ( 買入れるといふbーが

油訴 か もｾＺｉｬれないＩ ことは 、 著作樺の譲渡としては認め

られるが、建築の著作慌が開法によって傘重 され、 其の

考 す。

本築には競技規定 と首選者が設

ｾｦ 作者 の 機利として記‘められて居る里山を汚辱するもので

める。 共の誕渡は法律的には有効に出来るが . 著作樺の
計hYi 作をなす場合の契約保項 とを

全宇重すべ き以所 の梢抑" を淡却 し1: 遺り方である 。
不可分のものとして記故しめるも

発( 1 2)

契約依項の如き物は全然別例の物
共の上、共の築を取り J -_げて 、之を改鼠することは 、

著作者の同意なしでは 、閥法を 以て禁せr られて居 ること

であって 、11夏令共の著作者が之に劃する抗議をなさ令と

よ主主主倣 ふ可き ものと ，思併す 。

も、岡然を? 破って居ることは 、事賓と 言 はなければならない。

此等の賠を考慮し? こら 、絞りに勝手な建築競技規程を作ることは 出来7μ 、こ とが判るであら

守 o

懸賞金に就いては第三掌 J 建 築競技" の僚に “ 競技設計岡著作製= 要スル経費テ償[11 ]  

フ= 足ル ベキ額 タル デ ' 要求してあ 1) Ｎ 甚 ＱｾＧ 漠然 Ｑ Ｚ る所 があるから 、 伯 ｈ ま考慮を廻らす可きで

あると思ふ。

＿＿註ｾ者が設計 ｬｆ 左 Ｇ併をなす ことが 、 肢も令理的であることは 、既にじ】に 於て述 べ ｔ こ[ 12]  

通りであ る。此の鮎を肯定する n 上は、競技の符; 初から J おt技ニ常ruシテ主催者ノ委11叫ヲ受 ケ

共ノ建築武地ノ設計監 Ｇ ｬ ｾ ノ 任ニ市 ラ ント削スルＢ ( 第 5 1ft) 競技者に劃して J 設計監併ノ iモェ詰

J 1.- ベキ常選者ト主催者トノ 契約書式，. ( 第 S 業〉を明示することは首然の必要であ る司、

1，.  7 4  



(  「建 築 と 日 」 定 慣 表)

毎月 l 凹 1 日後行 |  

加 駁 | 定 慣 l L 土!

l 鋤 ) 5 o  ｴ ｾ＠ I  2 銭

1 2 冊 I 6 闘 1 ヌ 4 銭

|  慶 告 掲 載 料 金

普 3Iii 1二豆-l ニlfl ' I_15∞

普 tIii I  ｾ頁 ｉ 1 回 8 ∞ |

九州戸 iL竺己 工I 45.00 1  

党前糊河辺 i  l 頁 |  1 凹 i  40.00 

費 ー一，型 1 ! 頁 l l 回 I 2500 

間 l & '& lII f t l'l.， ト一 一一| 一一一一卜一一一一

一 て己挿Ｉ ト ｬ す ｦｴ ｩ 二位ｾ ｟ｊＭ ｾ ∞ ←

表 紙 2 己主己主 I  60∞ 

空 紙3i l頁 ;- l回 i 45∞

表 紙 4 '. 卜頁 1  I凶 ι 80. 00 

関川出1 lーム
{忍築唱悟殺者案内 〉 I 1  欄 I  1  副 i  5∞ 

御 注 文

御注文は す ベて前金で本合直接叉 lユ特 約l苫へ

銀替貯ｾ又はｾ替で御鋳込聖願ひます重ＱＺ券代

用はー制 J台、代 合 91換は お節i ｾ致 し ます。

昭不ｊｬ Ｘｾ Ｇ ｰ 2 月25 日印制

昭和8年 3 月 1 日蛮行( 第 16鞘 第 3 披)

霊長行 ・編 斡

印 刷 人 日程J f : { ｾ Ｎ 易
兵廊係武庫郡今津町浦風56番地

印 刷 所 大 阪 活 版 所

大 阪 市東 区内淡路 町 1丁目 7持地

F通 行 所 摂 日 本 建 築 協 合

大阪市北区中之島3 ノ3朝日ピル

電話長本局( 23) 4500香 ( 6)

本局( 2J 5470蚕( 5)

本局( 23)5540爵くわ

Ｎ ｾ音替 口 座穴阪 ＳＹＹＷＵ 番

特 約 版 夜 15 柳 k 1主 幹 l苫

大 阪 市 西 区京町堀若君子板宿北

電 話 土 佐 堀 2440番

録替口座 ｾ 阪 Ｒ 伺 Ｔ 香

禁 轄 載

本 誌 に 偶載 せ るも のは 、 一切 と れ を 無断 に て

将軍民 しえ は 単行 本 に 上 梓そ の{砲 の私i 製 行1誌を

に な す ? を 苧 ず。

編 輯 後
戸

い

ニニ

ロ

口三 月5!羽生といへば絢焔i J 1こる陽存が泡!像 さ

れますが <良原lぅ+;:1ご表へす似し、栴花カ ;ーご

i愉綻びかげてゐる のみであ ります。 先J . ) の

( 1氏応の防火械は l時に !it じ仁研究縦告と し

て意外の立f 許を1" 11しまし1 :

口 本) ' 1はフミti !t'!J. 士のf方花閣を中心に飾 1) JI&: 

戸、黒川 、i1そ川尚 氏 の杭に立派 1i 内科が成

立ーもまし7こ。 γ 皮梅花の燥な' f f 宜な存で tあ

ります。米 I'J ( 立機の月 、来力、なイ 1: 宅慌を，' 1' ，

す7象五とにしてt ，r; . h ます

口{"(:，七放は年々に大分慌をプ ifi. ねて参 1) まし

1=から今度はーーつ比方を健へて研交して誠

かうといふのであります。 而 して叉少し穴

き ＱＧＺｩ ｴＮ Ｇ Ｑｓ の お良や ｬ ｵ Ｇ ｾＱ 商を ￯ｬ 長せ Ｑ］ し 、 と思って

肘ります . 従来は小さ なものを震に取倣っ

て ｾ＼Ｚま しに 力 、 ら コ

口住宅| 尊覧併も務長 l こなれば開催されます 。

阪和と京阪と の附沿線 lこ。昨秋の経験に鑑

み更に立派な成献を' 犠げることで tわりませ

う。合同諸' J l ' . )) 1制l後援を史に切に期待L 、1:

します

口記念 /"1-' ，版 のil::' セ刷築集は数千部費君主して

向陸績と注文がありますが初 〈版を休 めま

して 、共 代 1) に紙袋を 1+' ，す百十莞: をし、 ? こして

"r;. ります 、材料もあれ以後大分集って) ，' :' 1) 

ます。lfIJ阿同様諸} 止の御援助を御願申ます

口 第二 の ｈｾ ， Ｇｾｊｘ の 大阪市内地質調在 ｼ品 ｬ 表は 目

下7象約募集中 であります 、日住今迄でも岐に

委員で議想、しに以上に ｉ ｾ 込ヵＺ会 って居りま

す、此は恐らく再) 阪は不可能のことと思ひ

ますから 御 fI;ザ.の方は. ! r' - < 御申込願ます

i-] 第阿のH' ，i¥反として満十五 年の記念に副ふ

様な大 ｾ ｉ 新二を企てて Ｑ ，， Ｚ Ｎ Ｑ Ｉ ます 、 早 〈具鱒化

して 、在行に入りばいと思って尉ります

口今ＧＮＨＢｦ［協合 の 大事業は滅十 五年記念Ｒｊ］ｾ二期

と定 ｾ ｩ｢｜Ｎｾｾ文京とで あ りませう 。 第了 Ｎ明 の記念

事 業の中にも . 見 殿、合百円の方等大分進沙

してゐる犠であります( ' ( 高橋栄治〉。
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